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新 型 外 断 路 器 ⌒

イ芦　月・’製　伯≡亘斤

一

新井正元；：・樺沢孝治：｝：：i：　’小橋利雄：＊

New　Outdoor　Type　Disconnecting　Switches

Masamoto　ARAI・Takaji　KABAZAWA・Toshio　KOHASHI

Itami　Works

　　　Corrosion，　oxidation　and　amnealing　are　constantly　occurring　on　outdoor　type　discon－

neCting　SWitCheS　WhiCh　are　expOSed　tO　intenSe　sOlar　heat，　SeVere　StOrm，　SnOW　and　dUrt，

Excellent　performance　is　only　available　while　the　switches　are　llew，　as　the　problem　of

manufacturing　products　with　Iasting　quality　remaills　unsettled．　In　a　general　idea　foi・

the　design　of　cil’cuit　b1－eakers，　line　contact　and　self　rotating　Pressure　contact　are　prlme

requisite，　but　copPer，　the　orthodox　contact　materiaしhas　been　gradually　substituted　with

precipitati皿hardening　copper　alloy，　which　do　away　with　the　problem　of　cりrrosion　and

annealing，　also　facilitati1ユg　c《）nstruction．　Elnbracillg　these　features，　ne、v　Type　V　6．9～・

287．5kV　vert｛cal　switches　and　Type　H　34．5　kV～2S7．5　kV　horizontal　switches　have　be三n

completed，　detailed　accoullt　beillg　given　herein　together、vith　those　for　pllellmahc

operatin91necha］コisln　and　gromlding　blade　niechanism　which　are　in　great　demal！（10f　Iate・

A

1，まえがき
屋外断％瑠醗変冠所の1ゴ堺スイ・．1．・．1’・一　］’の陶・kに

はクミくべカ・らざるli㌘長な｛zi”1乏1．．で、1）る．　kij口u．）発変丁匡「；斤バ

送氾線の連素一｜li；嘉文の川加ならび｛こ送電線切蜘．こf更利

なkうに「ll園各か複1．li；となり，　」1：’常に．多1の屋㌢・∪斯2名［器が

．｝．ijいられる．　う”tリ〃て〔よ屋外1：」二111・］のドド11文を2重母線と

し，沢｜IIの已1断、1㌫」ノよひ断路1石をt“＿川［．．ていかなる．「、lll舛

［ぱにも］r口受’1己で二『ri，　kうにな一∵．ごいるの；う1　Ct3か・コたヵ．；，

最jJ工は緕ジ斉n勺プミ川J］’生から剤胞江ノノJCを｛．日『．三Lて三［口［断急㌫、．〈エ

｝．成じ．，送1己端あるいは1受㌧レ1］1‘｝ゾ1ン必［長ら1ごいi：㌧」〃・．己を1「二こ・

従．来ヨ新路’沿代1．）に用いられ，こ這肉llば’ごビ．1・・て断惰；ノ｝に

代えるf頃1りも見ニソカる．またユ＝ワトピソ．・〈．．．一シ・！ン

の如きものでは変圧器1；ラ（1〔臆に断‘塩．こ∴いて翫撚

と電．jjヒューズえ、二川いられ．る．　L．た乃一・．∵て犀1外1斯路川日＾

変川器の励向脳E，送電線の充電電流，・レーソ．氾流．主

ある程Lξまで確実に遮断しなけれ｛ごなら）なr，…　　従来の1辻

外断路器は11∠閉L各されれば部♪の同r川鱈れなか…た

カ：，　力と）↓ヱは＄r）仕こ手糸充の変了ξその］也で山江ミiこU｝引劉］桑1乍を’必

要とされるので操作が軽’Pこ確iJでなければ．なC）ない．ま

たこ才Lカこために二自k　；t］1遮三1析嵜こカヨE而i〔空≡二弍］染臼；となったので

2　（1〔）L’）　　；；c｝輻く，已i’d；｝舗諾弓果長　　：1：　」ξ1面司：

手動1，li・，．に八一一丁、てこのiE：lt，’i空気を川．．・’・て操i’i．される．逆

電硫の恩品送電容・辻の増大は必然∈i勺にゾ邑変亘所にか

i・P蔽障時の短絡kVAの1、印［1を来し，断路器はこの故

障［㌧つ｝二電流を通ずるノこめに，　さらに大きな垣時i司大是三

流にlr「i’iえ乙よう｛こ要求され．る．新llll11の1？！屋．外1斯路器とし．

て］ご、ll白な「要身ミg満．ナパの．ヒ，凄，汁製伯；することは」七1殴日勺

1日F；1二．t．ノる、ノ，太トリ・f）、L’：i：1・．ン1〈川およ1i．∵口k．1　f）1邪．9を

し　　　，　　　　　　　〆二戊　　？i　　／　　；　　　二　　　ll「　F」　　ヱミ　　7b　　入　　f　　　j　』　　才　　ノ　　2　　し　　　　’：　　　．　　　　　　　」　－T　；　　～’　｛　　∨．　C“　　，1　’　‘　　　’　」　　「一　　　∫　‘1　J　　t　　ゼ　　　i　　　－　　　w「ご　　　、J．，　　　そ　　　Ji＞

ゼ｝」ξをi・・］．1ち日．：る＄百1訂1勺’．に円1新己［各器：エi没計製i”1：す　・ことは

≡ll：’、1陥1二：㌧・dカ・しL’・　，

　　汀i／．．、i．2「）∵来芥rn）．屋yト匡牝1㌔÷1÷のxi－　i　’i・、こ従liし，　　≦

ヒlj‘、，）V工∠　・1）1と：1・〈・｝元切の　H工．1哩を∫バ近1．まてド1！㌦｛．・としてい

たパ，　’；tの表111杖祢」と納人’｝ftにオ♪ける1ご用ll：5㌧庚t：の仙1に

よi川．口川肖，］’i∴作軽十，1こにし．て耐久ヲJの弧‘・・新馳の呈W

iii．．．～∴1：ヒ　し．一一：・．、≦しリLi）　Vご　」摯4、　　1〈・｝｛Lリ立）　H　　吋］　2　f，［Tll・，♪よ⊃：

こ才［．を㍑ド1．づ．．ち圧1㍗1空え（］．イ、i”1｛蔑i：㍑を開発．し，こ・

　　と1に新貼．外断∬名㍑の開発に．当っては，］・：L酌な機

構の川題以外に，最近急速に進．歩しつつある持・珠非鉄二

金材｛：1．を口：i要部フ♪に採月］して，構造を単糸屯化し，耐久i生を

川加し，性能向．ヒに新規軸をもたらした．以ド妬型屋外

田穆客2；：○、ζ計概し念，梯田造動｛乍才♪よび；，λ影ミξ㍑果を、説HI］する・

．一：麦～LL機　・VoL　23　　Nf）・　2　・IE．ハ5・1

A

．’

一■■■L．
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2，設計概念

　　屋外断路器として要求せられる性能を列挙すれば，お

　よそ次のようなもので，これらの諸点を充分考慮して設

　計しなければならない．

　　a）頻繁に数年間使用しても操作が円滑容易で，氷結

　　等で操作不良にならぬこと．

　b）通電容量が充分で，接触部の温度上昇が低く短時

　　間故障電流にも充分耐えること．

　c）塵埃・異物によるとか，長年刀の問に酸化，腐食

　　等によっても有害な温度上昇を来さぬこと．

　d）変圧器の励磁電流，送電線の充電電流あるいはル

　　ープ電流をある程度まで確実に遮断すること．

　e）絶縁階級に応じてそれぞれの衝撃電圧に充分耐え

　　ること．

　さてe項の絶縁協調の問題はJEC－125断路器規格を

造った遮断器標準特別委員会その他で使用電圧に対して

適当な碍子およびその箇数，同相端子間距離すなわちブ

レードの長さ，ならびに相問距離等を審議されているの

でこれによればよく，またd項の変圧器の励磁電流等の

遮断能力は上記の絶縁距離をとれば，開閉能力の限界は

主としてアークの伸びる方向における接地部とか他の導

電部とかの距離によるので，取付方法の不具合がある場

合以外はある程度の遮断容量をもっていることも明かで

ある．a項の操作の難易に関することはブレードの機構

によるが，これが選定は通常の場合，および氷結のよう

な異常状態でも操1乍しやすい能力によって決定すべきで

あり，採用されるコンタクト形式の如何が影響する．い

ままでの製作納入経験から断路器の設計で最も考慮され

なければならないのは主としてコンタクトとブレード機

構であるので，以下これらについて述べる．

　コンタクト

　ー般にコンタクトには3つの形式がある．すなわち2

面問の平面と表面コンタクト，球と平面間の点コンタク

ト，円筒と平面間の線コンタクトである，面コンタクト

は新しくて綺麗な間は定格および故障電流に対して適し

ているが，単位面積当りの圧力が低くなって腐食を極度

に受けやすく，現在は主として屋内用に用いられ，屋外

断路器には採用したくない．点コンタクトは単位面積当

り高圧力にできて低抵抗の要求に合致し，定格電流では

都合よいが，大きな故障電流が流れる状態では・・ンタク

トに隣接する金属の量が少いので，熱電導で逃げる熱量

に制限があって損傷なしでは流せない．これに反し線接

触は熱伝導に利用されるコンタクトに隣接した金属の量

が本質的に点接触よりも多く，したがってより大きな故

障電流でも損傷なく熱を運び出し得る．また1図は上述

の各コンタクト形式の接触圧力に対して接触抵抗がいか

に変化するかを示す曲線で線接触が同じ接触圧に対して

接触抵抗を低く取り得ることを示す．たとえば長さ1in

の線コンタクトは1in平方の面コンタクトに比して接触

　新型屋外断路器・新井・樺沢・小橋

抵抗は約112ないし1／3である．すなわち線コンタクト

が屋外用断路器にもっとも適した形式である．1図はま

たどの形式のコンタクトも接触圧力を増加すればある範

囲（鎖線に示す）までは接触抵抗を下げるのに効果的で

あるが，それ以上増加してもあまり効かないことを示し，

かえってコンタクト面のつぶれ，かじり等の損耗が大き

くなって有害になるから接触圧力を与えるスプリングの

強さには，使用されるコンタクト材料によって一　－reの限

界がある．しかし露天にさらされるコンタクトは氷・塵

埃・腐食あるいは酸化フィルム等を破るためには充分な

圧力を加えてワイピングさせる必要がある．このために

はコンタクト材料は銀あるいは銅のようなやわらかい材

料では，かじりや損耗がはげしく，とくに銅は酸化被膜

を形成しやすくこれにより抵抗が増し温度が上れば，急

激に酸化が進行し，短絡故障電流の流れた場合も瞬時的

に数百度に達して焼鈍されやすい．とくに火力発電所用

の場合には煤煙のスラッジでワイピングによるかじりが

多く，銀メッキ等は新品の間の気休めにしか過ぎない．

また従来多く用いられてきた燐青銅板あるいは銅板は加

工度の影響を受けるので，製造工場の違いや，製作ロッ

トによって，一定の硬度その他の機械的性質のものを入

手することが困難である．従ってコンタクトに支える圧

力が一・定で表面硬度も一・定なコンタクト受けはさみ板は

製作しにくく，そのために従来はべつに背後からスプリ

ングで押さなければならなかった．べつのスプリングを

入れるためには，これを入れるケースが必要で，このケ

ー スは塵埃・氷等の溜りとなり故障の原因となることが

多い．ゆえにコンタクト材料は抵抗，化学的活性，硬度

および焼鈍温度等を基礎として選択されなければならな

い．最近鉄合金が熱処理によって機械的性質を改善し得

るように，銅合金でも同じことが適用できないかと広範

な研究が行われて種々の時効硬化性合金が発見せられて

いる．このうちから種々試作試験の結果「コンタクト受

け板」材料としてA銅合金を，またコンタクトにはB

銅合金を採用することによって，上述のような従来の不

　　80

7e

］60
ξ

ク　5e

卜

抵4”

抗

　　Je

｛pg｝　2e

19

o

θ　20　40　su　Ee　ee　吻　　JM　μ〃

　　宝コン9クト庄↑］1封酌

A…　1tt×11e面コンタ　ク

　　ト

B…半径ltl長さ1，t線

　コンタクト
C・・半径1，，点コンタ

　　　ク　ト

1図　コンタクト形式とコンタクト圧力，

　　　　コンタクト抵抗の関係

Fig．1．　Relation　of　con伍ct　fomlation

　　　with　contact　pressure　and

　　　　　COntaCt　reSIStanCe．
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具合の点ならびに各種の変求を解決した．これらの合金

はいずれも1，000．C位で焼人し，500．C近辺で焼戻をすれ

ば所要の機械的性質ならびに導竃：8くが得られるもので，

A銅合金は導電率40～5⑪％，抗張力70～80kg／cm，硬

度ショァ30～40，弾性係数11，000～13，000kg／Mm2で，

これで「コンタクト受けはさみばね板　を造れば補助ば

ねが不要で，これを囲むケースが無くなり熱処理で自111

に機械的性質が変更できるので一’定圧IJ．硬度のものが

できる．

　またB銅合金で・1＞タントを1担しば硬度がノリネ・し

90以上でしかも導電率8⑪　．96’で，いずれも本質的に焼

鈍あるいは腐食しにくい理想的な材料である．1表は銅，

A銅合金，B銅合C＞の各板を25⑪℃で1時間空気中で焼

鈍後の硬度の比較を示すもので，銅は焼鈍前〉ヨア20位

のものが半分の10位に減少し，A銅合金．　B銅合金板

は何等変化しないことが判る、当社の屋外断路器の：コン

タ7トは以上述べたように，熱処理にて自由に機1こ成的性

質を改善し得，導電率高く焼鈍腐食されにくい特殊な銅

合金材料を使用し，かつ］う備あるいは補助的に銀メッキ

が施してある．

1表　　コンIxク　ト材’料の25げC　I　ii　ll｝川燐鈍・後硬度工ヒ較

材　質

銅

A銅合k
B　銅　含　全

焼　　鈍　　前

・三ア　］8二2°

シ　．rア　　　　32．5～36

・・パ．！ネ’t　　93’～lf川

イ．ブレード機構

焼　鈍　後

le～ln．5

：11・～34

93

　プレード機構は高圧力の線コンヌクトを形成させるた

めに最近の高級屋外断ls“，器に採用されている1ンタクト

を「受けはさみ板」に入れてからn転圧接させろ2段モ

ー ション方式を用いるが，これを従来のクリップ式断路

器と操作力を比較すると2図に示すとおり接触圧力を同

一 とした陽合，クリップあるいはブレードの長さ．乙に

新型は11ンタクト幅の半分1iこ此例する．すなわち旧

式の？リッソ．あるいは使川電圧が高くなればなるほどフ

L一ドの長さが長くなってVN閉に要するjlが多く必｜要と

なるに反し，新型では使llj電圧には無関係で借かの操什

力で開くことができ、ソい一ドは！ンタflト圧］Jが解放

せられてから動くので，軽快で，氷結等の場合も大きな

ワIJ　“’1）K蹄h『「搭

P

！三一　メ）・1－Nl＝2（　ρ，i、t

　　　μ　摩際侍数

、

　

三一ミ．バ・EliF1，t　i／

　　2図　桁旧屋外断路器．ノ）操作力」：ヒ較

Fig．2．　COTnParison　of　operating　abilities

　　between　new　ar）d　old　outd【）or

　　　　dig．　cc）nnecti　Tl　gt　s　xvitehet：．

4↓1f｝4）

］Jをコンタケトに加えることができて楽に開閉でき，投

人に際して￥，「ノンタクト受けはさみ板．1にはさまった

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A
雪や氷をたたき出して完全に技人できる．ただこの一ノ’し

一 ド機構形式のものの設計に当っては操作をより軽快な

らい力るにはピンやベア！Jングの数をできるだけ減少し

かつこれらか直接露天にさらされて腐食，塵埃，氷結等

で，その機構を失わないよう5．一ス内に納めることが必

要でもる，また高圧の4）のはコUナ損失を招かないよう

にできるだけ突起部分を少なくすることが好ましく，余

分のしバーあるいはリンクがケース外にあると氷結で操

作不能となる恐れがある．以上の点を杉慮して当社の新

型屋外断銘器の／レ～ド機構は単純でできるだけ動く部

分が少く，流線型化されている．

　3図　卜【LskV6eUAV　匹｝4」断路器

F堰．il，　Ts・pe　V　disconnectillg　s、vi｛ch

　　　　　　S↓Ls　kV　6｛川A，

A

一「

T

三

　　　一プーT一、
メ＿．甲」

　1［
c＝‘－1

1

亘

　－ T一 ｛．㌣

　‘一一一1r
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　　　　　　ド　　　　ドペ　　　コ　　　　リ

い一　．　．1　捌　　tl；・
2　；　　！　　　　　　　　　　　’、｜↓1　　　　　．

∵一一：：－1》1

　　　　　　醐．こ・．
　；　．：　　　　　　　　　2、！ibU　I　：］．“、’Ab

　　　ミ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　タニこロパ

　　　f，！↓ぷぼユULF・i　．〈1”；．“｛．］111it，5Vt｝
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A
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「

聯
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i唖　i・・1　“（i・　2・m　・・

　　　ヱい三、、　洲　1蜘

一体田　　　ぷ‘　　1：ノ川
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1，ぷ）り　　　L．1川く1　　　．ノ1｛1‘‘．

；T．1　fitb　　　｜、t9’）“　　　；川）（）

2．川a　　　　　　　　．；．701［
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4Glp 亘　∴

　　　　　4図　v型断洛器クト形ll’法図
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3，V型屋外断路器

　V型断路器は一ヒ述のように諸点を研究して従来のVL

型に代るべく開発さ力た竪切りの回転碍∫㌧型断路2器で，

動く部品は3つしかなく，’／し一ドとヒンジ．芝えをつな

ぐ可焼導帯オ、なく，露川したコンflクトは1つのみとい

う単純な構己でしか］，無駄のない動作をするので操作が

軽快確実である．3図は80．5kV，600　A　3相組立写真

で・」ttナ形成の恐れある突出部がなく流線∫1；1此され洗練

された外観を有している．4図は各定格電圧に対する外

形寸法図である．

　構造と動作

　取付べ一スは鉄板を2段に折り曲げて造ってあるので

従来溝形銅で造C）　）i’Lたように鉄構に取1・1けるのに，べつ

の取付アングノしが不要て便利一ごある．碍1’柱は3つでこ

の取付板の．・端に‘Ilンttソト受けはさフ人板，と端子板

を頭につけた碍子を置き、これからフし一ドの．ノレーキ

距離だけ訓］1て摩擦の少い軸受で川転ミ碍jtを£え　｛．6s）

kV以一1：はに軸受人O　’）このヒにフ’い一ドのついた・・ウ

ジングかあり、これと他の端J’一を取1寸’できる導指；兼保持

連結金具でいま1つの碍J’・柱が立てられる．　・・ウジン

グ，導帯状連結金具等｛士いずれも耐食性の銅rヤ金で導帯

兼連制金具の一ド裏側iこは，69kV以上のものにはフし一

ドの重さとカウンo’tパフンスする発条が．V・tてあるので

開閉動作てフレードのいかなる位置で4）ソし一ドの市：さ

による余分の操作力を必↓／要とLない．動く部品は5図に

示すように3つで，すなわち

　　　／．　川転碍丁と操臼；腕

　　　2．　　．／し一　ト1とゴォ　・一　ソ

　　　3、　ハウジン・ゲ

である．　ノし一トは・＜li　一一ttのパアiJンソを［Tki（’1）してハ

ウジング内にぺり，その　’端｝につけてノちるノォー一クが川

転碍ゴ頭にある操1’1；腕をはさ，・1でいて　lli［転碍1”が「i．1i）i　L

ば操作腕が動いて，フt－’／がフし一ドのベアリングを

中心にして川転するのでノし一ド定端にあ；：’1’iたいコン

fXクトが回わる．6図はこれらの関係をぷす、説川図てハ

ウジ．ングの内側には操f川腕の先端につけた1ノーノが転び

得るに充分な幅と深さの溝がある．この溝はイ〉｝三部分と

傾斜した部分かあり，A図はコンタクト閉の場合を示

す．川転碍1「・を川せば操作腕が’寸cl∠溝に治うてB，　C図

｛川

（プ
c諺 　　‘i・k

ゲぜ∂
」＼垣、1

．、一一一コ

ー＝i一

5図　V型じ1．「・ト断路器到く部品

Fig．5．　Moving　Parts　ef　i＞’pe　V

　　discOlmecling　swi［ch．

新型屋外断路器・新井・樺沢・小橋

・當雑

曝麟

〔講；鞠・㌫

⑳・閉一

　

，：”ls

C　コンピタト
　　圧力開放

蕊D㌶立
　　6図　V型屋外断路器動f苫説明図
Fig．6．

　　　OUtdOOr　（liSCOnnect’ing　SWitCh．

111ustration　of　o［）eration　of　tyρe　V

｛　g

　　　　鵡

寧麟剖蘇
　　　　㌻．t’t

轟
撰ε

ビ馳1．“
ge

濠騨膠　　ミ鯉ぷ
、、．ぷ騨い

7図A閉路

　7図B　開閉途中
コンタ　ク　ト1正力ftfi・h・f，（

・り状態

7図C開路

7図　11．5kV600AV型屋外断路器
Fig．　7．　　11．5　kV　6〔｝O　A　ty「｝e　V　《）utdoor

　　　　clig．　u（｝nnec　t．ii・9　switch．
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のように滑り，これをはさんだフォークが回転してブレ

ー
ド先端の平コンタクトが回って「コンタクト受けはさ

み板」の圧力をゆるめる．この水平溝で回転碍子は約

27．5。回転し，さらに回転させれば操作腕のローラはD

図のように傾斜溝に入るがローラは水平方向に動くのに

対して，溝が傾斜しているのでハウジングは導帯兼保持

金具に止めてあるヒンジスタッドを支点として立ち上

り，ブレードをおこす．回転碍子が90°回転すると，操

作腕ローラは傾斜溝の最終位置Eに至リブレードが全

開垂直に立つようになる．閉路させる場合は全くこの逆

の順序で行われ，7図は11．5kV，600　Aのこの型の断

路器について開閉動作を示す写真である．すなわちA図

は閉路されている状態で回転碍子はまだ回転せずブレー

ド先端の平コンタクトは，「コンタクト受けはさみ発条

板」でしっかり水平に支えられている．B図は碍子と操

作腕が27．5°回された時を示し，平コンタクトは傾斜し

てコンタクト圧力はゆるめられ，これからブレーキング

してブレードがおこされる所である．C図は碍子が90°

回転されてブレードが全く垂直に立った所を示す．この

開閉機構ではブレードの位置および平コンタクトの角度

は回転碍子の回転速度により定まり，従来の竪切り断路

器のようにブレードを「コンタクト受けはさみ板」を取

付けてある碍子柱に当てなくとも動作が完了できるのが

特長で，プレード等に無用有害な衝撃等が加わって曲る

ことがない．ブレードの端と導帯兼保持金具につけてあ

るハウジング用ヒンジスタッドの頭の間には8図に示す

ように高圧のセルファライニングコンタクトを形成する

ように「く」の字形コンタクトが巻発条を介してボルトで

ハウジングにつけられていて，電流はこれを通って他の

端子へ流れる．従来は細い撚銅線で編んだ可擁導帯が用

いられ，細線なるが故に腐食しやすく，しばしば故障の

原因となったのでこの欠点を除いた．すべてブレード以

外の動く部分はハウジングの内に密閉されているので塵

埃が多い場所とか，工業的ガスのある所とかの特殊な環

境で使用されても，長年にわたって動作機能が，使用さ

れている特殊なコンタクト材料と相まって長年にわたっ

ても劣化することがない．

4，H型屋外断路器

　H型屋外断路器は当社が長年にわたって製作してきた

RH型，　HL型の製作経験を基として幾多の改良を加

6（106）

8図ブレードとハ
ウジングおよび導帯兼

用保持金具間の電流通

路

　F輌9．8．　　　Current

passage　　　　between

blade　　and　　housing

and　supPorting　metal

fitting　in　combined

with　conductor．

　g図　161kV800AH型断路器単極
Fig．9．161　kV　800　A　Single　pole　type　H

　　　　disconnectin9　switch．

8

／

・

ア ア

一一 一＿一一一一一一　　　一一一一一一一一一一一 一

ウ

34・seO－IL　’oo

［籠匡

巴霊［霊

　　　　　　　10図　H型断路器外形寸法図

　　　　　　Fig．10．　Dimension　of　type　H

　　　　　　　　disconnecting　switch．

え，独自の開閉機構を採用してできた水平切の断路器で

ある．9図はこの型の代表的なものとして161kV，800A

の単極外観写貞で，碍子柱3本のうち中央の回転する碍

子柱頭部に’Fコンタクトを回わして線コンタクトをさせ

る機構を持っていて，操作軽快，確実，保守容易かつス

マートな外観を有する断路器である．10図は各定格電

圧に対する外形寸法図である．

　構造および動作

　べ一ス上rc　3基の碍子柱を等間隔に建て，両側2基の

固定碍子柱にそれぞれ固定コンタクトがあり，中央回転

碍子柱頭部に平コンタクト回転用の機構が取付けてあ

　　　　　　　　　　三菱電機・VoL　28　No．2・1954
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　　　　11　図　　　・ノ　レ　ー　　ド｜1［lll・tx機‡，Y｝’llrts・i’刈

Fig．　I　I，　Schematic　c｛iagram　ol’bladぐ

　　　　　　r・ta亡ing　mechaniSm．

自転軸

　　12　図　　H　　’ξ±‖訴ll1；÷21；：t’t・　一　ド1「ll‘曇’機構

Fig．　1’！，　Type　ll　disconnecting　switch

　　　　　bladc・　r｛｝taii．19　mechanis．　nユ．

⑤

レ

　　　　　　　　匡「ぷ㍉ミ9庄子

　　　　　　　　／『＼

ー

㊥一

P　t

ダ　　　　ト

、 ド’

ー
にぼ・、

　　　 　　　

　　　 　　　

「川路三〒

部．

累

　　　　　　　　　　　　13　図　　　Il　ic：tl＃ii’JIS｝t；勾梁f’レμ各1疋｜

　　　　　　　　F1．L［，　ll｜．　　’F＞・pe　Il　clisconneしting　S“itch

　　　　　　　　　　　　　　　　　・peratlng　device

る．　　二u「）｝ミ箋W毒｝i　11　図、：・jk一づ一kう｝こ、　　／　し　一　ドt’こ剤」弓蛍ilj

のノし一トξえと些に固定された案内ピンがあり，ピン

の｝1己端にitノゾンーンう・ぺ］「てあ一．，て，操作輪の溝に沿って

軽く動（と同時にノし一1・が日転して／プ角度変るよう

｝viオリう｛㌢十「相卍各｝？1；’・　月｝目i・　賄ぼ尺　・　’］、tl喬

になっている．12図はノし一ド回転機構の写貞である．

まず開路状態ではfsi’しばねの力でフし一トの固定ヒ㌧

は，つねに操作輪の溝の一方に引き寄せられていて，・ノ

し’一ドの刃先は垂直よりβ角傾いている．13図に示す

如．く投人操作で中央川転碍J”柱がt〔角回わされて，ブ

し一ト1 が両側∬1｝（・柱の固定コンタクi・に人れは，ゾレー

ドの水平方向の運動はrli｝），さらに中リミ碍J’・ki≡をβ角

lu卜ψ｛すればーノし一　1・｛．よ　〆8『角IQi［Lilt｛lkして【占1’定『rンタ　ク　ト

に圧接する．固定．rンタrfトの上ド’｝《行面は，ソレード

fy’；／3「《自IU．　ftt”！L・ノニ：Pこ∫態て“｛まド1111｝こメ」」～ヒカヨil入、りて“きる．

開路の場合には，まずlii　tJIL一川転碍1”ti≡が回わされれぱ9，

上記投ぺの場rこと反対に刃先が垂直の圧接位置より　β’

∫flf4”｛し、て接｝旬〔川；ノ」を肖眉り：Lて｛妾iノ冒路す一る．

A閉路位置

B　コ　ン　タ　ン　トfEノ」角名放

　　　　　　　　　　　　　　　　C’　1〕諸bV6f；月好｝

　　　　　　　14　図　　　H　　兀望断X各器コ　ンタ　ク　トJP多i，莫llfi　l鱗

F19．1・1．　Typfi　1｛disc・nnecting　switch　circuit　begins

　　　　　　lり　open，　scqUCnce　of　f（｝rlnill　At　c‘，nt三tct・
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　案内ピンか動く操作li而の溝は閉路の時、急激に操作L

た場合に．慣性でノし一ド刃’Eがll11転しないよう動き始

めの部分の溝の形は、ttlててあり、また閉路最後の位置を

決める川転碍jt柱のr装作角度が多少不同でも，ゾレート

刃先の回転角度には影響がないように最終位置あたりで

は水’ドに近くしてある．また固定’㌧タクト部に一ノレー

　ド刃先がたたき込まれる時，碍J’一柱と平．1ンタツトに無

理な衝撃を与えないように色I」のIl　kがしてある．すな

わち1一コンタクト受けはさみ板．の取付には14図の線

　．1＞タクト形成1順序を示す写真に示すように矩形板の突

起のある受け板をつけて、平コン’」ソトは線．T＞タクト

形成に必要な1川をヂ1’ちつけないように線’fンタクトの背

中を突起板の角に当てる．こうすれは／’レードは45の

角度で当るので引つけの力は力学的に分けられて減少し

てユつの力は軸方向にil！1転せしめ，他の1つの力はプレ
’

一 ドを一・端は1：横，他端はド横ヘス7イデングせしめる

　］こうに働き，これを受けるコン’sクト受けはさみ発条板

の発条作用と，川転碍子柱頭部の機構中の借の傾斜《㌦が

何効に働いて，衝撃が吸収せられて．ノし一トははねかえ

ることがない．碍1㌘柱頭部のt＄1：Stlには球形の蓋を取付け

て．雨水・塵埃・有害ノゾス等の浸vlvを保謹L，軸受ピン

ηの給油点籟も不要でまた無用のレバーヒン等か外部に

さらさ才Lていないので氷結等て動作不能iこなることがな

　く、流線型化されているので：luナ損も少い．また川転

碍1㌘軸部は摩擦が少：、雨水・鹿埃から充分保、度された

構造としてある．d］5kV以1：は1沖lh受入）この断路器

　もV型と1司様に動く部品はド記の3つのみで機構が単純

　である．

　　　］．　　1日1｝挺云イi〔｝1’一，　」莱1乍1輪1とJi）1　II多　ki｛i

　　　2．　　一ノ　し一　ト’，　’／　し　一　ド支えと　ビ　ン

　　3．　　匡≡しはオ〕

　以上説明した；Cうに、操作力を合⊥Ψ「白に利iijし，機構

．ξ！．

毒
市＝＝

壁
て．： 1；．

竺
百丁

璽　誇埠
一幕一丁註曇㌢
　　　　　！‘

」

1

舟

｝

　

15図　80．5kV　4〔｝o～　1　．21　）〔）AV　frii！断路器3相据付．図

Fig．15．　［nstalltttion《）f　tiO．5　kV　400～1，’tOC｝A3ph．

　　　　type　V　disconnecting　swirch．

8（1081

量　量　量
暑＝＿一．．＝k－一．一蓋＝二

山

16図　8旧kV40U～1，2（戊（｝AH型断路器3相据付図

Fig．16．　Installation《｝f　80．5　kV　40（1～12（〕OA3ph．

　　　　　tyi）e　H　disConnecting　Switch．

17図　手動操
　　作機構

Fig．17．　Hand

　Operating
niechanisin．

　　A錠前付

17図　B手動・・．ト’【挿人

に無理がないので操作軽快で、とくにこの断路器の二1ン

μクトに阯用した特殊←イ料と相まって，耐久性のある断

路器である．

5，手動操作機構

　15図はV型．16図はH型屋外断路器の3相据付状
態を示す図面で17図はその手動操作機構の写貞である．

開あるいは閉の位置では操作ノ・ンドノしの差込み穴に蓋が

できるようにな’．てイ♪り，さらに蓋を日いた突起金具が

三菱電機・Vol．28　No．2・1954
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A

A、

1”一

A

あって，これにピンを差してかぎがかけられるようにな

っている．操作の場合にはこれを外して蓋を明け．ハン

ドルを水平ノノ向に差しこんで川転すると，断路k，、に連結

してある操作棒が川転する．この操作棒は太い鉄管でで

♪

ぴ

》

18図　圧縮空気操作機構

Fig．18，　PneUIllatic

operating　Inechanism、

　　A　手重lj操作中

　　18図
1う蓋をとった∫り〒

LAMP　回路を直
（慧煕ヨ1∴，m ／t－一一一一一一一一一一一一 t－一一一一一一一一

、」一一一一

｜9図　断路器圧縮虐気操｛1三機｝；樋り作，況明1断路器閉ン）状態｝

Fig’19・　IlluStrati｛〕11　0f　pneuma亡iC　operEltillg　meCllimiSln

　　　of　disconnecting　syv“cll　〈、、’hen　switch　｝n　closed）．

新型屋外断路器・新井・樺沢・小橋

きていてよじれること4、なく，断路器が高い鉄構に据付

けられている場合は，途中に文え軸受けがあり，最ヒ部

に各相の川転碍］㌘柱の台を連結した：ノ・LVッドを動かす

しバーの軸受を具えている．通常各相を結ぶ一．’しtlッド

は碍．r柱の両側につけろが，34．5　kV以ドは片側でよい．

故障入rε流が流れた♪豆合に’グレードがとび川きないのは

1二述のような開あるいは閉位置で，かぎをかける穴がて

きてドll川こは動かないからであろ、遮断器等とインタLt

ックする場合には頭部に自色ランプのある電磁石入のtt

一 スを背中につけ，遮断器が開で閉路する補助コンt＞（”

トを直列に附勢して，インタUックを解除すると1司時に，

白色点灯して操i［≡”∫能なることを・バす．ハンド・し差込穴

の臼（は必要ならばカバーf・1の川転ドラJ，式の縞助スイ

・チを置いて，インタllックあるいは聞閉の遠隔指示rこ

lllいる．

6．圧縮空気操作機構

　18図は圧縮空気操作機構の内部写真て，19図はその

砧造動作説明図である．　下部に気貯槽がWl｜1向きに置か

れ，このヒ中央に電磁弁で圧縮ツ巨気を人れて横向きに動

かすピストンのあるシリンダがある．ピストンは左右対

称になっていて，両ヒスFンを連結している中央にピン

があり，これにより頂直に立てた操作ll曲のレハーを動か

して回転せしめる．この操作軸のド端には扇形’ド板がつ

けてあり，これが・緒に回るが閉閉のイン）（　1rックのた

めにこの扇形’F板の両倶1におちるピンがある．このピン

は屯磁弁が動作すれは制御弁で，圧縮空気により1－1げら

れ，またこの制御弁は一卜部につけた板で補助コンタント

を開閉して，圧縮空気をさらにシ1いグ内に送り込む．す

なわち開路竃磁弁が附勢されれは，開路制御弁に圧縮空

気が送り込まれてピンを一Eけて扇形平板による1・ックを

解除し，ヒ部の補助スイッチで赤の信号灯を消し，同時に

圧縮空気をシIJンダ内1こ送り込んで，ピストンを動かし

て操作軸を回転させる．操作軸が回路の糸Xる位置に連す

れば，閉路制御弁の1：ンか扇形’1く板から滑り落ちてVソ

クし，同時に制御弁1二部の補助7xlツーfと、操作箱右隅｝こ

取付けた操作軸に機械rl勺連結された回転補Uノ」スfッイ・の

’ンなクトで吉の信1ノ灯がi’Sik］すろ．閉路の場合はこの

　20図　】61kV8uUAH型断路器接地機構l
Fig．20．ユ61　kV　80｛｝ATyl）e　H　di・’c（）nnectin9

　　　　　＄LN’itc］i　krroUlldingt　In（べllallis｝il．

d的）Cj



Bコン！x’／ト圧力角グ〔放

A閉路中

　　　　　　C川路終了
　21図　接地用プレード機構動f’1三順序説明図

Fig．21　　111ustration　of　operating　sequence　of

　　　gr・Unding　bladcJ　mechanism・

反対の順序に動作する．手動で開閉する場合には操作箱

上部のハンド’し差込口の蓋をViJくと、自動的に電磁弁附

勢回路が切れ，同時に開閉剛｝i」御弁のヒンを持ちあげて，

扇形’ド板のインタT・ックを解除して日由に操作ができ

るようになる．ピストンは加速終端で，回転操作軸へ〕違

ノミな回転力を川さないように圧縮空気を逃がす工夫がし

てある．またシ1）ンダ’配管その他が冬期凍結しないよう

に，スヘースヒータが操1乍箱中に収めてある．標準操作

気lllは4．5　kg／cm2であり，開閉に要する空気量は開閉

1回で3．51で気貯槽のコッ〃を締めて動作しても3回

以1動作させることができる．

10（110）

　22図　接地機枯インタ［1　．ノ’「

Fig、　22，　　（〕r《〕unding　　Inechanism

7、接地用ブレード機構

　最近は送受端の線路開｜別器には接地川フレート機構を

つけることを要求されるのが多い．20図はH型161kV，

800Aの断路器に，動作軽快な接地川．ノレード機構をつ

けた写貞である．21図は動作順序を示す写し1［でA図は

閉器中で操作用の水平プ・い・ッドを押すと，B図のフ・し

ttッド終端に入力たヒンがビン溝を横すべりLて！）ンケ

レハ’一で．／し一ドを4511覗とこし．コン々ケトばね仮から

解放される．さらにプ・しvットを押・己は，C図のように’・「

レードは回転をカム機iigifで停止して倒れる．閉路の場合

はちょうどこ力と逆の1順序で動作する．－fし一ドの白重

の影響を無くするように、ヵウンタバランス川の巻発条

が，≒『一ス内に収めてあり，フし一ドがいかなる位置で

も止り，かつ軽く操作できるようになっている．ただし

69kV以下の場合には，接地川ブレード機構は普通の’／

　23図　80．5kV600AVII膓断路器3相操作中
Fig．21S．　80．5　kV　6〔｝O　A　3　ph．　Type　V　diseonnecting

　　　　　　　SWitch　UIldeτ　｛｝P（・τati（♪n．

　　24図　161kV8〔｝oAH型断路器3相操作中

Fig、24．　161　kV　800　A　3　ph．　Type　H　disconmecting

　　　　　　　switch　Under　oper．atiOII．
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温度
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4表　IGユkV　8朋AH型‖；斤路器による30、〔脚1｛VA

　　　　　　変圧器励磁電流遮断試質記燦

式　験
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日
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　25図　拓】kv　St｝｛［Arr　Ft｛！断路1｝：；に］：；1：：1｛［，りu＠kVA

　　　　　　　　　変圧㍑1励磁這i元［．1囚祈’㌧況

Fig・25・　・Xv｛Lial　examplc　〔〕f　b“lal｛mg　c・＼clling　CUI・rC川

　　　‘）∫3［），oo｛｝kvA　il・こUbf‘）rmCr、、；thユGl　kv　80nA

　　　　　　　type　H　dheunnectillg　s．　“’itcli．

紡型屋外断路器・新目二・樺沢・小橋

　　2δ図　ユ611｛vSOuAII｛・t断路器による30，（）｛｝OkVA

　　　　　　　　　変rl：器励磁電流遮断r武験す／ロ

　　1“ig．・26・O，；ci日・19ttllll・日・r・・k｛・9…．…　。X、hi。9

　　　じur］’t－nt　ot　：lo、c　）Uf，k＼・・A　n・ansf〔ノ1・me圭’w［th　IGI　kV

　　　　　　　S｛レ｛）▲＼　tyPe　｝l　dlSt・Onllect；119　SW“ch。

リソ’式で⊥記のような2段モーションの〃式は採用し

ない・ぬ回レ・－1闇i・rと一鞘蕎川繊構のイ、タ

u・ソ’／は22図に・」・すllうに，　Ill・1機構操作棒セ、こそれぞれ

揖のある日取を川，二の溝に一づが人り，　iu［　b一には人

らない連絡板を人・／Lてfンヌ［・ソクする．たとえは線路

側が開路さ］，1れは、線路側操作Tl：につけた川阪の溝が連

絡阪のぼ置にきて接」也lilノレート機儲1の操1乍朽ξを1川わせ

ば，連絡板の端が円板の肪から川ると同時に他端か線路

側操作析の川恨のはの中にぺって操作が可能となる。す

なわちこうナ］1は接地側と線路1則とを同時に閉路するこ

とが困難となる．

●
↓111）11



5表　　k’・’ト断・路，器の1用1男能力限度（JEC－125　にょる）

’，1三　手各　電　「F．

dくV）
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　34．5

69～80．5

　161

i’ilili］1｝1，じ、星ド1瓠il

　　（n1111〕

　5∩f｝

］，（．∬．｝0
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1，Ro｛l

l3，f）Of）
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肪λ　依ll’竜　流

　　｛A）

10

1

4

4

A

充電電流
　　（A）

30

2

2

2

　1

鯖痴ぢ：・一主5草電閤；とイ也の構；巴笥力づと」）h｜111肖化は，　村IIIIt］．1、〔〉胡［離よ・戊

　．たきくし．，と（に上方には他の構造物ガ　い’2，のと’t．

　　　　　　　　27図　ア‘liW社にて
　　　　　　　　　）｛・c｛ミ｜「｛試5竃！いcs．）　V　　Iil　l「i斤11各嵩L≒

Fig．27．　TyPe　V　disc〔川11ecth三g　switcl］　u］｝（lt・r　lcst｛．，l

　　　　ice　f・・τn副畑コこlt　XX’es．　ting，hc，uSe　C〔川il）ally・

8，試 験

　新．型断路器川」発に際しては，各種の試験が行われた．

23図はV型8⑪．5kV　6f）O　A，24図はH：型161　kV

800Aの3相操作試験中の’ノ元：真である．コンタクトに使

用した特殊合C二材判・はその効果を発揮して、500川操Vl’三

，試験｛麦も；↓k；」」U”）土左ll〕虫二V犬il，Liと1・三とんヒ；昏小↓をぼ忍」うづ三　　コン

ヌ　ク　ト　q、カ・じ．り杜］奉［三等：オ；く　吝トi”iじL［1［11．も機｝・戎r［勺iこなんら5艮’「置

を認めなかった．2表はV型80．5kV　60（）A3表はH

型　80、5kV　1，000　A　のMl乏L昇i1式験のデータで，いず

れ］，各部の湿度｜1　5r　it一はJEC－125のla｛度以内で・ある・ま

た20，000A　2秒川の定格短‖寺川電流試験もなんら溶着

：1ンヌツ1・抵抗変fピ”．t・の問題もなかった．25図は当所で

行一ったH胆161kV，80U　Aによる30，〔〕O〔｝kVA変月．1器

の3相励磁電流遮II訴「，∫［験の光景三138　kV　1．53　Aを4

表のデータ才ゴよび26図ar）1：　［tに示1．とオ♪り・　1掲椅㍉主

｜U．351n∫secで雌【脈・・肋している・すなオ・ち1・45

m，！secでは］栗「｝1∫1’】度　12、11　，　c．↓s　位・’（”［刀れているが

1．35　mlsecの開柏｛速度でI　L　1度切れた電り］iが再び続い

たが54c．’‘s　58でWJ　1した。5表はJEC．125で保証し

ている屋外断路器の開閉能力限1．正である．27図はアメリ

リW社にて行われた同．一構造のV型断路ξ㍑の氷結操作

12（112）

：試験1白の：ノメ↓ぼて“，　カ・カ・る膓1犬「崖’C“も充フ〉」架イ乍口∫fi旨一（i’あるこ

とを証明している．

9，特 長

N▼　！1・i！，　H　．1胆片圭タVl弩甜名嵩きσ）才ぷもな］寺」ξを＞ifs　iずオし七［’

1．　　　－1ン‘タ　：ン　ト音κり）‘のキオll3こ1－tよkA処J！ill　i　i∫fiEな牛与玖ξのSlti］　’i　S一

　　金を用い，長年使川しても腐食・焼鈍等劣化しにく

　　く，’－1＞タクト受け部分の構造力こ簡単になって，ご

　みや氷雪がはさまって一1ンーflクトばね機構の機能を

　おとすことがない．

2．　’ノレート刃先が固定r了ンタソト内に投入し糸冬って

　から　ンカト圧力を1ルこ，また・！〉タケトを1パ

　解放した後においてフレー1刃先を引き川す2段て
　　一シ　三1　ン　」亡のkN十一｛igt’ごあるプここ6ナ梁W三｝よきネ，訂）てiF．f．i’Jk一で

　　ある．

3．　プし一ト刃陀が固定コン7ソト内において同転

　　し，：」ンタクト11｛’jJを生じまたは除くノ∫式であるた

　　めに’tンヌ”ト面は接触に際して払拭作川を伴い，

　　つねに清浄・接触を保つ．

4．　　重りく剖ll｜1∴はただ馳3つて三糸H　Axさi［てS．一コり，　機ト苗力：i直

　　純で摩擦が少く，操作力を合理自勺に利川するので軽

　　”1，据付調整が二楽である・

5．　□llナ形成を招く突1｝li部や、ギ’ヤー才♪よび蕗川し

　　たリンプレ’・1一等がないから凍結等の心配8）ない．

6．　　日日究三江；唱；：カこな㌧Nのづで日嘉食ペソ｛波姓］す一ることに二よって

　　定期的に取換える必要がない・

7．　コJべての紬受畠1はプノ　ーあるいはスリ’一一ノブ’ソシ

　ユが人れてあり，必要な場1り〒はに軸受を使用してある．

10，む　す　び

従来尉＋断路器は他の発変混所機器に比較して告鞍で

あるのと，多少操作がfgr．いとかコンタクト焼付きで4）送

配電に致命的な故障にはならないから｝1了要度が2次的だ

というので，これが購人に際して性能品只につL・・て充分

な硫拷慮が払2・）ALてないようである・高級なトづ’料を使

用してできた性能のよい断路l！：こは必然的に多少の価．格の

高いことを認められなくてはならない．当社の新型屋外

1析口名渚こは1析1名29イミメぐの‘莞♪X使命を：，9及Lて新ll’む汁された

もので，と．くに：」ンタクト材料として従来採目jされてい

た銅あるいは燐青銅阪の使川を1蘂して熱処理可能な特殊

な銅合金を使用することによって腐食・焼鈍・かじり，’i・

の劣1ヒを防いで新規1‖睦開いた．さらに動く部品を3箇

に集約して機構を単純化し，無用のしパー等の突起部を

無くして1三要部をケースド・］に人れ、凍結で機能停止ある

いは館外気でのll抵を防き’『，高圧の場£この／1　1・　”｝1損失

をi成づ二ることにIJVζJl）jした．　凸山E自3室よりの｝玉1隔｛別御」のた

ゾノに川1斎昌η巨～式］栗11斗幾｛；緯を陽」チ芭したカこ、　酉Cζ㌣そ‘ン）1也1呆るj：（1）

，1∴・、から電重磯操1・1・陶掴、要望さnLるので［［川∨綱1！を・・tf〆1≡

中で近日発表できると思う・
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54－10

231ξV　1，000　M「V－A 型 碍 子 型 遮

621．316．57．064．24

断 口■

命

伊丹製作所
　　　　　　　　＊　　　　　　　　　　　　　　　＊＊　　　　　　　　　　　　　　二：：；i、

新井正元・五十嵐芳雄・平田康夫

23kV　1，000　MVA　Type　M　Low．Oil．Content

（〕ircuit　Breakers

Masamoto　ARAI・Yoshio　IGARASHI・Yasuo　HIRATA

Itami　Works

”””

二

⌒、

　　　　　　　As　powe1’exPloitation　1）rogresses，　power　demand　at　cities　increases　to　requil℃

　　　　　cjrcllit　breakers　of　high　rupturillg　capacities　at　medium　high　voltages　such　as　500～

　　　　　1，500MVA，11．5～34．5　kV　circuits・Mitsubishi　has　been　producing　Type　V　circuit　breakers

　　　　　of　vertical　flow　arc　quenching　type，　which　are　highly　efiicielユt　in　the　mterruption　to

　　　　　the　extent　of　500　MVA・Based　on　this　experience　and　niodification　of　Westinghouse

　　　　　Multi　Flow　principle・　Type　M　Low－OiLContent　circuit　breakers　of　high　rt正pturing

　　　　　capacities　have　been　developed．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　MVA，23　kVで1，00⑪MVA、11．5　kVで500　MVAの

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　遮断容量を有し，通電容㍑はil午通800Aであるが要求に

1，まえがき　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　よっては1，000Aのものも製作できる．通電容吊：800A

　戦衡妙4の原動力である1醐開発が進み弓1川電プ濡　　のものは電磁操｛乍あるいはIE縮空気操1乍いず川．可能で

要が増ノ〈し，送配電線の連繋その他送配電容．ぽの増加に

従・て・1・5－34・・V級で…一・・…MVA畦す・　　　　艦軌
遮断’容6tの迩断器が陥所に‘山求さft　t之、ようになった．　こ

の程度の遮断器に1．ま従来鉄槽咀i111ぺ遮断器が適HJされて

いたが，必ずしもその性能｛k良好とはいえず，また高屯

圧の遮断器の々Uく少川型の碍二子型遮三1断器ができないかと

いう要求が多かった．　当社は従来中容縫碍子聾1］遮断器と

してVertical　Flow型の他ノ」消弧方式を採川したV型

遮断器を製作してきたが、　この遮断器は遮断容量500

MVA程度ではロノ」型に1，　．1ら」Lない高性能て’あることは

すでに発表＊したとかりである．　この経験技術を基にし

てアメリカW社で鉄槽汕人遮1析器として高圧，大容川：

遮断で好成績を収めているMulti　Flow型消弧室を碍

子型に収容して，さらにノミ遮断容縫の低圧普通速度の碍

一」㌘型遮断器M型を1桐発した．

以・’この遮断器の構造動作ならびに遮断楢旨を紹介す

る．1図は本速断器の外観写真で，2図はその外形・］’法

図である．

2，定 格

イ遮断器の定格は1表に・」：す如：34，5kV－C・1，500

＊技術部荊器課」文　＊＊技術部

1図　21｝M　1｛iO　型碍一子→li！！遮断器L・P，　kVユ、0（）o　MVA　600　A

　　Fig．　L　TCvPc’2n　M－］c［n卜，w・〈戊il－eonte［コt　ltll　kV

　　　　　l川りMVA　6りo　v　ciτClli日｝reaker．
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一

型　　名

A

B

10－M－50　　20－M－100　　30－M－150

　1，000　　　　　　1，100　　　　　　1，200

　3，500　　　　　　　　　3，700　　　　　　　　　3，900

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位rnm

　　　　　　2図　碍子型遮断器外形図

Fig．・2．　ApPe・ance・f　1・w・・i1…ntent　circuit　b・eaker・

あるが，1，000Aのものは圧縮空気操作のみとなり操作

気圧も7kg！cmXとなる・

3，消弧室および消弧原理

　3図A，B，　Cは本遮断器に取付けられたMulti　Flow

型消弧室の消弧原理説明図である．消弧室は上部に安全

弁，チェックバルブ，上部コンタクトを有する金属製の

耐爆キャップを有し，’ド部は中間コンタクトと油の吐出

通路を構成するファイバ板からできている．A図は閉路

1表定　格

型 名

定格電圧（kV）

遮断容量（MVA）

1’°・M－S°1望竺M－1当3αM－15°

　　11．5　　　　　　　23　　　　　　　34．5

5°°　11・0°°11・50°一

電流容量（A）

投入容量（A）

1秒間最大電流（A）

引外電流D．C．100V（A）

開極時間（60c／8）

全遮断時聞（60c／s）

油量（1）

800

63，000

37，500

　　13

　　3．7c／s

　　6　〃

　420

重量（油なし）㎏　　　　　　2，550

電磁操作の場合

2，70012，850

閉路線輪電流一

　　　D．C．100V（A）
投入時間（60　cXs）

150

29c！s

圧縮空気操作の場合

消費量（1）

補助気槽（1）

投入時間（60c！s）

　7

120

11c／s
＿；

14（114）

耐爆室霊

中向コン9刀

ファイ八’一

積層板

㈲肉路位置
上部コンヲηト
＼

下部コンOηト／
兼酷路部

（β）闇路圃娼 （c）閲路這中

　　　　　　　　3図　消弧原理説明図
　　Fig．　3．　lllustrati・n・f・・c　quen・hing　principl・・

中の状態を示すもので，B図，　C図は開路順序に従って

途中の状態を示す．すなわち下部可動コンタクトが下降

するに従って上部コンタクトは背後のスプリングで加速

されるが，ストッパのために動きは限定され，中間可動コ

ンタクトのみは同心スプリングの加速で下部可動コンタ

クトと共に下降するので，1次電弧が上部コンタクトと

申問コンタクト間に発生する．1次電弧は油の分解ガス

を発生してその圧力で油をファイバ板で形成された通路

を通って下部コンタクト附近の吐出口から吹き出さそう

とするが，まだ下部可動コンタクトが吐出口をふさいで

いるのでガス圧はますます高くなる．さらに下部可動コ

ンタクトが下降すれば中間コンタクトはストッパで追随

できなくなって中間コンタクトと断路部頭の下部コンタ

クト閲に2次電弧が発生し，ファイバ板の吐出口は一ド部

可動コンタクト下降に従って次々に開いて1次電弧の発

生ガス圧で油を吹付けて消弧する．上部コンタクトが中

間コンタクトを追いかけて1次電弧間隙を形成するので

開離速度が早いため，油の分解によるガス圧の立上りも

早く，かつ2次電弧への油の吹付口および排出口は対称

形tcなっているので不必要に電弧長を長くすることなく，

速かに消弧し，消費される電弧エネルギは少く，コンタ

クト，ファイバ板の損耗も少い．コソタクトには銀タン

グステン合金が蠣付してあり，この合金は導電率をよく

すると共に遮断後多少コンタクトhgfEんでもコンタクト

押えの圧力でコンタクト表面が多少つぶれて接触抵抗が

低くなるように若干硬度が下げてある．上部コンタク

ト，中間可動コンタクトおよび下部可動コンタクトは充

分な機械的強度と，良好な導電率を得るため時効硬化性

の銅クローム合金を使用している．またファイバ板は充

分ガス圧に耐えるため4隅をフェノールレジンの合板で

造った棒で上部耐爆室金具に締付けてある．内部に発生

するガス圧がある程度以上になると上部コンタクト横の

安全弁が開放されて消弧室の破壊を防ぎ，上部コンタク

ト上tcあるチェックバルブは遮断完了後速かに新しい油

が入れるようになっている．この消弧は1次電弧の発生

ガス圧により油を2次電弧に吹付けて消弧するので純然

たる自力型であるが，低電流遮断の場合は印加電圧が

34．5kV以下で比較的低いので，補助的な油吹付用他力

ピストンを使用しなくとも充分遮断が可能であるように

工夫されている．4図は消弧室の外形写真である．
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4．構　　造

　5図Aは中間機構室から上の消弧室を収容した上部

碍管，膨脹室ならびに頭部カバーの断面構造を示すもの

で碍管はフランジを取付けることなく，消弧の際の圧力

が直接碍管に当ることを防ぐ保護絶縁筒で，中間機構と

膨脹室を連結して油洩れを防ぐ耐油性ゴムパッキングを

入れてはさんでいる．頭部カバーは点検時にはゴムパッ

キングを入れてあるフランジのボルトを外せば取外すこ

となくヒンジで開いて作業ができるようになっていて，

遮断時膨脹室のガス圧が一定以上に増した時放出する排

気弁を備えている・膨脹室には地上からよく見える油面

計があり，消弧室取付用ボノしトを外すことにより簡単に

消弧室全体をつりヒげることができ，点検が容易である．

丁部可勒

　断

上部碍管断面図

　4図　消弧室
Fig・4・Deion　grids

　　　chamber．

　　5図A　20－M－100型碍子型遮断器構造説明図

　　Fig．5．　A．　Construction　of　type　20－M－100

　　　　　10w・oil・content　circuit　breaker．

23kV　1・OOO　MVA　M型碍子型遮断器・新井・五卜嵐・平田

中間機構は断路部を操作棒とは反対方向に動作転換せし

める機構部がある．5図Bは中間機構室以下の変流器

室を示すものでフェノールレジン合成樹脂合板製の操作

棒は変流器をよけて片隅に太いフェノールレジン合成樹

脂管の中を通り，上部碍管内に遮断時にできるよごれた

油が変流室に入らないように隔離されている．下部碍管

は上部碍管同様フランジはなく，操イ乍棒と同様な絶縁棒

でゴムパッキングを介して端子室と下部機構室の間には

さまれている．通常内蔵変流器は2重比で端子室外部で

接続変更することにより比を簡単に変更し得る．下部機

構は水平操作棒の動きを操作捧を上ド方向動きに転換す

るもので，碍管内の油が洩出しないように回転軸その他

に耐汕性ゴムパッキングを入れて防いでいる．従来碍子

型遮断器は各相別々にコンクリート台に据付けていた

が，本遮断器は共通鉄枠を付けて3相一括して運搬据付

できるようにして調整その他を簡単便利にした．

5．操作機構

　ア．圧縮空気操作

　6図は本遮断器に使用された新型縦型圧縮空気操作機

構を収容した操作機構室の外観で，機構が小さくなった

ので気槽も共通の箱内に入れることができた．したがっ

て配管の全長も短くなり，無用の管路圧力降下を減じて

圧縮空気エネルギを完全に用いることができると共に，

　　　　　　　　　下部碍管断面図
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5図B20－M－100型碍子型遮断器構造説明図

Fig．5．　B，　Construction　of　type　2（FM－100

　　　10w－oi1・content　circuit　breaker、
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箱内の乾燥電熱器にLって品められるので弁の凍結等の

問題を防ぐことができ，寒冷地で使用する場合も特別の

考慮を必安とLな1なt）た．7図はこの新型縦型操作機

構の構造動作説日lj図でA図は投入完」’位置、　B図は開路

時で，C図はピストンが圧縮空気でド部へ才1｝ぼられてい

ても関係なしに引外し白山であることを示す．

　操作ピストンへL部シuンlx”’・ットから空気が人れ二・

れるとド方への力か働きこの］Jがク1以ヘットに伝え6

れる．このク11ス’xッドにはノレームのガイト内を動く

U一ラを備えた≡ンBがある．　このガイト内を動く今

1つのr1一ラのついたピンAはllッドーf一ンドからベル

クランクを経て遮断器操作’S〈　’i’i　1rットにつながってい

る．この2つのビンAとBとの川には投ペリンクとカ

ムリンクとがあり，この2つのリン〃はピンCによって

連ねられている．このヒノ　Cを左万に押して遮断21÷を

鎖錠するために中聞リンクがあり，ピンCとDとを結

ぶ．ヒンDは引外白川レバーa）1：ンご二のし一一の先端

にはv一ラを備えたヒンがあり，こkがトilガに芝えら

．ゴ

◎

t、苔

＼’ ㌦」，

　　　　　　6図　　圧縮空気操W・機枯二仁

Fig．6㎡Pneum・t｛・・pe・Eltlng　m・・lmnism　ch・mb…

れている．　iなわちこの状態で遮断器はソr1タtxットぴ）

ノッチ部分とこのトリガによ一、て保持されるが，弓1外コ

イ・しが働きトリガにノJが加わると，トリガは反時計式に

同転してt・・一’・から憎1，，り1外自川しパーはフ・し一vrッド

に加わる力をうけて反時計式に回転し，この結果ピンC

は自川とな一．・て遮断か行わカる．この状態は7図Cに示

す．このとミ．リムilンクはビンAを中心として回転し，

はりli　iiLたキ・Jカで．’・・イ・保持カムを押して，ク「1スペ

ッドのノッ．i’Lご所をケVずすからピストンは1二部のスソ

リ：グに押さノ‘・：IS・一）f’る．全開位置に；圭すると5図B

の如（引外自山レパー－iitt，との位慣に戻りトリガの1：に

［！一ソがの’、て再び投人てきるようになる．1、し投人直

後ぷ筒内圧力のll：」いyきでも遮断はつねに確実に行なわ

れる．

　この操作｛幾川∴長へjJを加減する2つの装置をつけて

いる．1つは制珂弁につけられた絞りLストンで，機構

の位置に応LてIE旅i㍗気の入口を聞閉して投人力をIJI］減

する．8図はこの制御弁の動作，説明図で，電磁弁を附勢す

れは圧縮’吉気か；1川御弁”ストンを押し1ぐげて操作機構主

ヒストンに圧稲空’え（を送るかその通路は2つあり，／っ

はねじ．こ流へ日のi〈きさを加減できt他の1つは操作機

構の主ピーく1・ン・りll《置と直接関係のある7図Aのピン

Bて投ぺ臼：程か膓《パ：・置まで迩んだ時に閉くLぼり弁が

あり，いたすらに投人速度を口iめて衝撃で消弧室その他

を傷：らないtlうにLてし・る．電磁弁か消勢さメLれは制御

弁はとじ．　じヒ川・ンのTiVI！，を構成するン§仔圧縮空ぷは

排気弁を通、てすみやか｛こ排k（さゴLる．この排気巾ぱま

た遮1新時にはヒストンヒ昇にkる’iリノタ〕ノ寸空気を排出

しピストンの復帰を容易にLて速かに投ぺ姿勢を形成す

るようにたっている，

　今1つはヒストンのド部につけらオした空気ダ’ッシュホ

ットて投人完ゴ時のショッケを吸収するので，据付時誤

動作でヒスト．を空打ちさしても壊れることはない．

　引外機構の汀要1；「；のトリガはlr一ソと平面でかかるの
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で引外しは非常に軽く，振動によってト1）ガの．Lからロ

ー ラが滑り落ちぬようにキャッf・をつけていて，引外し

の際にはまずキャップ．を外ずしそれからトリガを叩く．

引外電磁石は軽II［小型の塊状鈍鉄心を用い，主空隙の漏

洩磁束を減少させ能率よくし，過流損による磁束の立L

りの遅れをおぎな”！た、手動授入にはピストンUッF’ド

方のねじにジャッキをぺれて投入するが，これはもちノ，

ん調整用としての日的にのみ利lilする、

　1，電磁操作

　発変竜所には相’1汰容妓の氾池があるので，これを利

lijして宙磁白で投ぺできるようにもできる．9図は電磁

操作の機構室の写貞でちる．ただし本遮断器は高性能を

発揮させるためかなり強力な発条が使ってあるのでは人

には直流100Vで150Aを要する．

　10図A，B、　Cは電磁石k作機構の動作説明図で機械

　　9図　2｛｝M－］朋型日子型L暖斥器電磁耐イ、n≡機構ゴl

Fig．9，　Typc　lL’O　M－j（）0　lo“，一・il－c・ntent　circuit　breaker

　　　eleetrりma　km　c一いe‘｝peration　rnechallism　chaTnber．

兀
「］

IT一ラとトljガとはふたたび噛み合う．

ンドの位置は変化しない．閉路時は技入線輪を附勢する

とノランジャーが下降し、2つのしバーは一一体となって

時計式に同転し保持ソッチによって閉路fノ置に保つ．

　したがってこの機構では閉路ストU一クのどのような

位直でも引外しコイ・しが働けば完≦こに遮断でき，また投

人線輪が働いているト5jはしパーが信なり合わないから再

投人するようなことはない、この機構はトリガを千動で

引外すこともできる．

　圧縮空気操作ては投人時間は11CSであ7pが電磁操作

の場合は29　Cfsとなる．しかし一sンメクトのできる寸前

の速度はほとんど差がない．こttは近磁操作の場合は最

初の力の立ち上りが電磁石の空隙およし1こ線1愉インダクタ

ンスで遅れるからである．

的引外し自由である．すなわち［1ッドユこンドに遮

断器操1乍棒が連っており，引外し線輪が働くとト

リガと引外し自山しバーにある【・一・との噛み

合いが外れ遮断器の加速已ねに引かれて，引外し

自由しバーは時計りil’1］に川転して幽］ヲiが行われる．

（B図）この位置で引外し白川し・・一は保持ラッチ

を押しこれとピンとの係り含いを外す．すると復

帰ばねの力により⊥しバー一は反時罰’式に回転して

C図の位置にいたり引外し自川レ・ぐ一も［［　i．i転して

　　　　　　　　　　　　　　　この時ロツドエ

6．試験成績

　1く遮断器で23kV　1，000MVAの￥）のとして行われた

芥栢試験の成績を示せはド記の如くである．

ア，開閉試験

閉路操n三試験
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　開路操1乍試験

直流電圧，vぷ諸働A一月剛1・・：・，．・儲慧速度

　　　　60　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘　　　　　3．9　　　　　　　　　　　：〕メ｝

1　　　　　　　　　　－
‘　　　　　10〔．）　　　　　　　　　　　　13，2　　　　　　　　　　　　3．7

‘　　　　　125　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3・5

な才．500回の連続開【対試劇こは何等機構nor・こ異常を認

めなかった．

　イ，絶縁試験

　ド記の絶縁試験を行い何等異常はなかつた．

　　一　＿・・C・・分間・燥1街撃電圧’iS°慶‘

　導電部分と大地川　；　　　　70kV　　　　　　　I6；1　kV　　　‘

　1司　相　極　川　　S・▲kV（1L’O　V，，｝　　　　165　kV
　　　　　

　Nl　　　　川1　　　　　　‘1gskv山，°li’）．

　注水1耐圧試験

　　　導電部分とk地問A，C．60　kV／0秒iiiij

　遮断試験直後

　　　同相極間A．C．34．5　kV　t，　1．5　E）／01♪ili‘1］

　ウL温度上昇試験
　600A通電して最終川度｝才ll・｛よ気中にて測定［た結果

は2表の如くで最高25．5．（）であるから，川中にて実際

使用される場合はさらにこれ以ドとなるから」EC．57の

限界には充分の余裕がある．

　エa短絡電流遮断試験

　当所50，000kVA短絡発電機を川いて遮断試験Lた康

績は3表に示す4Uくで11図は遮断電流と電弧1i　！i：川をノ

Vットしたものである．すなわち電弧時間は［1〔氾流から

大電流に到るまでほとんど1．5c／’S前後である・とくに

定格遮断電流25，000A前後においては1c／s以ドであっ

て高速度遮断器並の成績である．印加電圧は約9，000A

　　　　　　　　　　　　　　　3表

　　動作責務
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2表　温度上昇試験記録

　　iLli；　　　　　分

ヒ部導・吊：

＝！　ン　　7　ク　　ト　，ノ　ノ〉・一

耐爆室金只

ヒ部コン’1ノ’ト

」蓑

中間可動・・ン・’7－i1・

下部IJ動コンtx　f・　1・

コンタ7卜台
下1〔；｛；導帯

温度上与1・（DC）

　　15．5

　　10．O

　　lL5
　　　25．5

　　　22．5

　　12．5

　　19．5

　　19．5

　　15．5

迄は23・Vのj”　i3倍の…Vで・そ杣［・26脚A

迄は23kVの対地電圧相当の13．2　kVで遮断試験をL

た．過度川復電圧の固オコ振動周波数も設備の摸」係で10

Kc前後にな一．，コているので，対地電圧にドげて試験して

x！）現場では線路のインヒータ’ンスその他で固有周波数il，

低く，また制動作川もあるのでほとんど等価に考えてよ

い．

　12図は遮断試験後の消弧室『9ンタクトおよびソァf

パ板の点検写真で消弧弓こ一ノァイ．バ阪は炭化した油が多少

」ξ面に附眉し『．：いるがほとんどやせておらず，コンタク

トの損耗もkだ試験続行して差支えない程度である．

13図はこれら追断試験の代表的オシL’rでA図は20kV

9，220AでO、　B図は132　kVで23，500AをCO責務
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12図　遮断試験後のコジx　’・トJt－sよびフ．f’fバ
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　オ，充電電流遮断試験

　4表は・￥ヤ・・ンテー1ハンクtr　j　Bいて23　kVの対地電

川相当の13．3kVで充電違流の遮断試駒ミを行った成績で

30A，　GOAおよび／0⑪Aの各場合とも再点弧なしであ

る．14図はこれら充電電流遮断試験の代・表的オシuでA

図は13．3kVで10A，　B図は30Aの場合である．

　カ，特　長

　・｛〈遮断器の・ヒなろ］寺長を列予すれば
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　B　13．2kV　23、5UO　A　CO

　　　　　　　　　｜3図　短絡電流遮断試va　」‘．ンtl

　　　Fig．13．　Oscillugram　of　short　circuit　current　illterl一し11）tsen
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（．1’）遮断容沽が．尺きい．従来当所で製作しL

　きたV型碍子型遮1判1器は遮断容娃23kV

　ては500MVAで半分しかない．

（2）電弧時間が低電流から大電流に5iる迄　・

　様に短いので竜弧エネノしギも少く，riンタ

　’sトその他の損耗も少い．

C．3）　ド部碍管に変｝‘［器を内蔵すろ事ができる．

（4）川弧室の点検が容易である．

C．5）共通枠のヒに3柑取付けてあるので運搬

　据付がr二1ほに’容易にできる．

“D縦型の新｝lil］圧縮空気操臼三機構を用い，小

　型動作確実とし．同一・函内に気槽を収容し

　て配管による損失および寒冷地におけるパ

　ノし．ノの凍結等を内蔵甘E熱器で防ぐことがで

　きる．

7，む　す　び

“’ri－＿“tsama”ptpmwwぷ丞’
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13．3kV　30　A

　　　　　　14図　充電電流遮断試験4．〆Lt
Fig．14．　Oscillogτam　of　charging　current　interrup1｝011．

　4表　2nM－’ユ00型碍子型遮断器充電τ｛了流遮断試験成＄81t

再点弧数　　給与　遮断　　遮断時・川（c、S）　　処；1ゴ氾ば

　　　一　　　電圧　電流1　．
聞睡　　電弧
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　以上に述べた如く23kVで1，⑪00MVAという

碍」㌘型遮1断器としては比較的低圧，大遮1祈容量

のものの開発に成功した．なお］ミ遮断器は34．5

kVでLsU｛〕MVA，⊥L5　kVて500　MVAに使

用できるもので，従来鉄栖型油入遮断？lllの使用

さ力ていた分野に代ってi・tl’IFjされ、ることと信ず

る．しか！，遮断性能は上述の如く優秀で，鉄槽

型汕人遮断器と⊥’ヒ較すれは竃弧時同が短く電弧

エネノL　・1・も少いので・tンタクトの損耗もはるか

に少い．また1次電弧の発生するガス圧で2

次電弧に油を吹きつける自力消弧方式を採用L

たが小電流に．主？いても竃弧時間が長くならない

ように［lkした．連続閉閉試験の結果は本遮断

器の機械系統の信頼性を証明してむり，遮断試

験は当所の5U，OOO　kVA短絡発電機で実際に近

い状態で全遮断容㍑まで試験できたので定格遮

断に対して充分安全であることを保証できる．

また充電電流遮断，試験の成績から現場において

は再点り瓜零を期待L得る．

　本遮断器閉発に当り協力を賜った当所工作部

の各位とくに，第1L作木村副，i果長ならびに中

村検在訳長おLび棚1試験係長に謝意を表する．
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Elevators　of　High　E伍ciency

Head　O缶ce Takeo　KIMURA

Nagoya　Works　Akira　MIYAGI・Akira　TAKAMURA・Hirotaka　ONO

Takeshi　MICHIHASHI

．A

　　The　prime　requisit　that　enables　elevators　to　be　called　truely　e伍cient　is　high

transportation　power，　which　predominates　over　many　other　qualifications　deemed　to　be　vital

to　modern　facilities．　To　attain　this　aim　thorough　studies　on　floor　to　floor　time　must

be　made　rather　than　nominal　investigations　of　operating　speed．　Based　on　this

conception　various　experiments　have　been　conducted　at　our　testing　tower，　especially

on　the　relation　between　comportable　riding　and　runlling　time　to　find　a　new　ideal　speed

curve，　and　as　a　result　elevators　meeting　the　very　requirement　have　been　completed

by　us，　being　worthy　of　repartillg　hereln・

一

1，ま　え　が　き

高層建築物の縦の交通を封）・つ高性能エレベ・一タは総

合輸送能率が高く，乗客の待時間が短く．乗・心地が良く・

安フご静粛で，意匠が近代的で建物と良く調和し．かつ信

頼度高く保守が容易担、のでなければならず，そのRal

は建物の価値にkきな影響を与えるものである．

　三菱電機では長年の経験とたゆみなき研究に基き，先

に新丸ビ・し1印噛期肝ト，人阪第」ヒ命ビ・し3＋治の歯

車なしエレベータを納め，わが国の代表的工し・パータと

して好評を得たが，最近には専売公社ビ・し3台，丸栄百

貨店6台等を納め，さらに引続き多数の高性能エレベー

タを製作中で，この間に種々の研究・i凋査・改良を行っ

たので，次に輸送能率と乗心地を中心としてその概要に

ついて述べたいと思う．

2，輸送能力と床から床までの時間

　エレベータの輸送能力を表わすには般にその・rレベ

ー タ群が5分間に輸送し得る乗客数で示す．

　1台のエレベータの5分間輸送力は

Z）（］2m　＊機械技術XISS2・＊＊技術部　＊＊＊．1：｛’1≡部

　　　　　　6⑪x5×（1周毎の乗客数）

　　　　　　　’ド均1周時間sec

で示されるから，輸送能力をIlげるためには，まず1周

時間をできるだけ短縮しなければならぬ．

　一般に公称速度すなわち最高速度の高いエレベータ程

表定速度が高く、1周時間が短くなると簡単に考え易い

が，実状は必ずしもそうなっていない．

　いま容泣1，000　kg，川入「コ有効幅1，000　mm程度の

エレベータについて，ある階で戸が閉り始めてから次の

停止階で戸が尺部フ♪開きカゴが完全に停止して乗客が乗

降できるようになる迄の時間（床から床までの時ifSj）を

調査して見ると，1・dじ公称速度でも1表のABC程度の

差がある．

　1停止毎の平均損失時lllj　tr．は，目的の階問を全速で

通過した場合に比べ実際の運転のように起動，全速，停

1Lの順序の運転過程を取った場合に余分に掛る時間で乗

客の出人時間は含まぬ、

　したがって

　　　S＝1周運転距離m
　　　〃；1周運転停1ヒ階数

三菱電機・V《）L28　No・2・】954
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A

A

A

A

1表　公称速度と床から床まての時川　容昔1．（削｝kg

　　　　　　床から床までの時間sec
公称速度　‘

1］1　mu　n

　　　　A
l5（）　　lB

　　　　C

120

90

A
B

C

A
B

c

A二　最t，短い例

B：　　やや短い例

C：　やや長い例

周

同

∫ef

15e

lae

　　　ド皆「IH　3．5111　　　　　　　　　　－一一P’＄11：’f珪　ci）－1｛ク」匂

　　　　　　　　　　　　損失時間’L
各　階　1階飛12階飛

6．5

8．4

10．4

6．5

8．4

10．4

6．5

8．4

10．4

7．8　　　9。2

9、7　　　　11．3

11．7　　　　13．3

8．↓）

9．7

1L7

9　．8

11．5

】3．5

8．8　　　11．1

10，7　　　　13．0

12．7　　　　15．0

5

7

9

4．5

6．5

8．5

4．1

6．1

8．1

W社の標準値をとった．当祐；大阪第一叱

命に納めたものは大体この．値になっている

扉は中リミ開きて着日ミ時間中程度のもの，±

たは扉が片開きで着床時間の短いもの

扉は片開きで着床i日｝問やや長いもの

詩讐 日

　　1図　1周時川
Fig．］．　R・und－tr｛P　tiTlle．

各運

階転
‘亭ri

止i±へ

　　　∫一乗客川入時間（乗客1人当り出ぺ㌔Dsec

　　　ノ・＝1周運転毎の乗客数

　　γ＝公称速度　m／sec

　　　　T二　1　J［il］［1寺lill　　sec

とすると

T－　i＋　・1t・，．1・・’t
（1）

1表に示した各種のエレベータを脚ぴ《10階の建物

で種・；の運転加去で使川した場合

高杜能⊥しべ一1・i（ついて・木村・宮城・高村魯ノく堅∫・道橋

’￥

f

句

も　ξβ

．デθ

i：ij

t．／／

　　二．／trLニー　s　1；rtt　t．川川46川ラ嘗，E

ll當；　　　霞
　　　　2図　5分間輸送力
Fig．2．　Carrying　capacity　in　5　millutes．

　　　定員　13人

　　　ノ’　　各階停1ヒの場合18人，その他の場合13人

　　　t　　乗客1人に付き川人r闇’2sec

　　　階間距離　3．5m

と仮定して句式より1周時卜111および5分間輸送力を計

算すると，1図，2図の如くなる．

　この図より次のことが明かになる．

　（．　1　’｝各階停止または／階飛び運転の場r†には，輸送能

JJはほとんど床から床までの時間で決り公称速度による

差はほとんどない．その極端な例として各階停止の場合

には90Aのエレベー’／は1．50Cのエしべ一タの142％

の輸送力を持つ．これを判り易くいうと9．　0　m／minのエ

しべ一タ2台で］50m／minのエしべ一「i　3台に近い輸

送力が得られ，設備費はほとんど半分ですみ，さらに据

付向横の減少による建物の有効面積の増加等を考えると

経済効率がはなはだしく異ることになる．

　したがって頻繁に停止するエレベータでは公称速度を

むやみic高くせず，床から床までの時間を極力短縮する

ことがはなはだ屯要である．

　（2）　1周運転中の停止杏文が減る程公称速度の影響が

人き．ミなるが，それにもかかわらず9、10階lj：急行運

転においてさえ90Aのエレベータは150　Cのエレベー

X’とほとんど同じ輸送力を持つ．この例によっても床か

ら床までの時間の短縮が大切なことが判る．

　｛3）］．50　m，’minは急行に使用して始めて効果が表わ

れるのであって，　・般川には120　m　’minで充分であt），

いずれにして8）床から床までの時間の短いものを選ぶこ

とが重要である．

3．床から床まぞの時間

床から床までの時間を分析すると3図の如くなる．

（IZI｝21



ピー－i　sニー　三　　斗吐

　　　　3図　床〃・ら床ま∵）時1肺つ分析’

Fig．　ll，　Anal｝i（，f　rUm｝illg　time．　（1’IOt｝r　｛（レfloor）

　Aは戸が閉り始めてから戸が閉り切一、て外から同けら

れない状態となり．これを確認するドアー接触が閉じる

までの時間である．

　Bは，ドアー接触が閉じてからエしべ一’sが日的与向

に動き始めるまでの時間で始動時同と呼ぶことに『1一る．

Rは，エレー一タが印炉∫向に動き始めてからr欠の階

に完全に停止する迄の時間で走行時II三壮呼ぶことにする．

走行時川は己床が川想的減速1目1線に治って行わ加た場合

の加速，．’定速，減1到寺問の刊ICと床を合才・一‘i．るた’）

に延長する箭床時間一Dにフ♪けられる．

　Eは，エレンミータカミ1ヒってカ、らドア…ヵミ∫辻後び）75nlm

キ残しほぼ全開し釆三力どん！ん川人十るkうになる主

での時間である．

　床から床までの時川Fはこれらの和であるからこれを

短縮するには，以ヒの各部分につき無駄を省き11．「甲的に

1時間を短縮しなければならぬ・

　1表に示した15｛〕Aの例では各階停1【この場合

　　ノ1＝1．1sec　刀＝：0．75　sec　C＝3．9　sec　L｝，一（）．5　sec

　　E＝・0．2sec

である．

4，戸の開閉について

　戸の開閉時間は1〕｛から床までの時川の．1〈きな部

分を占めるからこの時間をできるだけ短縮しなけ

ればならない．戸を閉める速度はく、ちうん乗客に

危険感を与えない範川でなければならないが閉め

ろ途中に急速Pj滑に反ll江して開き得ること、　なら

びに運転丁：の不注：意で万一釆客を挾んだ場［にメ、

取客に危害を与えないようにできてか力は思った

より速い戸が何勺．の危険なしに実川できることが

而誘忍された．

　高速度開閉に1よ片開きに比べ川尺1嗣こが種せの

点ではなはだしく打刊で、多少出人111隔が狭くた

る］刀合で］．かえって輸，玉戊」を川大できるから高性

能エレベーヌに｛一吟げlj的にd唆開きをi”jす・L－

である．

　4図，5図は当汁が最近開発して人阪第”i．，，il．

専売公社ビ・し，その他に納人したAA型戸閉装

置の動作を示すオシUで，川尺開き，i川入ll幅

22〔IZL，）

LOOO　mmの場合，閉1．25　sec，開1。13　secである．

　行程の中間｝こ」？ける最同速度をむやみと高くすると，

戸の運動エネ・Lギが過メ（となって反転が困難となり，万

東客を挾んだ場合にも危険であるからこの最高．速度は

安全な範囲内に収めり｛｜速および減速を急速円滑に行って

弓こ速｝1；1問を延し開「U時間を短縮している．

　速1乏制山は糊・］｛llの速度比の変化と直流電動機の多段制

御σ）組合せに，kっているから加速減速がはなはだ「q滑で

rlやカ．1が動揺することがなく，とくに閉り切る手前の

！㍑♪て時問がかかったり，逆に停り切らないで大きな音

がする仁うな二とがない．

　閉’㌧る途中∵たり遅れた莱客のために反転して開くこ

とが多く，また人を挾みかけた場合には急速に反転でき

ろことが必要てちる．

　AA咽戸閉装置ではとくにこの点を考慮して運動系の

慣性ノ∫を極力減少すると共に反転の際機構弓一1で衝突ある

いは，’㌧テfングが起ることを避けるため全運動系を

　WとLて駆動電動機を発冠制動し次の瞬li］1］さらに逆方

向の起動ノッチを眉‘Lたヒで開くようにしたので，すご

．．、る急’主川滑に反担1し，戸の衝撃音8，ほとんどなくする

ことができた、

　電動機の同転数をとくに低く選んだため電動機の慣性

はpfに此べて川題なく小さくなると共に停竃の場合その

ま生で軽く戸を聞くことができるようになつた．閉める

途中で反転して開い易合には全開せずに1また途川から閉

めることが多い．この場合に戸が半分以⊥開いた位置か

ら閉かね川題｛よないが，わずかに開いた位置から閉める

kうな二とが起る．元tcJ　｛閉の後半では看動機1ま制動機

として動作しているから行程の終り附1丘で一・旦停められ

ると急速には閉らない傾向がある．これでは高速ドアー

と1、・・いにくいのでAA型では位置スイッチと時限装ぱ

．．1．．．．　　　．．‘r．．．．1．．．、．‘1．．．．・．．1・・．．，・．、！一．・，．．1・．・．一［．．・．，．1・．・．”li・・一・・‘・．
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　　　　　　4図　AA型戸閉装1”亡オシ・v閉
F　igr．4．　Type　AA　door　machine　cc　Opeゴ’tested；　Nag‘）ya
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　　　　　　5図　AA型戸閉装世オシ・r・閉
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　　　　　　W・・rks　center　Olハer血．9　Lnf［n　mn1．
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とによって，　この場合にも敏活に1膓ljじらオ1るようにした

（特許出願中）．

　戸閉時川Aは戸力；閉り始めてからトアー接触が閉る

まて・の時間で，戸が閉りWJ－．1てか6⊃錠がかかつて外から

開けられない状態になりドアー接触か閉じるまでの時間

もできるだけ短くしなけれはなら1」．

　なお戸締りにしバー機W！lの死点を利川するだけで錠を

使用しないノ∫式は長年の川安了法状態が保てるか不安に

思われるので当社では安全確実な錠スイ・・チ方式を採用

している．

　次にエレベータの浩床運転中に戸を開き始めることは

能率的にも感’覚的にメ、優れているが，ユレベータの着床

運動とうまく同期させることが頂要である．

　安全の見地から種ピだ験してみると戸が約700　mm開

くまでにカゴが着床すれば満L」の場ζ†でメ、危険はない．

　なオ♪戸が最後の75　mm程度まで開けぱ乗客はどんと

ん川入するようになるから，これまての時問を極力短縮

すれば良い．

　首床の低速期間の長いエレベータでは，乗客が床に近

づいたと体に感ずるころ戸を開き始めると人が出人でき

る状態になったときにまだ床がrけっず危険であり，　ヅ∫

おそく開き始めるようにすれは乗客はしばらく待たされ

たような感じを受ける．また戸の速度そのものを低くす

れば，．エレベータが停ってから乗客が出入するようにな

るまでの時聞が長くなって非能・辛的である．Lたがって

安全快適で，能率的な戸閉きを実現するにはまずエし’t

一
クの）1‘二i床時間を短かくかつ安定にしなければなら｝’」．

　エレベータが床に近づいて滅速度が小さくなって釆客

が床に近づいたと体に感ずるi瞬聞に戸を開き始Mノ，最初

の人が足を踏み、目1すll’〔1）ljに市1末を完J”するようにつ．ると

感覚的にも非常｛こ快適で，乗客も高速ll情劃「の動きに

つられて早く川人するようになる．

　当社では川人日11hl　lL，000　mm中央開きの戸でヒ記のよ

うts調整をした結果，エレベータが停止Lてから1iかほ

ぼ‘≧開するまでの時聞（3図E）を約（，．2secにするこ

とができた．

5，乗心地と走行時間

　乗心地と走行時間とは相反関係にあり，乗心地を良（

すると走行時間が七くなり、走行時問を短かくすると乗

心地が悪くなる．したがって釆心地よくしかも走行時川

τiき琴　　　　　　　　　　　　　　　＿　、1　　　　　　　　　　　　　　琴　　　　　　　．

ク　　　　　η「1・三

　　／

／　　　　　［　　　　　　‘

一一

　　　　　　　A　　　　　’

」

l　　　　　I

　　6図　従＊三の理想川線
Fig．6．　Formerly　i〔kJal　curve．

高性能エレベータについて・木村・富城・高村・大野・迫橋

　　　7図　増1隔曜加速1戊ξ計

Fig．7．　Arnplifyingこ・じceler・meter．

の短かい運転をすろには，1川減速時全般にわたって乗心

地のとくに良い所，悪い所がなく　・様な良い乗心地を保

つよう　こせ一才ユ1ま1 ならIU．

　乗心地は人間の感覚と心理を対象とするために，個人

勘曙Lく同沢でもそ別Sの健康状態，心理状態，姿

勢等で非常に変化する．また1司じ不快惑でも浮上感・沈

ド感・lli’：圧感・浮游岱・不川滑感等感覚的にゼll質の違う

“のを　・括してイく快感と呼ぶために，　一層この傾向は助

長される．した、」・って乗心地の定量的な評価ははなはだ

面倒な問題であり，従来1川速度計による記録と各人の感

じを統計的にユ’ヒぽするノ∫法が取られている．

　その結果，推奨されている理想的運転｜‖i線は6図の如

くである．

　華者ηはこの川想的運1｛レミ川線について検討を加えるた

めに，数種のエしべ一タにつき加速度ld“」？よび一6．シUグ

フムと釆心地の関係を比較した．まず1川速度計｝．一よる測

定粘！畏の忠実性について1吟叫こする．

　　・般に使川さ力る重りと発条の組1↑せによる直接｝甲1の

りll速度計では振幅感度が自rh振動数に逆比例するため、

自川振動放は余り高く取り得ず，7cべ以ヒiこすることは

難しい、したが’、てこれに0．7程度の制振を∫∫えた場

合．その忠実性が・応川題になる訳であるが鉄道研究所

のこ協JJtcより，7図に示すような抵抗線歪計と直話E増

幅器の糸｛恰せによる，［：ll順動K20c．s，｛l」1賑0・7の加

速度計と比較する1幾会を得た．その結果直接型で‖」［1振器

付のものは細かい1戊ll速度の変化は表われない7」X乗心地

の余り恕くない範囲ではほぼ充分な性能を有し，　一方制

振器なしでは細かい加迷度の変化が顕著に判るから乗心

地研究川としては制振器付と｛lllJ振器なしの両者を適当に

使い分けると使利てあることが確認てきた．

　［〔i：接型加速度川’により6図の運転曲線が画かY，Lるよう

にエレベータを洞整し老幼婦女J’・を含む広吊芭囲の人につ

いて乗心地を検討した結果について述べる．

　各イく快感は7図においてト’記の運転過程に才♪いて感ぜ

らかる．

ざ　 　⌒　　⌒、　⌒．
　　沈ド感または浮ヒ感　ab，　bc，　de，　ey’，

　　1巨：圧感または浮游感　b点またはC点の継続

　　不llj滑感　述転遣卦［『全般にわた’・て細かい加1速度

1123♪23

、ノ
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一

　　　　8図　等乗心地川線川

F｝9．8．　Returdatio【l　curves　giving　e（lual

　　　　　　uncomfortable　l・ides．

線によるtt部分と全＼これに対称なt，部分と，　・定加

速度のち部分で加速i♪よびi威速部を構IJ支する．このIH1

線の運転特性は次の如く簡苗な式に整理さd，Lる．

　　O　t　ti　においては

　　　加速度　（Y　一・rl’II、・，，　sin　ct　ただしC．一π2ち

　　　加加速度　力・P＿COS・ct

　　　最ノ＼加加速度　♪，tL．i、－r（，U，，．　1．K　C

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2　　　’ド均加加速度　♪11、。‘。＝（1’lll、．ち　ρ1。。、×
・

　　　　 π

　　　速度　γ『＝Vit（］一一COS　ct）ただしVi）＝rYv±、ぺc

　　　経過距離sv，（t－．1、i。，ハ

　　　　　　　　　　　　　c

の凹凸のある場合

　このうち最も強く不快感を訴えるのは沈ド感，浮上感

である．しかも加速過程よりは滅速過Kを嫌い，減速叩

では加速度の漸減するe，fの過程より漸増するdeの過

程を嫌い，ζ1ρ中では加速度の絶対値の高いβ点の附近を

嫌う傾向がある．すなわち従来乗心地は加；虫度OJ［1速度

の変化率）で決るといわれていた考えりは，加速度の絶

対1直を杉慮に人れ加速度が高くなる程加加速度をiit“i’少さ

せねばならぬと訂rllされる必1要がある．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　この考えノ∫を裏づけるために調整しやすいdeの問に

ついて種々調整状態を変え，　一様な乗心地を∫∫える加速

度山線を求め，8図に示す曲線群を得た．ただし各人の

等乗心地川線はde問ではほぼ1司じ形を取るが、　e点附

近およびe点丈り先はこれに比べ個人差がli’LだLく，図

示のようにde問では人体1本にlli：なり，ρ点より先が

開いた範囲を持つllll線群de，　de”，　de”　となる．またC

点より先では一般に’定加速度の線より外側になるよう

であるから．理想運転川線を得るための等襲心地川線と

しては図示の点線の如く選び1卜弦山線とufl：線部で非常に

よく近’似できる，

　筆者等は以Eの実験から正弦曲線を基礎とした9図に

示すような理想的運転曲線を提唱すろ．すなわちIll弦曲

　したがって一定速度レ・・まで速度1昇するに要する距

離をStとすると

　　　　　s，－v・い膓）ただ・ち一ち・す

　ふたたび9図に戻って3本の等1荘心地曲線について説

川する．（leは全部の人が非常によい乗心地と認め百貨

店川とLて推奨される．derは多少速度感があり事務膨「

iuに好適である．（i（7’sはわが国σ）現状では速度感があり

24〔1z4）
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IJ

　　　　　　　9図　改正せる川想曲線
　　　　　　Fig．9．　Innproved　ideal　cし1rve．

過ぎるようてある．したがってこの実験結果を戊1㌧礎とし

て百貨店川，事務所1｛］の則想運転曲線を整理すると2表

に示す如くなる．

　一ノJ’円滑感については実験の結果0．05秒程度の短時

間内の加速度の急変は不川滑な感じを与えるのみで生理

的不挟感を招くに至らない．もちろん余りに極端な変化

すなわち4m，　sec・撒程度のjJLI加速度に達すると・1ヨッケ

感にまで近付くから直接型（副振器なし）で測定して

21恥ec似ドに押えれば申分ない．このため幽㌧1に当一ノ

てはノッイ数を増1川して’ド均的に見た運転軌跡を理想川

線に近づけると同時に，ノッチア・ゾゾの際の短時問のJJ［］

速度変fヒを極力少（して乗心地よく円滑な迎転ができる

ように努りせねばならぬ．

　次に150　mi’minのJJ．しべt－7を百貨店用として調整

した結果の運転才シt’tゲラムと加速度計（直接』i‖，制振

0．7）の記録を10図に示す．

　この図は負荷変動の影饗がはっきり判るように全負荷

ヒ昇とド降を選んだから，各階運転，1階飛運転，2階飛

以上の迎転に当り90m，120m．150mの待理想運転曲

線が1上働的に選択封Lる状況ならびに負声∫の変化にか

　　　　　　　　　2表　理想運転表

　れ・Ll・．川（Tl）rsec：《）

　　ノ，川・i、　（　　ソ　）

　・互・m・1、（msec2）

ts　　tsec　

1

　　il‘　　lmmill）

‘1パF（mmin）i

　　　　　－－1－
　　　　　　tl　sec

t“　tl

　　9u 総　　「1

　　　　　　　Sr　11’1111
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】20

150

1t3　et
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111　1n
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A　　加速度曲線
A1　．理想的加速度

　　　曲線（百貨店

　　　用）

1t’；r　発電機界磁電

　　　流
ム∫F　電動機界磁電

　　　流
みf．｜　．電動機電流

s，　．速度

　10図　容最1，200

kg　歯車なしエしべ

一 ク速度150msec
2：1　｜」一ピング

　Fig．10．　Gearless
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1，20｛）kg，　speed　15（r
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かわらず全般を通じて乗心地が良くしかも走行時間が短

いことが判っていただけると思う．

　次に，この図について少し討付を加えて見よう．

　まず始動部分を見ると全負荷上昇の場合には制動機が

緩んで電動機電流が流れ始めても電動機回転力が負荷回

転力に打勝つまでは上昇できず，条件によっては逆にわ

ずかに下降してから上昇に移るからそれまでに若干の時

間がかかりこれが始動時間である．10図では最大始動時

問約0．8秒で，この時間を短縮するために電流増加速度

を早くすると逆に全負荷下降あるいは平衡負荷近くで始

動瞬間の加速度が過大となりいわゆる始動ショックを生

ずるおそれがある．

　また始動後の加速の前半を見ると全負荷上昇ではほぼ

理想曲線にしたがって加速しているが，全負荷F降では

ブレーキが緩むと同時に負荷回転力により下降を始める

ためその後の加速はむしろ理想曲線より低く目になる．

これは現在の制御方式では簡単のために負荷変動を発電

機の直巻巻線だけで補償しているために避け難い傾向で

ある．

　筆者はこの問題の根本対策として出発前に負荷を計量

してあらかじめ負荷の不平衡回転力に相当する電流を流

しておき，負荷のいかんにかかわらず始動時間がほとん

どなしで理想曲線にしたがって加速する方法を考案し実

現の見通しを得た．（特許出願中）

　加速の後半は一般に加速曲線が緩かになり勝であるが

無理に理想曲線に近づけようとすると行過ぎ現象を起し

一定速度に落着く前va　1度過速するおそれがあるから程

度問題である．

　次に減速部分はほぼ理想曲線にしたがって減速してお

り，低速で一定速になる部分はほとんどなく，したがっ

て着床時間は非常に短く最大の場合でも約1秒に過ぎ

ず，しかも電源電圧温度の変化にもかかわらず±10mm

の着床誤差範囲に確実に入っている．

　低速rc　一定速部分を設ければ着床誤差を±5mm程

度にすることもできるが，それよりは時間短縮の力が重

要であると思われる．

6．総合輸送計画と新丸ビルにおける交通実態調

　　査（1）

　建物における1日の交通状態はたとえば11図に示す

ように時々刻々に変動する．また2台以上並設のエレベ

ー タを各箇バラバラに運転したのでは，いわゆるだんご

運転となつて，乗客の待時間の変動が大きくなり輸送能

率が低一ドする．したがって設備台数の多い大きな建物で

は，朝のピーク，昼間，夕方のピーク，閑散時，夜間等

の各交通状態にそれぞれ適合するような総合的な管理運

転を行って輸送能率を向上すると共に経済運転を計る必

要がある．

　東洋一の大事務所ビルとして東京駅前にその近代的な

偉容を誇っている新丸ビルのエレベータ設備は，本格的

26（126）．

・

．，・’e

　Io

　3ff

璽〃

篇
　fl

　IZ

夜謬
同　b

妥

同

2
デ

ク

同　夜
散

時　　同

5　　6　　7　　δ　　9　　〃　　〃　正午　ノ　　2　3　　4　　5　　5　　　　8

　　　　　　　　　晴　　　刻

9

　　　　11図　代表的事務所ビルにおける交通状態

　Fig．11．　Tτaf丘c　of　the　representative　of五ce　building．

な総合管理運転方式をわが国で初めて採用した画期的な

ものであって，そのうち三菱電機が納入した正面玄関A

バンク4台，Bバンク4台，合計8台の歯車なし，スー

パシグナル操作エレベータに実施したMD－4型電子管

自動出発信号装置による管理運転については先に発表（2）

したとおりであるが，今回これらのエレベータについて

総合的な交通実態調査を行ったのでその概要について述

べる．

　この実測に当っては調査のための特別な条件を与える

ことなく，全く通常の状態で綿密な計画と周到な準備の

もとに測定員数十人を動員して行った．

　ア，朝のピーク

　わが国の一般の事務所ビルでは朝の出勤時のピークが

エレベータの輸送能力計画上の主な決定要素になること

が多い．11図でも判るように夕方の退勤時等のピークは

朝に比べ必ずしも小さくはないが，退勤時には人々は出

勤時ほど急いでいないし，また待客が各階に分布してい

るので乗場に混乱が起るおそれもない．そのうえ降であ

るから階段を利用しても大して苦にならない．これに比

べ出勤時間問ぎわには人々は一刻を争っており，輸送力

が足りないと1階の乗場に人がたまって混乱が起るおそ
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9．1〔．）～9．15
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13図　δ時・30分～9時3｛．）分間のt・’tしべ一7乗客数

　　　Flg．13．　N■，　uf　Passengers　between　tim（・S．

　　　　　　drom　A．　M、8．3りt（．）9．3「）、

　4表5分間ピ．一：ノ時し・）乗客と出勤者数とのユ七率

　　　　　　　　　　　　　　　S．55－vg．↓｝0在
fy
籍
数

7～8　p皆　　1，319、名

4・～｛ミ　　”　　IA94　〃

出勤者数

　A

2．～3　り約80〔

1コ2（、名

1∴t70　．ソ

．：〔　レ　’こ　一　：t

利川者を出

・瞥・□・；螢麟艮・1…

鱈：・；？｝271・‘・卿

　　　　　‘　　　　　　　　　1の一部
Bl・－B＃

C1～Ci
の二部

1昌｝・79〃2・・1〃

Aパンツ　　Bノぐンク
1：4青）　　　〈3台）
7～8　ド皆fi’　　　4～6　ド皆イf

　　　名　　　　　名
　　　川7　　　　　　93

　　　189　　　　　　　　1｛［8

　　220　　　　　115

　　140　　　　　　ユ1）5

　　25　　　　　　96

　　33　　　　　　69

Cバンツ
（4台）

4：～8階行

　　　名
　　81

　　97

　　工15

　　68

　　22

　　31

Gバン’コ
（2台）
2・～3階イ．i’

　　　名
　　ユ5

　　26

　　45

　　26

　　21

2

　エレベータは各バンク毎に急行あるいは途中階反転を

f」’って’P均停止数をil・姻・させることによって輸送力の向

ヒを計っている．

3表は朝の1…一ク時の人館者tg　C、びにエレベータ利川

rK’数の実測値で，3・・ンク毎のエレ⊂ヌ剛j者を図，lk一

したのが13図である．

　13図から台数決定の基礎となる5分間ピークを8．55

～ 9・00に選び当liの出勤者数との⊥・ヒ率を求めたのが4表

である．なお川勤者数は在籍者の85％と仮定した．

　朝のピーク時のAノ｛ンク4台の乗客数を図示したの

が14図である．

　次に（1）式により1周時間を；汁算し実測f直と比i鮫する

と5表の如くなった．この表から判るとおりこの∫、しべ

t－ tの床から床までの時間は1表の150Bにほぼ該当

し、扉が片開のものとしては相当いい．

　実測結果から5分間輸送力を検討すると6表に示す如

　　　　　　　5表　1周時間　朝のピーク

’霊£1，「2G1－・・

8〔｝o×ユ2 1

　×085＝340：

45　〃　　　13．2　〃

れかあるため，朝の5分間ピークの輸送ノ」が主として川

題とされるのである．

　新丸ピノしの朝の交通の流れとエしベータの位i置の関係

は12図の如くで，ピ．／し内を通り抜ける人も多少あるも

のと推定さ7しる．

高w能エレベータについ．r・木村・宮城・高村・．題f・道橋

パンt／別

要・素

S＝1周運転距離

ノ’　＝　1　　戊吉j運‖il：停．rl二数

！＝乗客出人時聞．人

グ＝1周運転毎の乗客数

㍗＝公称速度

tl．＝］停［T：毎損失時川

計算1周時川
s‘v一ヤーntL・1－－Pt

7’実測平均］川時問

　　　　　　　6表

　．1　　　　　ノ・ンー・別

1実測平均1｝吉］時川T

　　　　　　　　　T
王均出発川隔／＝融

　定員　C

　5分間輸送力
　　　60×5×（元×台数
　P＝

Aパン〃　　　B／1ンク
7，8階急行　　　4～6階反転運転

　51．4m　　　　　37．3m

　3　　　　　　　　　41

　　　2sec　　　　　　　　　　　2．8　sec

　11　　　　　　　　1ユ

　2．5m：ec　　　　2，5　m　scc

　7sec　　　　　　7sec

　63．4SCc　　　　　　　　　73．9　sec

　62．6Scc　　　　　　　　　7．l　sec

5分川輸送力と乗客数

　　　　T
5分間ピークの釆客数

A・リク　　Bパンケ　1
4台運転　　4台の内3台速転1

62．6sec　　　　　　　　　74　g．　ec

15．6．sec　　　　　　　　24．6　sec

ll名　　　　11名　　1

211名　　　　　　　1Lt8　名　　　　1

ZL）0名 ILr）名
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く，Aバンクでは8．50～9．00の問は乗場に約定員数の

乗吝がエレベータを（！i　一、ている状態であるが’ド均出発川

隔が15．6秒であるから差芝えなく，Bハンクでは最繁

時でも乗場に行列して待つようなことはない．な方Bバ

ンノが3台でも余裕があるのは新らしく4～6階が比較

的すいているためと思われ，エしべ一7の台数選定は良

好であることが知られる，

　イ，昼間

　昼間には昇り降りSL：に相当の交通靖があるが，その昌：

は時々刻t“　tこ変動するため，エし・・z一ヌの1周運転中の

停止数したがって各工しべ一？の1周時川は広い範囲に

変動する．輸送力から考えれば各バン’i｛fE）11こ急ll二運転ま

芦b

弓撒

L　．

　　　　　　　　　　　袈］　　　t．

　　14図A’ンク各機の釆客朝のヒー’17，8階行急行
Passengers　for　A　bank　elevatorg．　．　morning　peak、　express　for　7＆8tleor

Fig．　15．

15図　U、’iJ時川の分布

Distributi《m　of　r〔）und－tl’ip　timc．

＿＿＿＿＿ i昇桟

一・一一 E号1≒

一
Jf号t㌔．

　　一’一＾’『 4　号lf

＼L

8

差旦

　　　　　　　　　　　たは途中階反転を行った方が

　良いのは明かであるが，新丸

　ビノしでは乗客の乗り易さなら

　びに中聞階間の交通を杉慮し

　て輸送余力のある現状では

　A，B両バンク共各階行とし

　て使用している．

　　15図は10時8分から10
　時22分までの間のAハン
　　ク4台の1周時間（1階の停

　　止時間を除く）の分イ1∫図であ

　　る．

　　　　　　　　　　　　このように時々刻マに変動

　　　　　　　　　　　する交通状態rこ適応してカゴ

　　　　　　　　　　　　を適当に分布するために当社

　　　　　　　　　　　のMD．．4型冠j㌧管川発イ計｝

装置ではカ．・Fが1階から川発する間隔を1階にあるカコ

の台数と後続のカゴが1階に到着する時期により日動的

に調整するよるにしている．すなわち平均停1ヒ数がikae少

して1周時間が短かくなりカ”1が1階に口く展ってくる

Fig．17．

　　16図A’ンク迎行図　4台各階、1＿｛二㌘
　　　　　t10　‖ひ　25　フ♪ヵ・ら　1｛｝　ll寺　30　フ♪まで）

Fig．16．　Revolution　diagram《）f　A　bank　elevators．

　　　　4　elevators　several　floor　service、　froni

　　　　　　A、M．10．25　to　1｛戊．30．

28（］28）

　　　17図　上梁の振動測定

Mea凱lrement　of　vibrution　of　theωp　l｝eam．

　　　18図　カゴ室内の騒音の測定

Fig．　i8．　Measurement（，f　noise　in　the　crab・
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A

A

ようになると出発間1粕はド1

動的に短縮し、逆に・ド均停

111数が増加して1周時間が

長くなると出発聞隔は白動

的に延長するから，カコは

時々刻ぐの交通状況に適当

して配置され乗容の待時間

は知縮L一り・一ビスが向ヒす

る．

　16図は10時25分から
10時30分までの5分111」

におけるAパンク4台の
運〔」：図で1周時間（1階の

停止時間を除く）は35秒

から87秒に変化している
が1唱発川隔はこ才／に応じ

16秒から29秒に自動調忠叱

されており．5分川の中で

1階にカコのいない時問は

3秒，14秒の合計17秒た
けて，1階にきた乗客はほ
とんと噛 1】つことなくカ・’に

乗ることかできる．また1

階に2台のカゴがいる時間

国

☆
細
三
ij

；

三

三
享

富
tL　

：ひm

周波数　1ぴ

　　20図　工しt－一ンリゴ主内騒音の見j波数分析図い†ニログソ∴よ川㌧；写［

Flg．20．　Anaiysis　of　frequ目1cy　of　noise　in　the　cab，　trElcillg　from　o．scil］ograni，

は全体の21％で，3台いるli！lil」は斜本の0．3％に過ぎ

ず，1周時間の相遥｛こよって相続いて1階に到着したカ

ゴもほぼ合理的な間隔で出発しているのが判るであろう．

　ウ、夕方のピーク

　タノiの退勤時にはビ・しのヒ層部ですべてのエレベータ

は満員となり，中層以ドの人はヒ層が空になるまでエレ

ベータの利用がほとんどできなくなるおそれがあるが，

これは急1」：運転と途中階反1｝広の2組に分けることによっ

て避けられる．

エ，夜間

　夜間で変通が非常にl！（1散で間歓的な場で㌃には1台のエ

レーk一タを最端呼自動反転万エCにより呼があった場合の
1／｝f

凛

ii

if．

　　　19図　ηゴ宇内の騒音の録音
Fig．19．　Rec⊂」rding　of　noise　iηthe　cab．

高性能エレベータ｝こついて・木村・宮城・㍑村・大野・道橋

み最小限に運転するのが経済的である．また運転丁・なし

で乗客が運転するようにすることもできる、

7．振動と騒音

　エレベータに乗っている際に感ずる振動と騒音を根本
的に減少するにはまず実際のエレベータについて各部の

振動および騒音を測定分析し，振動源と騒音源ならびに

その伝達と共鳴の機構を究明する必要がある．

　筆者等は鉄道研究所のこ協ノ」にょりテレパイハT　，（一

タ・騒音計・テープ式磁気録音機等を使用して振動・騒

音を測定し，これを川波数分析器で分析して研究の結果，

積極的には1曽源ならびに振動源を極力減すようにすると

共に消極的にはその伝達を防止するために，カゴ室とカ

ゴ枠を防振コムで絶縁し，さらにカゴ室の構造を改良し

カゴ室が共鳴しないようにした都果、従来に比べてはる

かに静粛なエしべ一タを製作できるようになった．

　17図はヒ喫振動の測定状況，18，19図はカ：∫室内の

騒音を測定ならびに録音している状況で，20図は騒音の
周波数分析図σ）・例である．

8，む　す　び

　以ヒ高性能ユレベーヌの満すべき諸尖件につき検討を

加え，三菱工しご一タがいかにしてこれらの条件をより

良く満すべく設計製作されているかということについて
述べた、

　終りに，加速度・振動・騒音のillij定に当りご協力を頂

いた鉄道技術研究所の戸原・西村・塚本・井ir可・鳥村の

諸氏

　新丸ビ・しに才」ける交通実態調査に際しご協ノ」を得た1

菱地所会社・三菱電機本社施設1η；・人阪営業所施設課の

！j々に対して深く感謝する、

　　　　　　　　　参考丈献
，b木村　剰ll・エしベータの1；kL備台数の，i1’画三菱電機27－H

l2｝河合・宮城　最近の三菱工しべ一タとその標準について
　　　三参≡電機　27－11

↓12Y）29
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化学工業用直流600V10，000A

621．316．57．〔｝64，Zl1

HP　100A型逆性高速度遮断器

A

小

神戸製作所

路 誠 春i’

Type　HP－100A　D．C．600　Volt　10，000　Amp．

Reverse　Current　High　Speed　Cir皿it

　　　Breaker　for　Chemical　Industry ⌒

Masaharu　KOH　j　I

Kobe　Works

　　Their　extreme　short　period　for　breaking　fault　cしu－rent　enables　high　speed　cll’cult．

b，eak。，s　t。、arry　the　lau・el・a・ap・・tecti・e・1・・ice・・D．　C・・i・c・it・・Mit・・bi・hi　Type

HP．100　A　IU，OOO。mpe，e・eve・se　cu・・e・t　high・peed・il…it　break・・s　f・・ch・mica｜

i。dust，y　are　am・ng　th・・e・t，　bei・9・f　th・1・t・・t　p・・d・・ti・n　ba・ed・n　th・・ame　pri・・iple

。，that。mpl・y・d　f・・el・・t・i…ilway・・b・t・ti・・eq・ipme・t，　i・…th・yのmp・i・e　a　h・ldi・9

magnet，。backi・g　ba・，　and　an　a・c　quench・・．　Th…　ly・diffe・ence　i・w・t・・c・・li・9・・d

gas　con・osion　proof　design　in　this　new　product・

A

1，まえがき
　化“］t：に業は電解槽の混流容い：を久第に増加する傾向に

ある．したがってその直流電源たとえばイグナイトT・ン

整流器等も単器人lti流容la：となりつっあるが・このよう

な回路に使われる1自j速度遮断器もまた人電i充容量を要求

されるわけである．

　当社は最近題記の1．0，000　A逆性li’ll速度遮断器を製作

した．これはΨ化成株式会引：ならびに三菱令属鉱業↑1こ式

会社に納人した相1；の記録II】11である．従斗（は6，000　Aの

電流容旦のものを最人としていたが，！川川その一ll回星各を

水冷式とすることによって，とくに形体を増大すること

なく　一躍10　，000　Aの電流容量を持たせることに成功し

たものである．

　化学仁業旧として注意すべき点は，

　（1）通電電流は長期1“？jその電i榔1：に」＼lil1’；の変動なく

30（130｝　＊上支術i“t・1；

　　　　連続であって、電気鉄道負荷の1：うにつねに変

　　　　動し，また短期間に休止することのないこと．

　（2）その据付場所によ一ノては塩素ガス，匝硫酸ガス

　　　　ηの腐食性ガスにさらされる機会のあること．

などで1ある．

　この高速度遮断器は、これらの恕条件に対処し，また

その保護機能寸なわち遮断器容ぽ．遮断速度はとt，に人

でありきわ．ソて信頼1皇の高いものである．

2、動作原理と動作特性

　1図は動作五流であるところの逆電流による保持電磁

信内部の磁東関1系を示している．保持電流によって生ず

る保持磁東は保持］じ磁石の接触面において接極」㌘を吸着

している．常時負荷電流はこの磁束に加わる磁束を生

じ，この電流がいかに増加すると！、開放動作は行わない．

「｝藪故電流すなわち逆電流が流オ［ると，1図のi：うに保持

三菱屯機・V〔，L　28　N《．，・2・1！154
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　　1図　動作原理説明図

Fig．1．　Principle　of　operation．

磁束を打消すところの開放磁束が生じ，次第にその値を

増すとき，保持磁束と開放磁束との差が一・定値になれば，

開放ばねにより遮断動作を行うのである．

　この動作原理による動作特性曲線の一例を2図に示す

曲線Aは保持電流対動作電流の動作特性曲線曲線β

は試験電流対動作電流の特性曲線である．曲線Aにつ

いて横軸は保持電流，縦軸は逆電流であって，たとえば

設定動f乍電流を1，300Aとすれば，それに対する保持電

流は1Aとなる．電源電圧等の変動によって保持電流が

変動するときの動作電流の変化は，この曲線によって直

ちに知ることができる．　・般に保持電流の増加に伴う動

作電流1直の上昇を懸念するものであるが，本器の場合は

設定保持電流が150％すなわち1．5Aに増加したとき，

動作電流は1，950Aとなるが，この程度の動作電流の増

加では全遮断時間にほとんど影響を与えない．

　なお短絡電流のような突進電流のときは保持線輪の作

川によって設定動作電流値は瞬時的に降下するものであ

る．これは事故電流の遮断には好ましい特性といえる．

　特性曲線と横軸の交点Mは最小保持電流を示す．こ

れは主回路電流が零であるとき，接極子を保持し得る最

小保持電流であって，吸着されている接極子は保持電流

が次第に減少して，この点を通過してさらに減少しよう

とする瞬間に開離するのである．

　特性曲線の狂いを検査する方法の一助として最小保持

電流を利用することができる．すなわち主回路電流を零

としておき，接極子が離れるときの保持電流の値をみれ

ば，その変移によって動作特性の狂いを知ることができ

るのである．

　とくに特性曲線をチェックする装置として試験線輸が

ある．これは1図に示すように，パッキングパーのなか

にある鉄心にまかれた線輪であって，これに電流を流す

ことは，パッキングバーに電流を流すと同様の効果を保

持電磁石に与えるものである．パッキングバーの巻数は

1回であるが試験線輪のそれは数百回であるから，パッ

キングバー電流よりはるかに少い電流でよいことにな

る，

　本器の実例は10～20A程度の電流であるから，電池

その他の直流電源で軽便に測定をすることができる．

　試験電流の曲線Bによれば，試験線輪に］2A流し

たとき遮断器が動作したとすれば，パッキングバーに

1，300Aの逆電流が流れて動作したことと等価であるか

らその動作は工場試験の結果と一致していることが確め

られたことになる．

　試験線輪の端子は，つねに開放されているため，大電

流を遮断したとき，保持電磁石の磁束の急激な変化によ

って試験線輪に高電圧を誘起するのではないかと，心配

することがあるが，実際は百数トボルトで全く問題にな

らない．

3，主要部分の構造とその特長

　3図はHP－100A型逆性高速度遮断器の構造図である・

　ア，主回路

　主回路をたどると，下部端子・パッキングバー可動接

触子・固定接触子・吹消線輪および上部端子の直列回路

となる．この主回路は可動接触子を除くほか，すなわち

パッキングパー回路と吹消線輪は銅管で製作されそのな

かを冷却水が流通する．パッキングバーと吹消線輪はい

ずれも各2箇あり，電気的には並列接続であるが，冷却

水は直列に流れるようになっている．

　イ，冷却水回路

　冷却水は給水口から流量計を経て，上部端子に至り一

方の吹消線輪に入り，固定接触子のなかを通過し，他方

の吹消線輪を経て上部端子に返り，上ド端子を接続する

ゴム管を流ドして下部端子に入る．

　下部端子から一方のパッキングパーを流れ，可擁銅帯

の締付台のなかを通過し，他方のパッキングバーを経て

下部端子へ返る．下部端子から流水継電器を通過して排

水される．

　ウ，消弧電磁石

　消弧電磁石には漏洩磁束抑圧線輪を装置して，回路電

重

回＿
路逆
雪電

2e　　Is　　田　　　s　　　ij　　e5　　fi．fi　　　　　9．8　　　　　　19　　　　　　1．2　　　　　　14　　　　　　1fi　　　　　l6

試察電流A司←一十一一一保梼電流A

化学工業用直流600V　10，000A　HP－100A型逆｛生高速度遮断Ua　t小路

　　2図　動作特性曲線

Fig，2．　Characteristic　curves．
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Fig．3．　Struuture　of　fype　llP－・1（，O　A　rcver・tL　cUrl・em

　　　　　　lligh　Speed　cirCuit　b1・etikti1’．

吹iR線s

上　都　端　子

ゴ　tS　管

下部蒜ヱ

油入試鰻隔三

学日呈

～’同　籏　it？

へ1 手動哩葦入ロ

　ヨ動等触子

　「「1　二　唄　輪

＼

～一禰訪［細ヌ・18

庁1　三、　‘：t　〒

雀／　．二　　．　　　　　三
G匡吉董　　1ご’x’〔：　　　　　　　　　整凧春　　㍉証ハ電漂

4図　1－IP　1｛）o・A　zLt　D・C．6川VI（），“o｛）A元“・｝縞途度遮断Zlg

Fig．」．　TyPe　HP　I（）O．y　I）．C．6〔IO　V　Io川｝Arevers．　e　CLIrrem

　　　　　　　l［iul，・n七七d　ClrCし1it　bl・ectkel・．

流が急激に上昇するとき，吹川磁東が無効磁束とな一，て

外部に漏洩するのを抑1上し．し力吋，これを，“’効磁束に転

換せしめている．これは、｝三接姐げのll洞1：の初期に密度の

高い磁束を主按触1　J’・の川湘点に’τえ、五弧電IEを一一9一みや

かにヒげることを日的としたものてある．この消弧電磁

石の両腕ぱ5図に’］い1－〕：うに，・ド・しト11＼を抜取り，（

点となるべき軸σ）ナゾトをゆるめることに1；り簡汕こ川

転し，主接触i’を露出旦しめる構造である、これはヒ接

1独J’一の点検・丁；人・調整お」1び取換えのために非常に便

利である．消弧室が川転して｛Jijくのは従来と変りけない

が，磁極が1掲くのは新規なものとい；i－kう．

　エ，主接触部

32d32♪

　主接触部は電流を遮断することに，わずかではあ

るが溶損して、その接触面の位置はZff（第に正蝿位置

と異ったW置を占めるようになる．実際には浮動桿

の閉合位置は固定接触1㌘側に移動することになる．

こび）とき次の］：うなことが杉えられる．

　1．11　開放はねか延び，閉合はねがちじむから．1三

　　　　接姐げの接触圧力が減少する．これは程度

　　　　か大きくなれば異状発熱の原【昌となる．

　（2｝　接極丁をり1離す力か減少するので，設定動

　　　　作電流値が上昇する力向に変化する．

　S．二い　動作桿かス1・ッパに当ろようになれば1三接

　　　　　触．J’一の手妾触じ｛犬∫藍はイ〈安’定となる．

　浮動桿の移動は以上の現象を招来するが，本器の

主接触．jtは，容易にこれを調整し浮動桿を正規位置

にもどし得る構造である（出願中）．　6図にこの調

整式の1吋定接触r・を示す．すなわち固定接触J’・の先

端を分割し，分割部を摺動面にiAoて移動さすこと

により接触川を実線の位置から鎖線の位il’〔へ平行移

動さすことができる．またこのような構造は銀接触

片の寿命の尽きたとき，この分割部を容易に取換え

ることがてきる利点がある。さらにこの接触∫の押

川し法の壮ぶは前加こ出すと1・　・“lffに上方に移動する

から．押出すごとに溶損した川は1，与に移動し，固

定接触」”は新しい面を1［1すことになる．摺動面に近

接して冷却水の通る螺旋管が鋳込まオ1一こいるから，

この接触面による牡別な発熱はない．

　浮動桿の側［lljには，閉合状態と開放状態にhlrる

正規位置をぷす2　ftgiの刻印がある．閉1’tと開放のい

ずれのときにも，この刻印が指針と　・致していれは

ill規の逃動をLていることになる．浮動桿は非磁性

ぞ手
／

5図　HPll）uA型逆］“i三高速度遮断器（｛滋極と消弧室は

　　　　　　　㌘ミ易1こi坦くことIJ　1一できる）

Fig．5．　Typ《・HP－100　A　reverse　current　high　speed

　CirCuit　bl’eaker．　I　HInged　irOn　pole－pieCeS　and

　　　　al・C－chute　call　be・pened　C・a　s．　ily　）．

三菱電機・Vul．　Z8　N，，．2・1954
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駕動Ctk
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　　　6図　凋整式固定接角虫一子

Fl9．6．　Adju・table　stl・ti・T・aU－Y　c・ntacし

銅板を使ってk接触部附近の磁束をみださぬことに意を

旧いてある．

　オ，保持電磁石

　保持電磁石の接極一j接1独面は亟：要な面である．この部

分における磁気抵抗の変1ヒはただちに動作特性に影響す

るものであるから，この面はつねに清浄に保たれなけれ

ばならない．

　保持線輪を取はずしたときも，再び取付けるときには

鉄心の接触血の状態に注意しなけれはならない．

　試験線輪の端子における短絡は遮断動作に悪影響をIJI

えるから，絶体に避けねばならない．その端rは油壷に

人れてあるから腐食または振動等にkって短絡すること

はない．

　カ，閉合線輪

　閉合線愉は普通のソレノイトでありて，その上部にii∫

動鉄心の電文（的緩衝装iFflとして厚い銅の座金を挿入して

ある．

　キ，補助開閉器

　補助開閉器は2極と7極とが同・べ一スに取付けら］1

そσ）コンタクトと電線接続部は全部共通の汕槽内に人

り絶縁汕に浸漬されている．腐食性ガスに対して安全な

構造である．川槽を取除（と’tンタクト全部の点検がで

きる．補助開閉器全体は密1羽型であるから塵埃の人る心

配がない．2極部分は閉合電磁壬iの日∫動鉄心のllド運動

に伴って動作L，7極部分は主接触．j”の開閉に伴りて開

閉するもぴ）である．

　ク，安定装置

　接極1’・のドカに装置された変流器のような構造のTt、の

か安定装置である．閉川路の鉄心と1次線輪と2次線輪

按定線輪）によって構成されている．1次線輪はLUI1iliX

が鉄心の窓をじ随Lた形，2次線輪は保持線輪と1周係の

ある巻数を持t，ている．安定線輪は保持線輪と直列に接

続され，II川路の屯流の変動によって保持線輪と安定線

輪に誘起さかる庵圧のノ元向はfJlに反対になるkうにして

ある．

　－1三回路のIE方向竃流｛負荷電流）が急激に減少すると

き逆性高速度遮断器は遮断動作を行うことがある．わず

かな変動に対してもこのような誤動作を行うことは運転

を煩雑にするはかりである．この安定装置はゴ三回路の電

流変動に対して，保持電磁石内部の無用なる磁束の動揺

を抑圧L誤動作を防llf　［gJるメ、のである．安定線輪に誘起

する電圧を適当にすれば誤動作を充分に防止することが

できる．

4，操 作

7図について動作を説明すると，

ア，閉合動作

（1）状態1において閉合線輪を附勢すると閉合電磁

　状　態　I

l給線愉と保持線柳ま励磁三1日螂　Tlトパ
さ矛L・（し・ない．

接極子および注左触綱

保肯瞬

：♀吊■世‘　長極寸．

　状　態　2

閉合線輸と保持線iliK，jは励磁

膓㌶で一一随＿

　状　態　3

閉合線輪の電流をUJる・

保持線輪励磁・

接極子おk（．’：主接触1川》‘j

　　　二［亘叛

fヒ学｛：・kilti直流600V　I（）、〔［OOA日P　lOOA｝『1樋性高速度遮断21S．小路

トtソlk°

「司隙ノ7日

一

　　　　　7図　動作説明図
F｜9．　7．　　r）iagraln　sho、ving　OpeTatlr19　（・ycle　〈）l

　　　　lligh　speed　circuit　breaker．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛133｝33



　　　J（iの可動鉄心は下方に吸引されて動作桿はA軸

　　　を中心として時計式に回転し閉合ばねは引伸ば

　　　される．

（2）　浮動桿は開放ばねによってストッパβに引付け

　　　られているため動作桿のIT！iWiは浮動桿をB点を

　　　支点として時計式にまわす．

（3）浮動桿の回転は連結桿を左方へ移動せしめ，接

　　　極子は保持電磁石面に押付けられる．

（4）保持電磁石は保持電流によって励磁されている

　　　から接極子は吸着される．（状態2）

（5）閉合電磁石のrl∫動鉄心によ・．て開閉する2極補

　　　助開閉器と電磁接触器により閉合線輪回路は切

　　　られ，緊張位置にあった閉合ばねは動作桿を原

　　　位置に復せしめる．

（6）同時に浮動桿は連糸，！i桿のC軸を中心として反時

　　　計式に回転し開放ばねを弓川｜ばし，接触部を閉

　　　じて閉合動作を終る．（状態3）

イt開放動作

　　　保持線輪回路を断つと保持電磁石は無励磁とな

　　　り，接極子は離れ，閉合ばねは動作桿をストッ

　　　バに当るまで，ご‘短かい距離を回転せしめ浮

　　　動桿はD軸を中心として開放ばねの力により時

　　　計式に回転し開放動作を行う．　（状態1）

次に操作方式の一例を8図について説明すると

（1）54Xは電源の生きている限りそのコンタクト

　　　を閉じており，したがって保持線輪54Hはそ

　　　の直列抵抗R，，R2，加減抵抗器RH，および

　　　安定線輪54　Sを通じて励磁されている．

（2）MY回路のCS、を入れるとき54｝Yは動作し

　　　てそのコンタクトによって閉合線輪54Cが励

　　　磁され，可動鉄心は吸引されて7図の状態2と

　　　なる．

2．

　　
N　5レ　Ft til

SVLI．17L・可溶子付電源開閉器

R」Ld・……シグナルランプ赤

GL・・……・シグナルランプ緑

CSi，　CSi…制御開閉器

54X・P…il〔流電磁接触器

54y　……　　　　〃

54Z…・…　　　　〃

34（134）

DA……直流電流計
r）4　H…高速度遮断器保持線輪

54S　…安定線輪
54C－・・一“’1三速度遮断2苦1＃’1合線輪

RH…・・電流調整抵抗器

κ…・一金属整流器
69LV　…　量充ノfく継電2器

　　　8図　制御回路結線図

Fig．8．　Schematic　wi亘ng　diagram．

9図　HP－100　A型
　逆性高速度遮断器

　の吊手

Fig．9．　Lifting　irons

of　type　HP－10（）A

　　　ソむオ　　　　ロ　オ　　セ

high　speed　circuit

　　　breaker．

　54C
緩和して投入操作を確実にする作用を持っている．

　投入動作は前述のように可動鉄心が吸引され，つぎに

閉合線輪が無励磁となり，可動鉄心が復帰することによ

って完成されるのであるが，復帰速度が不当に速いとき

は主接触子が閉合した衝撃によって，接極子がはずれる

（3）動作桿に連結されている2極補助開閉器54　a

　　　が回転して54　Zの回路を作る．

（4）54　Zは動作して，その3っのコンタクトのうち

　　　1つは54　Yの線輪を短絡し，残り2つはそれ

　　　ぞれ54Zの自己保持と54　H回路の抵抗を短

　　　絡し54Hの強励磁を行う．

（5）54　Yが無励磁となれば54C回路は切れて可

　　　動鉄心は復帰し，また54　aも復帰してコンタ

　　　クトを開く．しかしながら54Zは自己保持を

　　　しているため54γの短絡と54Hの強励磁は

　　　そのまま継続している．

　　　接極子は保持電磁石に吸着されているから，可

　　　動鉄心の復帰すなわち動作桿の復帰は主接触子

　　　を閉合することになる．同時に主接触子に直結

　　　された7極補助開閉器54は回転して，そのコ

　　　ンタクトは54】Yの回路を開きCSrを開けば

　　　54Zも開放して閉合動作を終る．

　　　なお閉合状態で動作状態を継続しているものは

　　　54　X，54　Hおよび信号灯（RL，　GL，）回路の

　　　みである．

（6）CS2を入れて54　Xを短絡すると，54　H回路

　　　は開路されて遮断器は開放する．

（7）　投入時，制御開閉器を閉の位置に保っていると

　　　き投入に失敗しても54Zが54yの線輪を短

　　　絡しているから反覆開閉をすることはない．

　　　回路にある金属整流器は可動鉄心の復帰速度を
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三．

ことがある．この不安定な動1乍は可動鉄心の復帰速度す

なわち，主接触子の投人速度を適当に緩和することによ

って防止できる．

　整流器の作用は次のとおりである．すなわち54　Yが

閉路すれぱ，投人電流は54Cに流れ，；i∫動鉄心は吸引

される．つぎに54　Yが開路すれは，可動鉄心は復掃し

ようとするが，54　Yを流れる電流は断たれても54Cと

Kの閉回路には図示の循環電流がある時間流れるため，

【1∫動鉄心は急速に復帰することなく，ゆるやかに復帰す

るのである．なお可動鉄心の復帰時間中接極子のn及着を

確実ならしめるために，保持線輪は54Zのコンタクト

によって強励磁されている．

5，遮断性能

　10図は遮断特性曲線を示す．逆流目盛を　1，300Aと

して1，500～20，000A位の電流を遮断したものである・

4，000Aを25！1，000秒，10，000Aを18i’1，000秒，最後

に20，200Aを13．8／1，000秒で遮断してなおこれ以上の

遮断電流に対して遮断時間は，減少の傾向にある．

　11図は最後の遮断試験のオシi・グラムを示す．

6．流水継電器

　流水継電器は水冷式高速度遮断器｝こは保護上欠くべか

らざる4、のである．運転中冷却水がltfr　ilくしたとき，本管

は数分川で危険な温度｛こ達する．この継但潟ま減水ある

いは断水に対して，警報しまたときには遮断をする，

　腐食性ガスに対処して，その’rンタクトは水銀スtッ

チを使い，機構部分とともに油中に浸漬してある．12図

は外観を示し13図は内剖；の機｛：IIIpを示す．

7，制御配電盤

　腐食性ガスの発生する場所に設i；’llするものであるから

密閉型として，内部の器只を保護寸一る構造となって／一＿iる

この場缶問題は発熱1」⊆である抵抗器が，’7まれているこ

とであろ．箱の内部の混度を現定1直以内に保つた・i　〉に，

　　11図　HP．－100A型逆性高速度遮断器し「）

　　　　　遮断試験のオシログラム
川路電圧　　　　　D．C．－6〔i（）V

電流上5｛率　　　4×1（、）GA　stコc

短絡電流抑制値　20、2（］（）A

全遵≡、匿野時二i‖1　　　　　13．81、000sec

；武験J［j電｝原　　　　　1，500k、V　イ　グナイ　ト　u　ン望庄i充器

Fig．1］．　Oscillogram　c）f　interruption　on　type

　　HP－100　A　high－speed　circuit　breaker・

Cireuit　voltage　　　　　　　D．C．（う｛｝O　V

Rai・．　in9・at・・f・urre・・t　・1×10弓A　sec

SuPpressed　peak　value
　of　short－cireuit　cuτrent　2｛，，200A

Interτupti《）n　tilv　Ci　　　　　　　　　13．8　1，0〔〕O　sec

Line　caPacity　　　　　　　　　1，50〔｝k、V　Ignitroi1

　；、E

「了1‘：丁、TF　　　・1〕1三

ノト7一コ

　　12図　　流・ltir・1　1・’竜㍑

Fig，　12．　　“rater　fl’”、v　re1：｜y・

A

匠．、

㌫．

三

○．

L

一
1

一一L口

1

，．，・r∫「1

　　　　　　ド’
LltV’
・三1・看・1，　’t

1

　」＿

［L

：． ．’ ，，if　　　∴

　10図HP　IOO　A　If，i．1逆性il’1｝速遮断器の遮1］；『特性

Fig．　lo．　Timc－currem　illieτ1’Ul）tillST　chaTacteτig・　uc

　　　・ftype　HP・－10〔｝A1’・’vel’sぐcurr・llt

　　　　　　h｛9h　speed　circuit｜）Tcaker・

fヒ学工XEijlj直流600V　lo，eooA　HP－／00A四逆性「腿度遮断器・小路

パ設ノイ・り・

　　　　13図　流水紺電器の内ll］：

Fig．」3．　Interior　view（」f　w《1〔er　now　relav・
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　　　14図密閉F胆制御配電tik構造説明図

Fig．14、　StrLlctllre　of　eIlch）sed　colltrol　I）aneL

懸

峯

㌣

←ぷ吠毎

　轟
　ぎ竃

㌶
慶

⇔

　　　　　　　15図　密防川・ll御配フε顧

　　　　　刊g・15．　Enclc〕～ed　c《川（：・〔〕l　I）anctl．

14図に示すように，計器ならびに混磁接触器群と抵］氏器

群とを，耐，．側1隔監でフ♪割し，と1に栢のドう、に2ドの

枝状放熱管（兼補強腕）を設けてある．

　抵抵蕎群によって生ずろ気流は，弓映通f／＄を通って上

昇し，ついて両側遍酪を経てカ・一を通して放弍しなが

ら下降し，枝状放熱膓iΣ］：に人り、ここでさらに夕糊；の低温

空気に放熱い【1：び中央与之熱管を経てL｝映通スを1二昇する

一
連の整然たる！「卍イ、江動を形成して発熱体を冷却する．

36（136）

　外気は腐食性ガスを含むから，これを直接箱内に導入

することのできないとき，この構造は効果的である（出

願中）．

　15図はこの制御配電聾窪の外観を示す．

8．む　す　び

　HP－100A型逆性元’｝1速度遮断器のおもな特長を要約し

てみると，

　構造ヒの1’isご

　（1）　1三回路は目∫動部分を除くほか全部冷却水を通ず

　　　　るたぬ非常に小｝レである．

　（2）主接触部は銀対銀の線接触であり固定接触子は

　　　　調整式である．なかすべての電路の接続部分は

　　　　銀接触”「’あるため，長期間接触抵抗に変化がな

　　　　い．

　（3）消弧室と消弧電磁石は各その支持軸を叩心とし

　　　　て回転し，左右に開く構造（5図参照）である

　　　　から，｛1接触子の点検・f：入・∂1サ整および取換

　　　　えが容易である．

　（4）　引外白由機構である．

　（5）閉rこばねと聞放ば才ユは各1箇で，独立している

　　　　から調整しやすい．

　（6）　補助開閉器は油入として腐食性ガスによる被害

　　　　を完全に防止している．

　（7）　’IGr，；：にヒ電路）の接続1固処にはべッキンを使っ

　　　　て、㌢から水も7「はな1、・．またパッキンは通竃

　　　　になんらの（障を’∫えない構造である（出願

　　　　r国．

　（8）　電気操作のほかに手動投入を軽快に行うことが

xRシ tl　　　　＿さ勺．

　性能上の特バ

　1）　自己保持をしないから，保持線輪の逆励磁方式

　　　　は必要なく単に保持電流を断てば遮断する．

　（2）安定装置の作用でLE可路の急減電流に対しても誤

　　　　動1乍をしない．

　（3）　遮断容1パ遠断速反はともに」〈である．

　この10，000A容i“J．のものは，その電流容一1：において

目下］ミ邦の記録ll1占であ乙が、さらに大電流容厄の高速反

癌断沙の製作要求｝こ備えて，㍍SNt研究の歩を進　てし・る

次幻である．

　おわりにこの高速度遮断器の、，Ul卜製作にうたりご指導

とご協力を賜った関係各位に対して深甚な謝意を表して

筆をおく．
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わが国最初の11・5　kV　5001『VA磁気遮断器完成

三菱10－DH・50型磁気遮断器油無し）
　　　定格電圧11．5kV定格電流600～2，000　A遮断容量500M　VA

　　　納人先　電源開発（猿ケ石）中1！1淀力（湯原第二）関西電力（坂上）

　　　　　　　　　　　九州電力（大内原）その他

　　　　　　　　　　　、，

川rr　　　　l‘1＼
［｛川　　　　　　　　　　口し≡、，

隠一・一霧l

＼・㌣一
　　　＼　㍑㌔一一一一　・ニー・一
　　　　　　　　　　、，　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，へ

　構造ならびに動作原理

　　　本遮断器は磁気［りく消による冷却消イtン作ltlと，溝中にアークを電磁効果でjw＿Kんでアークの占有面積をせばめ，かつその

　　　隔離板端て；｛㌃却消イオンさせてアーク抵抗を増す方法とアークを延ばすことと併用しております・従）KのOCBと違つて印

　　　　加電圧の最高値よD　〕i∫で遮断しますので回復電圧は高くなりません．また異常電圧を発生して系統の絶縁をおびやかすこと

　　　　は絶刈にありません．

A　　　　　　　　　　　　　　　　　10－DH－－50型磁気遮断器短絡電流遮断試験成績（28－11－13）
　　　　　　　　　　　　‘　　　給与電圧川復電圧　一遮　断　電　流　　遮　断　時　間　遮断容量

　　　　　　　　　　　　　酬乍責務一kV・・u・」l　lA段〒W－・雷聴烈1、6，　IMVA・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘　　　　　　　　　‘　23，3．　00　1　19，50⑪　‘　30，350　　　2．25　　　　⑪．65　　　　2．90

　　　　　　　　　　　　　　　　0　　　　　　　11．5　　　　　　86．5　　　　22，800　　　2，200　　22，900　　　2．25　　　　0．55　　　　2．80　　　　　　570

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　23・20022・00032・00〔）　2・25　0・6512・901

　　　　　　　　　　　　　　　　　　充電電流遮断試験は遮断電流10A．20　A・40　A，いずれも1㌣点弧なし

　　　　　　　　　　　　　　　　昭和29年2月25U印刷　　　昭和29年2月28日発fi
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「禁無断転載」　　定価1部金60円（送料別）
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1tIlを：1‘1⊆：：⊇∈⊇、差F芦．繭司rA可　　　　　　　　．．ム：麹→、　　●磨1州‘T．｝n｝ざへ川ll61’i凱L　ぴimaXt’翻．挺“‘；『・・’識．一一一≡！1：t／lws纏．ll　　　，‘lll雁蒙鐘・7z・獲聾」幅1‘幽lt／、1　、1，’・・〆is§酬輪∠s一璽l！響，lil　s口／門　　・N％°Illl！li｛i．旧klllri！！li11・：：‖Nt「‘‘．li．警．曇、　　§遭　　　ポリ・ミ奪．§ぎ’萎ぎq　　　　　　　　　　・9．−NAAAL　　　　　　　　　　　・パ1　　　　　　　　ρ司l　　　　　　　　　　　lぱ．　　　　　　表紙説明　　　　　連〒λ精繍‘D‘白装1百川電機品　　過惟化小素キ使用し｝』’白の1手1’を連紋n動運　　転化した1、のて、押釦により起動，停1［、な　　匂ひに粘祐な速度制御を白動的に行うたLaノド　　記のよ5な電動発電機か3　L・’iンコンかり＾なり・い引“，ワー1レ1−」−r、1，］j御力式こ　　なっている　各c�d；・は〆1流チ亡電機，誘　　り与電動機・励侮機制御碧れを写真のとわり紳　　って1一久♪い内r、異飴し配ホ泉費川を軽内L、　　つ・つ軽｛山こして運搬据fLこ簡便な構造とな”1：　・く　　　なご’sRjtl（IJ　I∬｝−L丁窄？1こ3｝けるτパ1ノ玉ieel　　d・J　！・け’1機’誓1∫硫竃正！l機の応用範囲か　　拡ノ＼一ち・y　　　　　　　・L厄yul笈　誘→己∫憤　　匡1、9・・翌　　　£1eノ〆　／　川kW　221｝V　75｝IP　22UVうk、、22｛）V　　　t♪2　trケ〆　　！　b〔〕kW　　〃　100HI）　　〃　　スk、V　　・　　　　’a　）At　ノ　’　一　〆　　2Jk“　　　ノ’　　　4；HI，　　　ノ　　　2］、lx，　　〃NW“AM．MMN！”W．．v‘wa入三髪電機柿式倉耐　　本　　　ネ1⇒　　　東京都｛代川白」い）内1泉京L　）　　　　　　　（‘E）　　手日目｜，Ai”’〔2（ハfV2、　16〕1　21；］　　研　’ビ　所　兵II卜【「尼L’山：lk南沽ノ］＼　　神戸史竹所　神li　ll」1�J中1く和｜刑・J田］＾名1�_屋異伽り「名占；Tlh爽区矢田町　　刊月去f’i所　兵・41只IEケ�d巾南イ占ノi、　　1．　iJ・，’」製作所　k脇1｛」十戸　小FΣ町　　仙線機袈竹所　兵庫り、↓尼blfl巾巾沽小　　ノ・船丁場仰な川LIL鋤倉丁｝J大ldii　　Iu川谷丁場東京都刊m谷区池尻町　　郡山コ場　911。Ll　l］lls山巾つ鎧橋町　　加　山　二r場　い　山　巾　ttii　Ui」　ヒ　lllj　　姫路丁場　兵rJ・li　4　td�`路lb　T　fk川町　　和5h山コ’場　和　、li、　山　巾　岡　町　　’い’1’川一1揚　岐1，1り、芽中‘・，ll；　F・，　J陽女森　　福岡ユ場福伺市今宿壱木　　　イLl［兄修）fi’∫」易　　イL　｜liL　　il」　　」ヒ　　ニ　　条　　弓↓　12　　大阪営又川　ノ、ぬll」iヒ［3’‘�g北明S番也1　　　　　　　　1亀）礼］、1，b（ユニ）5251−9　　名・1山包，業所　名r�d1・；［j中ド広小賂旭　　　　　　　　（市tL）　本ノ�g　（2〕）　S21ユー5　　・川i？Lよ所　LE円巾／、神Hい　菱ヒの　　　　　　　　L弔u）　t・L，　（2）　5821　　弓825　　イU尾．」一川　｛U�glijノ＼泣　1［J・ri　3ノバ　　　　　　　　　　［も’　　（212〕78　3‘｝1／　　仙ff　lパみ川　flllイ111」ノー　一　、1ト　］i’≧　　　　　　　　いL〕il［lfi　2三パ　hり57　　；・・1」戌伽り1富山｜1、女k｜・1］23、）2−　　　　　　　　　　　　　　（Gl，）　；，1目l　f692　　ス27〕　　広島事務所　広�dll川罰ij　L明flE：命ヒレ｝　　　　　　　　〔電）中　1059　］824　　1　1］松出張所　同松巾巾紺∫’川llの；　　　　　　　　Lf三）　1」松　3178　3？50　　小創F，止所　小創」11〜，労町63（言日　・し）　　　　　　　　L，E）小倉S611新▲P」屋外断路器昭和29年第28巻第2号目23kV　1，00�JMVA　M型碍子型遮断器次新｝iff元・h・沢孝冶・・J・橋利聞　　2新ル止元・／Ll一嵐フン促｛・’1’「［IL艮人　　　13高¶能エレ・一タについて木↑賦牢ば城見・、謝HJ］　．人野寛才・道橋　武　20fヒ’」丁長用、er流600VIU，000AHP−100A）∪逆梧同速没∫呉断器最近登録さ川た当祖の牡，「i　ts丈ひ実用新案ノ」、路こ成∫ト　　　3037（101）154−9新型外断路器⌒イ芦　月・’製　伯≡亘斤一新井正元；：・樺沢孝治：｝：：i：　’小橋利雄：＊New　Outdoor　Type　Disconnecting　SwitchesMasamoto　ARAI・Takaji　KABAZAWA・Toshio　KOHASHIItami　Works　　　Corrosion，　oxidation　and　amnealing　are　constantly　occurring　on　outdoor　type　discon−neCting　SWitCheS　WhiCh　are　expOSed　tO　intenSe　sOlar　heat，　SeVere　StOrm，　SnOW　and　dUrt，Excellent　performance　is　only　available　while　the　switches　are　llew，　as　the　problem　ofmanufacturing　products　with　Iasting　quality　remaills　unsettled．　In　a　general　idea　foi・the　design　of　cil’cuit　b1−eakers，　line　contact　and　self　rotating　Pressure　contact　are　prlmerequisite，　but　copPer，　the　orthodox　contact　materiaしhas　been　gradually　substituted　withprecipitati皿hardening　copper　alloy，　which　do　away　with　the　problem　of　cりrrosion　andannealing，　also　facilitati1ユg　c《）nstruction．　Elnbracillg　these　features，　ne、v　Type　V　6．9〜・287．5kV　vert｛cal　switches　and　Type　H　34．5　kV〜2S7．5　kV　horizontal　switches　have　be三ncompleted，　detailed　accoullt　beillg　given　herein　together、vith　those　for　pllellmahcoperatin91necha］コisln　and　gromlding　blade　niechanism　which　are　in　great　demal！（10f　Iate・A1，まえがき屋外断％瑠醗変冠所の1ゴ堺スイ・．1．・．1’・一　］’の陶・kにはクミくべカ・らざるli�c長な｛zi”1乏1．．で、1）る．　kij口u．）発変丁匡「；斤バ送氾線の連素一｜li；嘉文の川加ならび｛こ送電線切蜘．こf更利なkうに「ll園各か複1．li；となり，　」1：’常に．多1の屋�a・∪斯2名［器が．｝．ijいられる．　う”tリ〃て〔よ屋外1：」二111・］のドド11文を2重母線とし，沢｜IIの已1断、1�l」ノよひ断路1石をt“＿川［．．ていかなる．「、lll舛［ぱにも］r口受’1己で二『ri，　kうにな一∵．ごいるの；う1　Ct3か・コたヵ．；，最jJ工は緕ジ斉n勺プミ川J］’生から剤胞江ノノJCを｛．日『．三Lて三［口［断急�l、．〈エ｝．成じ．，送1己端あるいは1受�dレ1］1‘｝ゾ1ン必［長ら1ごいi：�d」〃・．己を1「二こ・従．来ヨ新路’沿代1．）に用いられ，こ這肉llば’ごビ．1・・て断惰；ノ｝に代えるf頃1りも見ニソカる．またユ＝ワトピソ．・〈．．．一シ・！ンの如きものでは変圧器1；ラ（1〔臆に断‘塩．こ∴いて翫撚と電．jjヒューズえ、二川いられ．る．　L．た乃一・．∵て犀1外1斯路川日＾変川器の励向脳E，送電線の充電電流，・レーソ．氾流．主ある程Lξまで確実に遮断しなけれ｛ごなら）なr，…　　従来の1辻外断路器は11∠閉L各されれば部♪の同r川鱈れなか…たカ：，　力と）↓ヱは＄r）仕こ手糸充の変了ξその］也で山江ミiこU｝引劉］桑1乍を’必要とされるので操作が軽’Pこ確iJでなければ．なC）ない．またこ才Lカこために二自k　；t］1遮三1析嵜こカヨE而i〔空≡二弍］染臼；となったので2　（1〔）L’）　　；；c｝輻く，已i’d；｝舗諾弓果長　　：1：　」ξ1面司：手動1，li・，．に八一一丁、てこのiE：lt，’i空気を川．．・’・て操i’i．される．逆電硫の恩品送電容・辻の増大は必然∈i勺にゾ邑変亘所にかi・P蔽障時の短絡kVAの1、印［1を来し，断路器はこの故障［�dつ｝二電流を通ずるノこめに，　さらに大きな垣時i司大是三流にlr「i’iえ乙よう｛こ要求され．る．新llll11の1？！屋．外1斯路器とし．て］ご、ll白な「要身ミg満．ナパの．ヒ，凄，汁製伯；することは」七1殴日勺1日F；1二．t．ノる、ノ，太トリ・f）、L’：i：1・．ン1〈川およ1i．∵口k．1　f）1邪．9をし　　　，　　　　　　　〆二戊　　？i　　／　　；　　　二　　　ll「　F」　　ヱミ　　7b　　入　　f　　　j　』　　才　　ノ　　2　　し　　　　’：　　　．　　　　　　　」　−T　；　　〜’　｛　　∨．　C“　　，1　’　‘　　　’　」　　「一　　　∫　‘1　J　　t　　ゼ　　　i　　　−　　　w「ご　　　、J．，　　　そ　　　Ji＞ゼ｝」ξをi・・］．1ち日．：る＄百1訂1勺’．に円1新己［各器：エi没計製i”1：す　・ことは≡ll：’、1陥1二：�d・dカ・しL’・　，　　汀i／．．、i．2「）∵来芥rn）．屋yト匡牝1�`÷1÷のxi−　i　’i・、こ従liし，　　≦ヒlj‘、，）V工∠　・1）1と：1・〈・｝元切の　H工．1哩を∫バ近1．まてド1！�j｛．・としていたパ，　’；tの表111杖祢」と納人’｝ftにオ♪ける1ご用ll：5�d庚t：の仙1によi川．口川肖，］’i∴作軽十，1こにし．て耐久ヲJの弧‘・・新馳の呈Wiii．．．〜∴1：ヒ　し．一一：・．、≦しリLi）　Vご　」摯4、　　1〈・｝｛Lリ立）　H　　吋］　2　f，［Tll・，♪よ⊃：こ才［．を�gド1．づ．．ち圧1�h1空え（］．イ、i”1｛蔑i：�gを開発．し，こ・　　と1に新貼．外断∬名�gの開発に．当っては，］・：L酌な機構の川題以外に，最近急速に進．歩しつつある持・珠非鉄二金材｛：1．を口：i要部フ♪に採月］して，構造を単糸屯化し，耐久i生を川加し，性能向．ヒに新規軸をもたらした．以ド妬型屋外田穆客2；：○、ζ計概し念，梯田造動｛乍才♪よび；，λ影ミξ�g果を、説HI］する・．一：麦〜LL機　・VoL　23　　Nf）・　2　・IE．ハ5・1A．’一■■■L．h，v”与AA⌒、、ノA2，設計概念　　屋外断路器として要求せられる性能を列挙すれば，お　よそ次のようなもので，これらの諸点を充分考慮して設　計しなければならない．　　a）頻繁に数年間使用しても操作が円滑容易で，氷結　　等で操作不良にならぬこと．　b）通電容量が充分で，接触部の温度上昇が低く短時　　間故障電流にも充分耐えること．　c）塵埃・異物によるとか，長年刀の問に酸化，腐食　　等によっても有害な温度上昇を来さぬこと．　d）変圧器の励磁電流，送電線の充電電流あるいはル　　ープ電流をある程度まで確実に遮断すること．　e）絶縁階級に応じてそれぞれの衝撃電圧に充分耐え　　ること．　さてe項の絶縁協調の問題はJEC−125断路器規格を造った遮断器標準特別委員会その他で使用電圧に対して適当な碍子およびその箇数，同相端子間距離すなわちブレードの長さ，ならびに相問距離等を審議されているのでこれによればよく，またd項の変圧器の励磁電流等の遮断能力は上記の絶縁距離をとれば，開閉能力の限界は主としてアークの伸びる方向における接地部とか他の導電部とかの距離によるので，取付方法の不具合がある場合以外はある程度の遮断容量をもっていることも明かである．a項の操作の難易に関することはブレードの機構によるが，これが選定は通常の場合，および氷結のような異常状態でも操1乍しやすい能力によって決定すべきであり，採用されるコンタクト形式の如何が影響する．いままでの製作納入経験から断路器の設計で最も考慮されなければならないのは主としてコンタクトとブレード機構であるので，以下これらについて述べる．　コンタクト　ー般にコンタクトには3つの形式がある．すなわち2面問の平面と表面コンタクト，球と平面間の点コンタクト，円筒と平面間の線コンタクトである，面コンタクトは新しくて綺麗な間は定格および故障電流に対して適しているが，単位面積当りの圧力が低くなって腐食を極度に受けやすく，現在は主として屋内用に用いられ，屋外断路器には採用したくない．点コンタクトは単位面積当り高圧力にできて低抵抗の要求に合致し，定格電流では都合よいが，大きな故障電流が流れる状態では・・ンタクトに隣接する金属の量が少いので，熱電導で逃げる熱量に制限があって損傷なしでは流せない．これに反し線接触は熱伝導に利用されるコンタクトに隣接した金属の量が本質的に点接触よりも多く，したがってより大きな故障電流でも損傷なく熱を運び出し得る．また1図は上述の各コンタクト形式の接触圧力に対して接触抵抗がいかに変化するかを示す曲線で線接触が同じ接触圧に対して接触抵抗を低く取り得ることを示す．たとえば長さ1inの線コンタクトは1in平方の面コンタクトに比して接触　新型屋外断路器・新井・樺沢・小橋抵抗は約112ないし1／3である．すなわち線コンタクトが屋外用断路器にもっとも適した形式である．1図はまたどの形式のコンタクトも接触圧力を増加すればある範囲（鎖線に示す）までは接触抵抗を下げるのに効果的であるが，それ以上増加してもあまり効かないことを示し，かえってコンタクト面のつぶれ，かじり等の損耗が大きくなって有害になるから接触圧力を与えるスプリングの強さには，使用されるコンタクト材料によって一　−reの限界がある．しかし露天にさらされるコンタクトは氷・塵埃・腐食あるいは酸化フィルム等を破るためには充分な圧力を加えてワイピングさせる必要がある．このためにはコンタクト材料は銀あるいは銅のようなやわらかい材料では，かじりや損耗がはげしく，とくに銅は酸化被膜を形成しやすくこれにより抵抗が増し温度が上れば，急激に酸化が進行し，短絡故障電流の流れた場合も瞬時的に数百度に達して焼鈍されやすい．とくに火力発電所用の場合には煤煙のスラッジでワイピングによるかじりが多く，銀メッキ等は新品の間の気休めにしか過ぎない．また従来多く用いられてきた燐青銅板あるいは銅板は加工度の影響を受けるので，製造工場の違いや，製作ロットによって，一定の硬度その他の機械的性質のものを入手することが困難である．従ってコンタクトに支える圧力が一・定で表面硬度も一・定なコンタクト受けはさみ板は製作しにくく，そのために従来はべつに背後からスプリングで押さなければならなかった．べつのスプリングを入れるためには，これを入れるケースが必要で，このケースは塵埃・氷等の溜りとなり故障の原因となることが多い．ゆえにコンタクト材料は抵抗，化学的活性，硬度および焼鈍温度等を基礎として選択されなければならない．最近鉄合金が熱処理によって機械的性質を改善し得るように，銅合金でも同じことが適用できないかと広範な研究が行われて種々の時効硬化性合金が発見せられている．このうちから種々試作試験の結果「コンタクト受け板」材料としてA銅合金を，またコンタクトにはB銅合金を採用することによって，上述のような従来の不　　807e］60ξク　5e卜抵4”抗　　Je｛pg｝　2e19oθ　20　40　su　Ee　ee　吻　　JM　μ〃　　宝コン9クト庄↑］1封酌A…　1tt×11e面コンタ　ク　　トB…半径ltl長さ1，t線　コンタクトC・・半径1，，点コンタ　　　ク　ト1図　コンタクト形式とコンタクト圧力，　　　　コンタクト抵抗の関係Fig．1．　Relation　of　con伍ct　fomlation　　　with　contact　pressure　and　　　　　COntaCt　reSIStanCe．〈103♪3具合の点ならびに各種の変求を解決した．これらの合金はいずれも1，000．C位で焼人し，500．C近辺で焼戻をすれば所要の機械的性質ならびに導竃：8くが得られるもので，A銅合金は導電率40〜5�J％，抗張力70〜80kg／cm，硬度ショァ30〜40，弾性係数11，000〜13，000kg／Mm2で，これで「コンタクト受けはさみばね板　を造れば補助ばねが不要で，これを囲むケースが無くなり熱処理で自111に機械的性質が変更できるので一’定圧IJ．硬度のものができる．　またB銅合金で・1＞タントを1担しば硬度がノリネ・し90以上でしかも導電率8�J　．96’で，いずれも本質的に焼鈍あるいは腐食しにくい理想的な材料である．1表は銅，A銅合金，B銅合C＞の各板を25�J℃で1時間空気中で焼鈍後の硬度の比較を示すもので，銅は焼鈍前〉ヨア20位のものが半分の10位に減少し，A銅合金．　B銅合金板は何等変化しないことが判る、当社の屋外断路器の：コンタ7トは以上述べたように，熱処理にて自由に機1こ成的性質を改善し得，導電率高く焼鈍腐食されにくい特殊な銅合金材料を使用し，かつ］う備あるいは補助的に銀メッキが施してある．1表　　コンIxク　ト材’料の25げC　I　ii　ll｝川燐鈍・後硬度工ヒ較材　質銅A銅合kB　銅　含　全焼　　鈍　　前・三ア　］8二2°シ　．rア　　　　32．5〜36・・パ．！ネ’t　　93’〜lf川イ．ブレード機構焼　鈍　後le〜ln．5：11・〜3493　プレード機構は高圧力の線コンヌクトを形成させるために最近の高級屋外断ls“，器に採用されている1ンタクトを「受けはさみ板」に入れてからn転圧接させろ2段モーション方式を用いるが，これを従来のクリップ式断路器と操作力を比較すると2図に示すとおり接触圧力を同一とした陽合，クリップあるいはブレードの長さ．乙に新型は11ンタクト幅の半分1iこ此例する．すなわち旧式の？リッソ．あるいは使川電圧が高くなればなるほどフL一ドの長さが長くなってVN閉に要するjlが多く必｜要となるに反し，新型では使llj電圧には無関係で借かの操什力で開くことができ、ソい一ドは！ンタflト圧］Jが解放せられてから動くので，軽快で，氷結等の場合も大きなワIJ　“’1）K蹄h『「搭P！三一　メ）・1−Nl＝2（　ρ，i、t　　　μ　摩際侍数、　三一ミ．バ・EliF1，t　i／　　2図　桁旧屋外断路器．ノ）操作力」：ヒ較Fig．2．　COTnParison　of　operating　abilities　　between　new　ar）d　old　outd【）or　　　　dig．　cc）nnecti　Tl　gt　s　xvitehet：．4↓1f｝4）］Jをコンタケトに加えることができて楽に開閉でき，投人に際して￥，「ノンタクト受けはさみ板．1にはさまった　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A雪や氷をたたき出して完全に技人できる．ただこの一ノ’し一ド機構形式のものの設計に当っては操作をより軽快ならい力るにはピンやベア！Jングの数をできるだけ減少しかつこれらか直接露天にさらされて腐食，塵埃，氷結等で，その機構を失わないよう5．一ス内に納めることが必要でもる，また高圧の4）のはコUナ損失を招かないようにできるだけ突起部分を少なくすることが好ましく，余分のしバーあるいはリンクがケース外にあると氷結で操作不能となる恐れがある．以上の点を杉慮して当社の新型屋外断銘器の／レ〜ド機構は単純でできるだけ動く部分が少く，流線型化されている．　3図　卜【LskV6eUAV　匹｝4」断路器F堰．il，　Ts・pe　V　disconnectillg　s、vi｛ch　　　　　　S↓Ls　kV　6｛川A，A一「T三　　　一プーT一、メ＿．甲」　1［c＝‘−11亘　−T一｛．�k　‘一一一1rf1｝lr　・：1　　帖　　　ノ　　　　　　　ー『　　　　　　　ド　　　　ドペ　　　コ　　　　リい一　．　．1　捌　　tl；・2　；　　！　　　　　　　　　　　’、｜↓1　　　　　．∵一一：：−1》1　　　　　　醐．こ・．　；　．：　　　　　　　　　2、！ibU　I　：］．“、’Ab　　　ミ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　タニこロパ　　　f，！↓ぷぼユULF・i　．〈1”；．“｛．］111it，5Vt｝　　　　　　　　　　　　t　；　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　4　　’〔　　F　I　　　　　　　　　　　　s，7　A定F；V：｛，．d｝　（v｝．−6・洲ll：lll：：「聯�lll：一固．，w▲．；：1：：：i　　1　　　　　−！−i唖　i・・1　“（i・　2・m　・・　　　ヱい三、、　洲　1蜘一体田　　　ぷ‘　　1：ノ川1畑ニーHd・・1・：／t・4）　？．　；’o　「．・1，ぷ）り　　　L．1川く1　　　．ノ1｛1‘‘．；T．1　fitb　　　｜、t9’）“　　　；川）（）2．川a　　　　　　　　．；．701［↓．tHH‘　　；三．1・11t　　［．→q‘）　　1／t｛｝　　　7’t4Glp亘　∴　　　　　4図　v型断洛器クト形ll’法図FLgr．4．　Di川en・i・n・い｝・P・Vdisc・nnecli・いw｛tch・1髪電機・V《｝1．28　N‘｝．2・1954．N⌒AAA3，V型屋外断路器　V型断路器は一ヒ述のように諸点を研究して従来のVL型に代るべく開発さ力た竪切りの回転碍∫�d型断路2器で，動く部品は3つしかなく，’／し一ドとヒンジ．芝えをつなぐ可焼導帯オ、なく，露川したコンflクトは1つのみという単純な構己でしか］，無駄のない動作をするので操作が軽快確実である．3図は80．5kV，600　A　3相組立写真で・」ttナ形成の恐れある突出部がなく流線∫1；1此され洗練された外観を有している．4図は各定格電圧に対する外形寸法図である．　構造と動作　取付べ一スは鉄板を2段に折り曲げて造ってあるので従来溝形銅で造C）　）i’Lたように鉄構に取1・1けるのに，べつの取付アングノしが不要て便利一ごある．碍1’柱は3つでこの取付板の．・端に‘Ilンttソト受けはさフ人板，と端子板を頭につけた碍子を置き、これからフし一ドの．ノレーキ距離だけ訓］1て摩擦の少い軸受で川転ミ碍jtを£え　｛．6s）kV以一1：はに軸受人O　’）このヒにフ’い一ドのついた・・ウジングかあり、これと他の端J’一を取1寸’できる導指；兼保持連結金具でいま1つの碍J’・柱が立てられる．　・・ウジング，導帯状連結金具等｛士いずれも耐食性の銅rヤ金で導帯兼連制金具の一ド裏側iこは，69kV以上のものにはフし一ドの重さとカウンo’tパフンスする発条が．V・tてあるので開閉動作てフレードのいかなる位置で4）ソし一ドの市：さによる余分の操作力を必↓／要とLない．動く部品は5図に示すように3つで，すなわち　　　／．　川転碍丁と操臼；腕　　　2．　　．／し一　ト1とゴォ　・一　ソ　　　3、　ハウジン・ゲである．　ノし一トは・＜li　一一ttのパアiJンソを［Tki（’1）してハウジング内にぺり，その　’端｝につけてノちるノォー一クが川転碍ゴ頭にある操1’1；腕をはさ，・1でいて　lli［転碍1”が「i．1i）i　Lば操作腕が動いて，フt−’／がフし一ドのベアリングを中心にして川転するのでノし一ド定端にあ；：’1’iたいコンfXクトが回わる．6図はこれらの関係をぷす、説川図てハウジ．ングの内側には操f川腕の先端につけた1ノーノが転び得るに充分な幅と深さの溝がある．この溝はイ〉｝三部分と傾斜した部分かあり，A図はコンタクト閉の場合を示す．川転碍1「・を川せば操作腕が’寸cl∠溝に治うてB，　C図｛川（プc諺　　‘i・kゲぜ∂」＼垣、1．、一一一コー＝i一5図　V型じ1．「・ト断路器到く部品Fig．5．　Moving　Parts　ef　i＞’pe　V　　discOlmecling　swi［ch．新型屋外断路器・新井・樺沢・小橋・當雑曝麟〔講；鞠・�l�S・閉一　，：”lsC　コンピタト　　圧力開放蕊D�f立　　6図　V型屋外断路器動f苫説明図Fig．6．　　　OUtdOOr　（liSCOnnect’ing　SWitCh．111ustration　of　o［）eration　of　tyρe　V｛　g　　　　鵡寧麟剖蘇　　　　�n．t’t轟撰εビ馳1．“ge濠騨膠　　ミ鯉ぷ、、．ぷ騨い7図A閉路　7図B　開閉途中コンタ　ク　ト1正力ftfi・h・f，（・り状態7図C開路7図　11．5kV600AV型屋外断路器Fig．　7．　　11．5　kV　6〔｝O　A　ty「｝e　V　《）utdoor　　　　clig．　u（｝nnec　t．ii・9　switch．（105）5のように滑り，これをはさんだフォークが回転してブレード先端の平コンタクトが回って「コンタクト受けはさみ板」の圧力をゆるめる．この水平溝で回転碍子は約27．5。回転し，さらに回転させれば操作腕のローラはD図のように傾斜溝に入るがローラは水平方向に動くのに対して，溝が傾斜しているのでハウジングは導帯兼保持金具に止めてあるヒンジスタッドを支点として立ち上り，ブレードをおこす．回転碍子が90°回転すると，操作腕ローラは傾斜溝の最終位置Eに至リブレードが全開垂直に立つようになる．閉路させる場合は全くこの逆の順序で行われ，7図は11．5kV，600　Aのこの型の断路器について開閉動作を示す写真である．すなわちA図は閉路されている状態で回転碍子はまだ回転せずブレード先端の平コンタクトは，「コンタクト受けはさみ発条板」でしっかり水平に支えられている．B図は碍子と操作腕が27．5°回された時を示し，平コンタクトは傾斜してコンタクト圧力はゆるめられ，これからブレーキングしてブレードがおこされる所である．C図は碍子が90°回転されてブレードが全く垂直に立った所を示す．この開閉機構ではブレードの位置および平コンタクトの角度は回転碍子の回転速度により定まり，従来の竪切り断路器のようにブレードを「コンタクト受けはさみ板」を取付けてある碍子柱に当てなくとも動作が完了できるのが特長で，プレード等に無用有害な衝撃等が加わって曲ることがない．ブレードの端と導帯兼保持金具につけてあるハウジング用ヒンジスタッドの頭の間には8図に示すように高圧のセルファライニングコンタクトを形成するように「く」の字形コンタクトが巻発条を介してボルトでハウジングにつけられていて，電流はこれを通って他の端子へ流れる．従来は細い撚銅線で編んだ可擁導帯が用いられ，細線なるが故に腐食しやすく，しばしば故障の原因となったのでこの欠点を除いた．すべてブレード以外の動く部分はハウジングの内に密閉されているので塵埃が多い場所とか，工業的ガスのある所とかの特殊な環境で使用されても，長年にわたって動作機能が，使用されている特殊なコンタクト材料と相まって長年にわたっても劣化することがない．4，H型屋外断路器　H型屋外断路器は当社が長年にわたって製作してきたRH型，　HL型の製作経験を基として幾多の改良を加6（106）8図ブレードとハウジングおよび導帯兼用保持金具間の電流通路　F輌9．8．　　　Currentpassage　　　　betweenblade　　and　　housingand　supPorting　metalfitting　in　combinedwith　conductor．　g図　161kV800AH型断路器単極Fig．9．161　kV　800　A　Single　pole　type　H　　　　disconnectin9　switch．8／・アア一一一＿一一一一一一　　　一一一一一一一一一一一一ウ34・seO−IL　’oo［籠匡巴霊［霊　　　　　　　10図　H型断路器外形寸法図　　　　　　Fig．10．　Dimension　of　type　H　　　　　　　　disconnecting　switch．え，独自の開閉機構を採用してできた水平切の断路器である．9図はこの型の代表的なものとして161kV，800Aの単極外観写貞で，碍子柱3本のうち中央の回転する碍子柱頭部に’Fコンタクトを回わして線コンタクトをさせる機構を持っていて，操作軽快，確実，保守容易かつスマートな外観を有する断路器である．10図は各定格電圧に対する外形寸法図である．　構造および動作　べ一ス上rc　3基の碍子柱を等間隔に建て，両側2基の固定碍子柱にそれぞれ固定コンタクトがあり，中央回転碍子柱頭部に平コンタクト回転用の機構が取付けてあ　　　　　　　　　　三菱電機・VoL　28　No．2・1954A，一，一，b．」�`A●●’、A＿⌒A一A｛　　　　11　図　　　・ノ　レ　ー　　ド｜1［lll・tx機‡，Y｝’llrts・i’刈Fig．　I　I，　Schematic　c｛iagram　ol’bladぐ　　　　　　r・ta亡ing　mechaniSm．自転軸　　12　図　　H　　’ξ±‖訴ll1；÷21；：t’t・　一　ド1「ll‘曇’機構Fig．　1’！，　Type　ll　disconnecting　switch　　　　　bladc・　r｛｝taii．19　mechanis．　nユ．�Dレ　　　　　　　　匡「ぷ�_ミ9庄子　　　　　　　　／『＼ー��一P　tダ　　　　ト、ド’ーにぼ・、　　　　　　　　　　　　「川路三〒部．累　　　　　　　　　　　　13　図　　　Il　ic：tl＃ii’JIS｝t；勾梁f’レμ各1疋｜　　　　　　　　F1．L［，　ll｜．　　’F＞・pe　Il　clisconneしting　S“itch　　　　　　　　　　　　　　　　　・peratlng　deviceる．　　二u「）｝ミ箋W毒｝i　11　図、：・jk一づ一kう｝こ、　　／　し　一　ドt’こ剤」弓蛍iljのノし一トξえと些に固定された案内ピンがあり，ピンの｝1己端にitノゾンーンう・ぺ］「てあ一．，て，操作輪の溝に沿って軽く動（と同時にノし一1・が日転して／プ角度変るよう｝viオリう｛�a十「相卍各｝？1；’・　月｝目i・　賄ぼ尺　・　’］、tl喬になっている．12図はノし一ド回転機構の写貞である．まず開路状態ではfsi’しばねの力でフし一トの固定ヒ�dは，つねに操作輪の溝の一方に引き寄せられていて，・ノし’一ドの刃先は垂直よりβ角傾いている．13図に示す如．く投人操作で中央川転碍J”柱がt〔角回わされて，ブし一ト1が両側∬1｝（・柱の固定コンタクi・に人れは，ゾレードの水平方向の運動はrli｝），さらに中リミ碍J’・ki≡をβ角lu卜ψ｛すればーノし一　1・｛．よ　〆8『角IQi［Lilt｛lkして【占1’定『rンタ　ク　トに圧接する．固定．rンタrfトの上ド’｝《行面は，ソレードfy’；／3「《自IU．　ftt”！L・ノニ：Pこ∫態て“｛まド1111｝こメ」」〜ヒカヨil入、りて“きる．開路の場合には，まずlii　tJIL一川転碍1”ti≡が回わされれぱ9，上記投ぺの場rこと反対に刃先が垂直の圧接位置より　β’∫flf4”｛し、て接｝旬〔川；ノ」を肖眉り：Lて｛妾iノ冒路す一る．A閉路位置B　コ　ン　タ　ン　トfEノ」角名放　　　　　　　　　　　　　　　　C’　1〕諸bV6f；月好｝　　　　　　　14　図　　　H　　兀望断X各器コ　ンタ　ク　トJP多i，莫llfi　l鱗F19．1・1．　Typfi　1｛disc・nnecting　switch　circuit　begins　　　　　　lり　open，　scqUCnce　of　f（｝rlnill　At　c‘，nt三tct・（107｝7　案内ピンか動く操作li而の溝は閉路の時、急激に操作Lた場合に．慣性でノし一ド刃’Eがll11転しないよう動き始めの部分の溝の形は、ttlててあり、また閉路最後の位置を決める川転碍jt柱のr装作角度が多少不同でも，ゾレート刃先の回転角度には影響がないように最終位置あたりでは水’ドに近くしてある．また固定’�dタクト部に一ノレー　ド刃先がたたき込まれる時，碍J’一柱と平．1ンタツトに無理な衝撃を与えないように色I」のIl　kがしてある．すなわち1一コンタクト受けはさみ板．の取付には14図の線　．1＞タクト形成1順序を示す写真に示すように矩形板の突起のある受け板をつけて、平コン’」ソトは線．T＞タクト形成に必要な1川をヂ1’ちつけないように線’fンタクトの背中を突起板の角に当てる．こうすれは／’レードは45の角度で当るので引つけの力は力学的に分けられて減少してユつの力は軸方向にil！1転せしめ，他の1つの力はプレ’一ドを一・端は1：横，他端はド横ヘス7イデングせしめる　］こうに働き，これを受けるコン’sクト受けはさみ発条板の発条作用と，川転碍子柱頭部の機構中の借の傾斜《�jが何効に働いて，衝撃が吸収せられて．ノし一トははねかえることがない．碍1�c柱頭部のt＄1：Stlには球形の蓋を取付けて．雨水・塵埃・有害ノゾス等の浸vlvを保謹L，軸受ピンηの給油点籟も不要でまた無用のレバーヒン等か外部にさらさ才Lていないので氷結等て動作不能iこなることがな　く、流線型化されているので：luナ損も少い．また川転碍1�c軸部は摩擦が少：、雨水・鹿埃から充分保、度された構造としてある．d］5kV以1：は1沖lh受入）この断路器　もV型と1司様に動く部品はド記の3つのみで機構が単純　である．　　　］．　　1日1｝挺云イi〔｝1’一，　」莱1乍1輪1とJi）1　II多　ki｛i　　　2．　　一ノ　し一　ト’，　’／　し　一　ド支えと　ビ　ン　　3．　　匡≡しはオ〕　以上説明した；Cうに、操作力を合⊥Ψ「白に利iijし，機構．ξ！．毒市＝＝壁て．：1；．竺百丁璽　誇埠一幕一丁註曇�a　　　　　！‘」1舟｝　15図　80．5kV　4〔｝o〜　1　．21　）〔）AV　frii！断路器3相据付．図Fig．15．　［nstalltttion《）f　tiO．5　kV　400〜1，’tOC｝A3ph．　　　　type　V　disconnecting　swirch．8（1081量　量　量暑＝＿一．．＝k−一．一蓋＝二山16図　8旧kV40U〜1，2（戊（｝AH型断路器3相据付図Fig．16．　Installation《｝f　80．5　kV　40（1〜12（〕OA3ph．　　　　　tyi）e　H　disConnecting　Switch．17図　手動操　　作機構Fig．17．　Hand　Operatingniechanisin．　　A錠前付17図　B手動・・．ト’【挿人に無理がないので操作軽快で、とくにこの断路器の二1ンμクトに阯用した特殊←イ料と相まって，耐久性のある断路器である．5，手動操作機構　15図はV型．16図はH型屋外断路器の3相据付状態を示す図面で17図はその手動操作機構の写貞である．開あるいは閉の位置では操作ノ・ンドノしの差込み穴に蓋ができるようにな’．てイ♪り，さらに蓋を日いた突起金具が三菱電機・Vol．28　No．2・1954A〜A一●AAA、1”一Aあって，これにピンを差してかぎがかけられるようになっている．操作の場合にはこれを外して蓋を明け．ハンドルを水平ノノ向に差しこんで川転すると，断路k，、に連結してある操作棒が川転する．この操作棒は太い鉄管でで♪ぴ》18図　圧縮空気操作機構Fig．18，　PneUIllaticoperating　Inechanism、　　A　手重lj操作中　　18図1う蓋をとった∫り〒LAMP　回路を直（慧煕ヨ1∴，m／t−一一一一一一一一一一一一t−一一一一一一一一、」一一一一｜9図　断路器圧縮虐気操｛1三機｝；樋り作，況明1断路器閉ン）状態｝Fig’19・　IlluStrati｛〕11　0f　pneuma亡iC　operEltillg　meCllimiSln　　　of　disconnecting　syv“cll　〈、、’hen　switch　｝n　closed）．新型屋外断路器・新井・樺沢・小橋きていてよじれること4、なく，断路器が高い鉄構に据付けられている場合は，途中に文え軸受けがあり，最ヒ部に各相の川転碍］�c柱の台を連結した：ノ・LVッドを動かすしバーの軸受を具えている．通常各相を結ぶ一．’しtlッドは碍．r柱の両側につけろが，34．5　kV以ドは片側でよい．故障入rε流が流れた♪豆合に’グレードがとび川きないのは1二述のような開あるいは閉位置で，かぎをかける穴がてきてドll川こは動かないからであろ、遮断器等とインタLtックする場合には頭部に自色ランプのある電磁石入のtt一スを背中につけ，遮断器が開で閉路する補助コンt＞（”トを直列に附勢して，インタUックを解除すると1司時に，白色点灯して操i［≡”∫能なることを・バす．ハンド・し差込穴の臼（は必要ならばカバーf・1の川転ドラJ，式の縞助スイ・チを置いて，インタllックあるいは聞閉の遠隔指示rこlllいる．6．圧縮空気操作機構　18図は圧縮空気操作機構の内部写真て，19図はその砧造動作説明図である．　下部に気貯槽がWl｜1向きに置かれ，このヒ中央に電磁弁で圧縮ツ巨気を人れて横向きに動かすピストンのあるシリンダがある．ピストンは左右対称になっていて，両ヒスFンを連結している中央にピンがあり，これにより頂直に立てた操作ll曲のレハーを動かして回転せしめる．この操作軸のド端には扇形’ド板がつけてあり，これが・緒に回るが閉閉のイン）（　1rックのためにこの扇形’F板の両倶1におちるピンがある．このピンは屯磁弁が動作すれは制御弁で，圧縮空気により1−1げられ，またこの制御弁は一卜部につけた板で補助コンタントを開閉して，圧縮空気をさらにシ1いグ内に送り込む．すなわち開路竃磁弁が附勢されれは，開路制御弁に圧縮空気が送り込まれてピンを一Eけて扇形平板による1・ックを解除し，ヒ部の補助スイッチで赤の信号灯を消し，同時に圧縮空気をシIJンダ内1こ送り込んで，ピストンを動かして操作軸を回転させる．操作軸が回路の糸Xる位置に連すれば，閉路制御弁の1：ンか扇形’1く板から滑り落ちてVソクし，同時に制御弁1二部の補助7xlツーfと、操作箱右隅｝こ取付けた操作軸に機械rl勺連結された回転補Uノ」スfッイ・の’ンなクトで吉の信1ノ灯がi’Sik］すろ．閉路の場合はこの　20図　】61kV8uUAH型断路器接地機構lFig．20．ユ61　kV　80｛｝ATyl）e　H　di・’c（）nnectin9　　　　　＄LN’itc］i　krroUlldingt　In（べllallis｝il．d的）CjBコン！x’／ト圧力角グ〔放A閉路中　　　　　　C川路終了　21図　接地用プレード機構動f’1三順序説明図Fig．21　　111ustration　of　operating　sequence　of　　　gr・Unding　bladcJ　mechanism・反対の順序に動作する．手動で開閉する場合には操作箱上部のハンド’し差込口の蓋をViJくと、自動的に電磁弁附勢回路が切れ，同時に開閉剛｝i」御弁のヒンを持ちあげて，扇形’ド板のインタT・ックを解除して日由に操作ができるようになる．ピストンは加速終端で，回転操作軸へ〕違ノミな回転力を川さないように圧縮空気を逃がす工夫がしてある．またシ1）ンダ’配管その他が冬期凍結しないように，スヘースヒータが操1乍箱中に収めてある．標準操作気lllは4．5　kg／cm2であり，開閉に要する空気量は開閉1回で3．51で気貯槽のコッ〃を締めて動作しても3回以1動作させることができる．10（110）　22図　接地機枯インタ［1　．ノ’「Fig、　22，　　（〕r《〕unding　　Inechanism7、接地用ブレード機構　最近は送受端の線路開｜別器には接地川フレート機構をつけることを要求されるのが多い．20図はH型161kV，800Aの断路器に，動作軽快な接地川．ノレード機構をつけた写貞である．21図は動作順序を示す写し1［でA図は閉器中で操作用の水平プ・い・ッドを押すと，B図のフ・しttッド終端に入力たヒンがビン溝を横すべりLて！）ンケレハ’一で．／し一ドを4511覗とこし．コン々ケトばね仮から解放される．さらにプ・しvットを押・己は，C図のように’・「レードは回転をカム機iigifで停止して倒れる．閉路の場合はちょうどこ力と逆の1順序で動作する．−fし一ドの白重の影響を無くするように、ヵウンタバランス川の巻発条が，≒『一ス内に収めてあり，フし一ドがいかなる位置でも止り，かつ軽く操作できるようになっている．ただし69kV以下の場合には，接地川ブレード機構は普通の’／　23図　80．5kV600AVII膓断路器3相操作中Fig．21S．　80．5　kV　6〔｝O　A　3　ph．　Type　V　diseonnecting　　　　　　　SWitch　UIldeτ　｛｝P（・τati（♪n．　　24図　161kV8〔｝oAH型断路器3相操作中Fig、24．　161　kV　800　A　3　ph．　Type　H　disconmecting　　　　　　　switch　Under　oper．atiOII．二菱電機・VoL　28　N｛，・2・1f［54A■AAk」一■．．＿AA2表ll尉｝｝1　　電汁じ　　　‘　−HGI分・‘IA）II．25lL55！60（｝St］255　　tt2．：）h　　t！4．55　　rf温度1：｝1’11つ8n・5kV　6nl［AV型断路器温度ヒ冒・試験成績表　　　　温　度　測　定　位　1匠　（cC）　　　　　1川目『．t’　‘．’コ　、　’“　’ttt　’t　　　　il、、渡　　1　　2　　　3　　　4　　　5　‘　6　　　7　　　8　　　9　‘10　　ビC’1　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　−一．t5．5　］5．5　15．5　15．5　15．5　15．5　15．5　］5．5　15．5　15，5　　15．51235‘23．5127．527．5　30　　23　12：e．523　　2：L524128　　28　　：｛2　　3コ　135　　29　　2833　　3L）．5　1t7．5　36．5‘．11　　3：S　　l　　　　I　　l：II・1　　：］3．5　38　　コ7　　．IL534　　32」628．5　24　　29．5　　173］．5　33　　27．5　32　　　17．533，5　28　　：｛L）　　　17．515．5　16．0　2日．5　19，5　2：1．0　16．5　1・L5　16．O　IO．5　14．5o1　4こ｝i　　l1−一L一　一〒一一「一一　一一一「−一一　　　一一一一、一一一＝1」1T一一←一v一　　　｛三二｝一一一一　一一　　　　噺◇　il一ノ＿＿r　一＝　＿　一一　一一．一一一一一一　一＿芦一　Stt！．　」一下一つ一一　．ま’　l！β　　7一’　幽　一，＿．　　13表　s川5kV　LnOu・Y　H」紘斯バ�g混｝庄ヒ日・試験1茂恒去肛一ll目｛｝］・2345t；78．・ゴ澱鰯1　　　　　　　−　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「E　亡汀LI8．5　18．5　18．5118．5　1　R．5118．5　1　S．5　ユ8．5　18．5　］8．5‘　1，veO14表　IGユkV　8朋AH型‖；斤路器による30、〔脚1｛VA　　　　　　変圧器励磁電流遮断試質記燦式　験癬　「’）一22　］2’221三23釧乍（｝o日」琶弧1暗問　　CStU｝12．8553、36．戊IV、13．354．05．6lw）1　．3　．5511．GO5遮　断f，z　　｝�g12コ58e｜1｝l　lZi1　三塞度1．45m．’，eclL35111’sec1亨i；：一全Pilイ‘εli♂亡65⊃励磁電流L53　A　｛B8　kV）一，ll’i［！li変「E｝｝：；　二！o，r｝0｛lk、・’．A．2　≠「　V　‡‘r「紡ミ　　　　　　　］5｛｝・75　5｛1．25k〜「’13．2　k〜’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　負荷変圧器30，0f｝〈）1くVA　3相変圧器　　　　　　ユ68−161−154一ユ47kV．「10．5　kV：ご；ば蕊，主｛．！｛．迎ぷ．榔こll騨懸璽醤ぷ課　　　　　　　　　　ヤてプ　　　コ　　　ぞ・・一一　　　’　9幽∵’tt．’t3i‘’ISi．“in　　　’　　．　　’tt　’部�b！が：tcs　　　ハ1‘「‘ミ‘、s，1．・’：：’｝　已　　　t＋こ＿L≒ド，，t1：a’ieqEft『kトw∴：　　「clil燃iS7L？ご元　　　　　　　　　　　　　　　　一　一．一　　　　　　　　一　一．　〜畠r1　｛｝　　34　　32　　34．5　3・t5　2・4　　3．］　　31　　33．5　37．5　18，52−（［　　33　　31　　i35．5　35　　26　　34．5　32　　31〕　　363　〔｝　　35　　335　36　　．3ts　　27　　35．5　：S：！　　34．5　374（）5036tl：S4．5　！7．5　37．5　29　　　　　　‘　　　　　．e｝　　　　　　　　　　「T　　　　　　　　　　《1　　　　　　　　　　1J3　7．　i）　35　　37　　39「t　　　　　”　　　　　〃　　　　　〃温度　　　　14．5　11t．“　16．O　l6．0　7．5　16．0　］3．5　］5．5　17．5巨｝1・　　　ユ．！t｝｛｝1g　　l・ソ0（1　　　ユ，↓）vo工f｝．5　　1．o臼り21．5　1，000「「　　1，0〔）〔｝f；’i：’　’顕三「幽，．享rc滋蟻t蘂’　　　！　：　Ttt、号　一t’iLv　きyy丁？r　1；、ゾニ．lilパベ．’・］、！a　　　　　　　　　　　　　　「’「rJJ、〜一A一・｝，�d　’一〜　　＿占．ゆF二轡↓’−m二謬一＿A　25図　拓】kv　St｝｛［Arr　Ft｛！断路1｝：；に］：；1：：1｛［，りu＠kVA　　　　　　　　　変圧�g1励磁這i元［．1囚祈’�d況Fig・25・　・Xv｛Lial　examplc　〔〕f　b“lal｛mg　c・＼clling　CUI・rC川　　　‘）∫3［），oo｛｝kvA　il・こUbf‘）rmCr、、；thユGl　kv　80nA　　　　　　　type　H　dheunnectillg　s．　“’itcli．紡型屋外断路器・新目二・樺沢・小橋　　2δ図　ユ611｛vSOuAII｛・t断路器による30，（）｛｝OkVA　　　　　　　　　変rl：器励磁電流遮断r武験す／ロ　　1“ig．・26・O，；ci日・19ttllll・日・r・・k｛・9…．…　。X、hi。9　　　じur］’t−nt　ot　：lo、c　）Uf，k＼・・A　n・ansf〔ノ1・me圭’w［th　IGI　kV　　　　　　　S｛レ｛）▲＼　tyPe　｝l　dlSt・Onllect；119　SW“ch。リソ’式で⊥記のような2段モーションの〃式は採用しない・ぬ回レ・−1闇i・rと一鞘蕎川繊構のイ、タu・ソ’／は22図に・」・すllうに，　Ill・1機構操作棒セ、こそれぞれ揖のある日取を川，二の溝に一づが人り，　iu［　b一には人らない連絡板を人・／Lてfンヌ［・ソクする．たとえは線路側が開路さ］，1れは、線路側操作Tl：につけた川阪の溝が連絡阪のぼ置にきて接」也lilノレート機儲1の操1乍朽ξを1川わせば，連絡板の端が円板の肪から川ると同時に他端か線路側操作析の川恨のはの中にぺって操作が可能となる。すなわちこうナ］1は接地側と線路1則とを同時に閉路することが困難となる．●↓111）115表　　k’・’ト断・路，器の1用1男能力限度（JEC−125　にょる）’，1三　手各　電　「F．dくV）　　3．45　23　34．569〜80．5　161i’ilili］1｝1，じ、星ド1瓠il　　（n1111〕　5∩f｝］，（．∬．｝01，2001，Ro｛ll3，f）Of）以1二　ft〃肪λ　依ll’竜　流　　｛A）10144A充電電流　　（A）30222　1鯖痴ぢ：・一主5草電閤；とイ也の構；巴笥力づと」）h｜111肖化は，　村IIIIt］．1、〔〉胡［離よ・戊　．たきくし．，と（に上方には他の構造物ガ　い’2，のと’t．　　　　　　　　27図　ア‘liW社にて　　　　　　　　　）｛・c｛ミ｜「｛試5竃！いcs．）　V　　Iil　l「i斤11各嵩L≒Fig．27．　TyPe　V　disc〔川11ecth三g　switcl］　u］｝（lt・r　lcst｛．，l　　　　ice　f・・τn副畑コこlt　XX’es．　ting，hc，uSe　C〔川il）ally・8，試験　新．型断路器川」発に際しては，各種の試験が行われた．23図はV型8�J．5kV　6f）O　A，24図はH：型161　kV800Aの3相操作試験中の’ノ元：真である．コンタクトに使用した特殊合C二材判・はその効果を発揮して、500川操Vl’三，試験｛麦も；↓k；」」U”）土左ll〕虫二V犬il，Liと1・三とんヒ；昏小↓をぼ忍」うづ三　　コンヌ　ク　ト　q、カ・じ．り杜］奉［三等：オ；く　吝トi”iじL［1［11．も機｝・戎r［勺iこなんら5艮’「置を認めなかった．2表はV型80．5kV　60（）A3表はH型　80、5kV　1，000　A　のMl乏L昇i1式験のデータで，いずれ］，各部の湿度｜1　5r　it一はJEC−125のla｛度以内で・ある・また20，000A　2秒川の定格短‖寺川電流試験もなんら溶着：1ンヌツ1・抵抗変fピ”．t・の問題もなかった．25図は当所で行一ったH胆161kV，80U　Aによる30，〔〕O〔｝kVA変月．1器の3相励磁電流遮II訴「，∫［験の光景三138　kV　1．53　Aを4表のデータ才ゴよび26図ar）1：　［tに示1．とオ♪り・　1掲椅�_主｜U．351n∫secで雌【脈・・肋している・すなオ・ち1・45m，！secでは］栗「｝1∫1’】度　12、11　，　c．↓s　位・’（”［刀れているが1．35　mlsecの開柏｛速度でI　L　1度切れた電り］iが再び続いたが54c．’‘s　58でWJ　1した。5表はJEC．125で保証している屋外断路器の開閉能力限1．正である．27図はアメリリW社にて行われた同．一構造のV型断路ξ�gの氷結操作12（112）：試験1白の：ノメ↓ぼて“，　カ・カ・る膓1犬「崖’C“も充フ〉」架イ乍口∫fi旨一（i’あることを証明している．9，特長N▼　！1・i！，　H　．1胆片圭タVl弩甜名嵩きσ）才ぷもな］寺」ξを＞ifs　iずオし七［’1．　　　−1ン‘タ　：ン　ト音κり）‘のキオll3こ1−tよkA処J！ill　i　i∫fiEな牛与玖ξのSlti］　’i　S一　　金を用い，長年使川しても腐食・焼鈍等劣化しにく　　く，’−1＞タクト受け部分の構造力こ簡単になって，ご　みや氷雪がはさまって一1ンーflクトばね機構の機能を　おとすことがない．2．　’ノレート刃先が固定r了ンタソト内に投入し糸冬って　から　ンカト圧力を1ルこ，また・！〉タケトを1パ　解放した後においてフレー1刃先を引き川す2段て　　一シ　三1　ン　」亡のkN十一｛igt’ごあるプここ6ナ梁W三｝よきネ，訂）てiF．f．i’Jk一で　　ある．3．　プし一ト刃陀が固定コン7ソト内において同転　　し，：」ンタクト11｛’jJを生じまたは除くノ∫式であるた　　めに’tンヌ”ト面は接触に際して払拭作川を伴い，　　つねに清浄・接触を保つ．4．　　重りく剖ll｜1∴はただ馳3つて三糸H　Axさi［てS．一コり，　機ト苗力：i直　　純で摩擦が少く，操作力を合理自勺に利川するので軽　　”1，据付調整が二楽である・5．　□llナ形成を招く突1｝li部や、ギ’ヤー才♪よび蕗川し　　たリンプレ’・1一等がないから凍結等の心配8）ない．6．　　日日究三江；唱；：カこな�dNのづで日嘉食ペソ｛波姓］す一ることに二よって　　定期的に取換える必要がない・7．　コJべての紬受畠1はプノ　ーあるいはスリ’一一ノブ’ソシ　ユが人れてあり，必要な場1り〒はに軸受を使用してある．10，む　す　び従来尉＋断路器は他の発変混所機器に比較して告鞍であるのと，多少操作がfgr．いとかコンタクト焼付きで4）送配電に致命的な故障にはならないから｝1了要度が2次的だというので，これが購人に際して性能品只につL・・て充分な硫拷慮が払2・）ALてないようである・高級なトづ’料を使用してできた性能のよい断路l！：こは必然的に多少の価．格の高いことを認められなくてはならない．当社の新型屋外1析口名渚こは1析1名29イミメぐの‘莞♪X使命を：，9及Lて新ll’む汁されたもので，と．くに：」ンタクト材料として従来採目jされていた銅あるいは燐青銅阪の使川を1蘂して熱処理可能な特殊な銅合金を使用することによって腐食・焼鈍・かじり，’i・の劣1ヒを防いで新規1‖睦開いた．さらに動く部品を3箇に集約して機構を単純化し，無用のしパー等の突起部を無くして1三要部をケースド・］に人れ、凍結で機能停止あるいは館外気でのll抵を防き’『，高圧の場£この／1　1・　”｝1損失をi成づ二ることにIJVζJl）jした．　凸山E自3室よりの｝玉1隔｛別御」のたゾノに川1斎昌η巨〜式］栗11斗幾｛；緯を陽」チ芭したカこ、　酉Cζ�kそ‘ン）1也1呆るj：（1），1∴・、から電重磯操1・1・陶掴、要望さnLるので［［川∨綱1！を・・tf〆1≡中で近日発表できると思う・三±≡1琶機・Vol．28　No．2・1954AAA’AA54−10231ξV　1，000　M「V−A型碍子型遮621．316．57．064．24断口■命伊丹製作所　　　　　　　　＊　　　　　　　　　　　　　　　＊＊　　　　　　　　　　　　　　二：：；i、新井正元・五十嵐芳雄・平田康夫23kV　1，000　MVA　Type　M　Low．Oil．Content（〕ircuit　BreakersMasamoto　ARAI・Yoshio　IGARASHI・Yasuo　HIRATAItami　Works”””二⌒、　　　　　　　As　powe1’exPloitation　1）rogresses，　power　demand　at　cities　increases　to　requil℃　　　　　cjrcllit　breakers　of　high　rupturillg　capacities　at　medium　high　voltages　such　as　500〜　　　　　1，500MVA，11．5〜34．5　kV　circuits・Mitsubishi　has　been　producing　Type　V　circuit　breakers　　　　　of　vertical　flow　arc　quenching　type，　which　are　highly　efiicielユt　in　the　mterruption　to　　　　　the　extent　of　500　MVA・Based　on　this　experience　and　niodification　of　Westinghouse　　　　　Multi　Flow　principle・　Type　M　Low−OiLContent　circuit　breakers　of　high　rt正pturing　　　　　capacities　have　been　developed．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　MVA，23　kVで1，00�JMVA、11．5　kVで500　MVAの　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　遮断容量を有し，通電容�gはil午通800Aであるが要求に1，まえがき　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　よっては1，000Aのものも製作できる．通電容吊：800A　戦衡妙4の原動力である1醐開発が進み弓1川電プ濡　　のものは電磁操｛乍あるいはIE縮空気操1乍いず川．可能で要が増ノ〈し，送配電線の連繋その他送配電容．ぽの増加に従・て・1・5−34・・V級で…一・・…MVA畦す・　　　　艦軌遮断’容6tの迩断器が陥所に‘山求さft　t之、ようになった．　この程度の遮断器に1．ま従来鉄槽咀i111ぺ遮断器が適HJされていたが，必ずしもその性能｛k良好とはいえず，また高屯圧の遮断器の々Uく少川型の碍二子型遮三1断器ができないかという要求が多かった．　当社は従来中容縫碍子聾1］遮断器としてVertical　Flow型の他ノ」消弧方式を採川したV型遮断器を製作してきたが、　この遮断器は遮断容量500MVA程度ではロノ」型に1，　．1ら」Lない高性能て’あることはすでに発表＊したとかりである．　この経験技術を基にしてアメリカW社で鉄槽汕人遮1析器として高圧，大容川：遮断で好成績を収めているMulti　Flow型消弧室を碍子型に収容して，さらにノミ遮断容縫の低圧普通速度の碍一」�c型遮断器M型を1桐発した．以・’この遮断器の構造動作ならびに遮断楢旨を紹介する．1図は本速断器の外観写真で，2図はその外形・］’法図である．2，定格イ遮断器の定格は1表に・」：す如：34，5kV−C・1，500＊技術部荊器課」文　＊＊技術部1図　21｝M　1｛iO　型碍一子→li！！遮断器L・P，　kVユ、0（）o　MVA　600　A　　Fig．　L　TCvPc’2n　M−］c［n卜，w・〈戊il−eonte［コt　ltll　kV　　　　　l川りMVA　6りo　v　ciτClli日｝reaker．（113）　13L−L44i11蜘一一→β一型　　名AB10−M−50　　20−M−100　　30−M−150　1，000　　　　　　1，100　　　　　　1，200　3，500　　　　　　　　　3，700　　　　　　　　　3，900　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位rnm　　　　　　2図　碍子型遮断器外形図Fig．・2．　ApPe・ance・f　1・w・・i1…ntent　circuit　b・eaker・あるが，1，000Aのものは圧縮空気操作のみとなり操作気圧も7kg！cmXとなる・3，消弧室および消弧原理　3図A，B，　Cは本遮断器に取付けられたMulti　Flow型消弧室の消弧原理説明図である．消弧室は上部に安全弁，チェックバルブ，上部コンタクトを有する金属製の耐爆キャップを有し，’ド部は中間コンタクトと油の吐出通路を構成するファイバ板からできている．A図は閉路1表定　格型名定格電圧（kV）遮断容量（MVA）1’°・M−S°1望竺M−1当3αM−15°　　11．5　　　　　　　23　　　　　　　34．55°°　11・0°°11・50°一電流容量（A）投入容量（A）1秒間最大電流（A）引外電流D．C．100V（A）開極時間（60c／8）全遮断時聞（60c／s）油量（1）80063，00037，500　　13　　3．7c／s　　6　〃　420重量（油なし）�s　　　　　　2，550電磁操作の場合2，70012，850閉路線輪電流一　　　D．C．100V（A）投入時間（60　cXs）15029c！s圧縮空気操作の場合消費量（1）補助気槽（1）投入時間（60c！s）　712011c／s＿；14（114）耐爆室霊中向コン9刀ファイ八’一積層板�挙�路位置上部コンヲηト＼下部コンOηト／兼酷路部（β）闇路圃娼（c）閲路這中　　　　　　　　3図　消弧原理説明図　　Fig．　3．　lllustrati・n・f・・c　quen・hing　principl・・中の状態を示すもので，B図，　C図は開路順序に従って途中の状態を示す．すなわち下部可動コンタクトが下降するに従って上部コンタクトは背後のスプリングで加速されるが，ストッパのために動きは限定され，中間可動コンタクトのみは同心スプリングの加速で下部可動コンタクトと共に下降するので，1次電弧が上部コンタクトと申問コンタクト間に発生する．1次電弧は油の分解ガスを発生してその圧力で油をファイバ板で形成された通路を通って下部コンタクト附近の吐出口から吹き出さそうとするが，まだ下部可動コンタクトが吐出口をふさいでいるのでガス圧はますます高くなる．さらに下部可動コンタクトが下降すれば中間コンタクトはストッパで追随できなくなって中間コンタクトと断路部頭の下部コンタクト閲に2次電弧が発生し，ファイバ板の吐出口は一ド部可動コンタクト下降に従って次々に開いて1次電弧の発生ガス圧で油を吹付けて消弧する．上部コンタクトが中間コンタクトを追いかけて1次電弧間隙を形成するので開離速度が早いため，油の分解によるガス圧の立上りも早く，かつ2次電弧への油の吹付口および排出口は対称形tcなっているので不必要に電弧長を長くすることなく，速かに消弧し，消費される電弧エネルギは少く，コンタクト，ファイバ板の損耗も少い．コソタクトには銀タングステン合金が蠣付してあり，この合金は導電率をよくすると共に遮断後多少コンタクトhgfEんでもコンタクト押えの圧力でコンタクト表面が多少つぶれて接触抵抗が低くなるように若干硬度が下げてある．上部コンタクト，中間可動コンタクトおよび下部可動コンタクトは充分な機械的強度と，良好な導電率を得るため時効硬化性の銅クローム合金を使用している．またファイバ板は充分ガス圧に耐えるため4隅をフェノールレジンの合板で造った棒で上部耐爆室金具に締付けてある．内部に発生するガス圧がある程度以上になると上部コンタクト横の安全弁が開放されて消弧室の破壊を防ぎ，上部コンタクト上tcあるチェックバルブは遮断完了後速かに新しい油が入れるようになっている．この消弧は1次電弧の発生ガス圧により油を2次電弧に吹付けて消弧するので純然たる自力型であるが，低電流遮断の場合は印加電圧が34．5kV以下で比較的低いので，補助的な油吹付用他力ピストンを使用しなくとも充分遮断が可能であるように工夫されている．4図は消弧室の外形写真である．　　　　　　　　　　　三菱電機・　Vol．28　No．2・1954A＿＿．L．貸，A凸tAN．Aへt””4．構　　造　5図Aは中間機構室から上の消弧室を収容した上部碍管，膨脹室ならびに頭部カバーの断面構造を示すもので碍管はフランジを取付けることなく，消弧の際の圧力が直接碍管に当ることを防ぐ保護絶縁筒で，中間機構と膨脹室を連結して油洩れを防ぐ耐油性ゴムパッキングを入れてはさんでいる．頭部カバーは点検時にはゴムパッキングを入れてあるフランジのボルトを外せば取外すことなくヒンジで開いて作業ができるようになっていて，遮断時膨脹室のガス圧が一定以上に増した時放出する排気弁を備えている・膨脹室には地上からよく見える油面計があり，消弧室取付用ボノしトを外すことにより簡単に消弧室全体をつりヒげることができ，点検が容易である．丁部可勒　断上部碍管断面図　4図　消弧室Fig・4・Deion　grids　　　chamber．　　5図A　20−M−100型碍子型遮断器構造説明図　　Fig．5．　A．　Construction　of　type　20−M−100　　　　　10w・oil・content　circuit　breaker．23kV　1・OOO　MVA　M型碍子型遮断器・新井・五卜嵐・平田中間機構は断路部を操作棒とは反対方向に動作転換せしめる機構部がある．5図Bは中間機構室以下の変流器室を示すものでフェノールレジン合成樹脂合板製の操作棒は変流器をよけて片隅に太いフェノールレジン合成樹脂管の中を通り，上部碍管内に遮断時にできるよごれた油が変流室に入らないように隔離されている．下部碍管は上部碍管同様フランジはなく，操イ乍棒と同様な絶縁棒でゴムパッキングを介して端子室と下部機構室の間にはさまれている．通常内蔵変流器は2重比で端子室外部で接続変更することにより比を簡単に変更し得る．下部機構は水平操作棒の動きを操作捧を上ド方向動きに転換するもので，碍管内の油が洩出しないように回転軸その他に耐汕性ゴムパッキングを入れて防いでいる．従来碍子型遮断器は各相別々にコンクリート台に据付けていたが，本遮断器は共通鉄枠を付けて3相一括して運搬据付できるようにして調整その他を簡単便利にした．5．操作機構　ア．圧縮空気操作　6図は本遮断器に使用された新型縦型圧縮空気操作機構を収容した操作機構室の外観で，機構が小さくなったので気槽も共通の箱内に入れることができた．したがって配管の全長も短くなり，無用の管路圧力降下を減じて圧縮空気エネルギを完全に用いることができると共に，　　　　　　　　　下部碍管断面図弓∋コ‖　　　　　」Ll　lドト怜　　　　　　　：　　，　　　　　　　’MWC↓1’YISAべこ・1ア▽’）一　　’＿Ktes，・中同9預油一，　下部導帯／伊ソシヨン＼／一ぺ’ぐ勺’x＼／’尋尋’r’＞ts　tt，　層一旦’　　r’一t1下部端子一＿　　　　　一〜≡≡≡一　　！一＿油フエノ寸o紙樹宏流き　　　　　　　≦，下鵬ス吝≒縣弓一　　　　　　　　　｜グ　i　■　　　　〜1　　　　ン　ムば　　操作俸i中同9ンη桟鍋紙樹脂管5図B20−M−100型碍子型遮断器構造説明図Fig．5．　B，　Construction　of　type　2（FM−100　　　10w−oi1・content　circuit　breaker、（115月5箱内の乾燥電熱器にLって品められるので弁の凍結等の問題を防ぐことができ，寒冷地で使用する場合も特別の考慮を必安とLな1なt）た．7図はこの新型縦型操作機構の構造動作説日lj図でA図は投入完」’位置、　B図は開路時で，C図はピストンが圧縮空気でド部へ才1｝ぼられていても関係なしに引外し白山であることを示す．　操作ピストンへL部シuンlx”’・ットから空気が人れ二・れるとド方への力か働きこの］Jがク1以ヘットに伝え6れる．このク11ス’xッドにはノレームのガイト内を動くU一ラを備えた≡ンBがある．　このガイト内を動く今1つのr1一ラのついたピンAはllッドーf一ンドからベルクランクを経て遮断器操作’S〈　’i’i　1rットにつながっている．この2つのビンAとBとの川には投ペリンクとカムリンクとがあり，この2つのリン〃はピンCによって連ねられている．このヒノ　Cを左万に押して遮断21÷を鎖錠するために中聞リンクがあり，ピンCとDとを結ぶ．ヒンDは引外白川レバーa）1：ンご二のし一一の先端にはv一ラを備えたヒンがあり，こkがトilガに芝えら．ゴ◎t、苔＼’�j」，　　　　　　6図　　圧縮空気操W・機枯二仁Fig．6�uPneum・t｛・・pe・Eltlng　m・・lmnism　ch・mb…れている．　iなわちこの状態で遮断器はソr1タtxットぴ）ノッチ部分とこのトリガによ一、て保持されるが，弓1外コイ・しが働きトリガにノJが加わると，トリガは反時計式に同転してt・・一’・から憎1，，り1外自川しパーはフ・し一vrッドに加わる力をうけて反時計式に回転し，この結果ピンCは自川とな一．・て遮断か行わカる．この状態は7図Cに示す．このとミ．リムilンクはビンAを中心として回転し，はりli　iiLたキ・Jカで．’・・イ・保持カムを押して，ク「1スペッドのノッ．i’Lご所をケVずすからピストンは1二部のスソリ：グに押さノ‘・：IS・一）f’る．全開位置に；圭すると5図Bの如（引外自山レパー−iitt，との位慣に戻りトリガの1：に［！一ソがの’、て再び投人てきるようになる．1、し投人直後ぷ筒内圧力のll：」いyきでも遮断はつねに確実に行なわれる．　この操作｛幾川∴長へjJを加減する2つの装置をつけている．1つは制珂弁につけられた絞りLストンで，機構の位置に応LてIE旅i�h気の入口を聞閉して投人力をIJI］減する．8図はこの制御弁の動作，説明図で，電磁弁を附勢すれは圧縮’吉気か；1川御弁”ストンを押し1ぐげて操作機構主ヒストンに圧稲空’え（を送るかその通路は2つあり，／っはねじ．こ流へ日のi〈きさを加減できt他の1つは操作機構の主ピーく1・ン・りll《置と直接関係のある7図AのピンBて投ぺ臼：程か膓《パ：・置まで迩んだ時に閉くLぼり弁があり，いたすらに投人速度を口iめて衝撃で消弧室その他を傷：らないtlうにLてし・る．電磁弁か消勢さメLれは制御弁はとじ．　じヒ川・ンのTiVI！，を構成するン§仔圧縮空ぷは排気弁を通、てすみやか｛こ排k（さゴLる．この排気巾ぱまた遮1新時にはヒストンヒ昇にkる’iリノタ〕ノ寸空気を排出しピストンの復帰を容易にLて速かに投ぺ姿勢を形成するようにたっている，　今1つはヒストンのド部につけらオした空気ダ’ッシュホットて投人完ゴ時のショッケを吸収するので，据付時誤動作でヒスト．を空打ちさしても壊れることはない．　引外機構の汀要1；「；のトリガはlr一ソと平面でかかるのAA’　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　ロ　ロ　　ヨ　　　　コ　　　コ　　　　　　　．ノ1　・〒、1三「Lき　　　　　へ圧ワラニ’う　　　　　　司　　　　1・c・ハ；ゴξ一＼　L：ttロ弍c÷∴三濱，熈！墨�d．・二・ビ・一’注≒「［1口　　　沽…　‘ご：�e，1∵　　　リ　　　　ツlf・’．II⊆］ご：z，・＿ε　　　／止∵二！ご1＼　　　ニ　　ら　　　　　　　ヒ1−一一1．1／1：．1　・・�j討二．、テ戸�`‘　　　　　．L　’Y．t　1　，af，：．　tt『｝　　　�d「kぼ〒　　　一「　」己き一一　　　　　11龍tL、．u　　　　　（1　　　　　パ　LTD・　　　　・．罰�eコ告ll寸；　　ヤニニテごでビ　　　ヨ�k舗ll一ト1”tへ二…i「iぼ　「�_．配‘1ド　　　　　　　　　ハ『’、こ≡・−E．、T−1’t、”UrIl1［［ヨ］　　ドL’L−，　T−　l　l‘　　　1．　＝三三〒，一糎華　二1‘‘：　　已r　　　　L」　な繧＼7図　圧縮空気操｛’L　　　機構説明図　Fig．7．　IUustraliα1《lf　pneuniatlc　or）erat’ing　mpchaniSm・＿At6〔116）三凌電機・V‘）L28　N｛，・2・j954AA二　　　　∴　　噺i／1芦重：｝FM，・ψ　　　　　　　　　　）4　’≒ILkl「一．　　　門．　　：「　・．一一「、歩き一一1’L　　　　　「］…，一皇三7・ンil�d　　�i　　19FFI＄111．・1−一・．一一一悶巳一一自　8図　制御，弁説明図F［9，8．C画rd　valve．　　r　　l＝アL薗〆　亥　　、ll沖　耳EF「二一一一ヲ　　　　　　　　　　ヰ主∴糞反方E・〔コ膓：・τ‘’：・ン：ゴ「で引外しは非常に軽く，振動によってト1）ガの．Lからローラが滑り落ちぬようにキャッf・をつけていて，引外しの際にはまずキャップ．を外ずしそれからトリガを叩く．引外電磁石は軽II［小型の塊状鈍鉄心を用い，主空隙の漏洩磁束を減少させ能率よくし，過流損による磁束の立Lりの遅れをおぎな”！た、手動授入にはピストンUッF’ド方のねじにジャッキをぺれて投入するが，これはもちノ，ん調整用としての日的にのみ利lilする、　1，電磁操作　発変竜所には相’1汰容妓の氾池があるので，これを利lijして宙磁白で投ぺできるようにもできる．9図は電磁操作の機構室の写貞でちる．ただし本遮断器は高性能を発揮させるためかなり強力な発条が使ってあるのでは人には直流100Vで150Aを要する．　10図A，B、　Cは電磁石k作機構の動作説明図で機械　　9図　2｛｝M−］朋型日子型L暖斥器電磁耐イ、n≡機構ゴlFig．9，　Typc　lL’O　M−j（）0　lo“，一・il−c・ntent　circuit　breaker　　　eleetrりma　km　c一いe‘｝peration　rnechallism　chaTnber．兀「］IT一ラとトljガとはふたたび噛み合う．ンドの位置は変化しない．閉路時は技入線輪を附勢するとノランジャーが下降し、2つのしバーは一一体となって時計式に同転し保持ソッチによって閉路fノ置に保つ．　したがってこの機構では閉路ストU一クのどのような位直でも引外しコイ・しが働けば完≦こに遮断でき，また投人線輪が働いているト5jはしパーが信なり合わないから再投人するようなことはない、この機構はトリガを千動で引外すこともできる．　圧縮空気操作ては投人時間は11CSであ7pが電磁操作の場合は29　Cfsとなる．しかし一sンメクトのできる寸前の速度はほとんど差がない．こttは近磁操作の場合は最初の力の立ち上りが電磁石の空隙およし1こ線1愉インダクタンスで遅れるからである．的引外し自由である．すなわち［1ッドユこンドに遮断器操1乍棒が連っており，引外し線輪が働くとトリガと引外し自山しバーにある【・一・との噛み合いが外れ遮断器の加速已ねに引かれて，引外し自由しバーは時計りil’1］に川転して幽］ヲiが行われる．（B図）この位置で引外し白川し・・一は保持ラッチを押しこれとピンとの係り含いを外す．すると復帰ばねの力により⊥しバー一は反時罰’式に回転してC図の位置にいたり引外し自川レ・ぐ一も［［　i．i転して　　　　　　　　　　　　　　　この時ロツドエ6．試験成績　1く遮断器で23kV　1，000MVAの￥）のとして行われた芥栢試験の成績を示せはド記の如くである．ア，開閉試験閉路操n三試験8i・tt　4乍　　ll三　　〇〕〔kg　Cln2）　　4．954．53．4直流電圧〔Vll直‘弄い口流｛A｝1投人時「絹（c．9．）11（）loo75o．144Io．510．814．8（A）投入完7面A子動担会竺ギ半1！輔二呼　L〕岬　　ifil屠ピ�d�dプ1∠一工主�d三川・／、・．‘栖顯燐養仁と一已⊇こ：‘・・ミ　　　　　　＋＼　　　　　　一　　‘　一西・・　一巴ニニ亘1llヌ恒恒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i　、　　　　目　　　　　　由　　　　　　　［レ◎v’t　　｛　　　　　‘　ノ目、i］JLr川．、　　　　　　／　　　　　　ノ　　　　　　ザ　　　　アニ≒遷鐙「−1＿LLk［1−　一”C一10図　電磁石操作機構動作説明図（・［EJFig．　ユU．　Principleし｝f　electromagnetic　（）perat垣111nechanism．23kV　1，00｛lMVA　M｝『り碍1�c型遮断器・新月：・五卜嵐．il’：田¢）川路1［1置　’　・ll、（117117一一．．．．一．．一一・…’”E；’＿”　開路操1乍試験直流電圧，vぷ諸働A一月剛1・・：・，．・儲慧速度　　　　60　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘　　　　　3．9　　　　　　　　　　　：〕メ｝1　　　　　　　　　　−‘　　　　　10〔．）　　　　　　　　　　　　13，2　　　　　　　　　　　　3．7‘　　　　　125　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3・5な才．500回の連続開【対試劇こは何等機構nor・こ異常を認めなかった．　イ，絶縁試験　ド記の絶縁試験を行い何等異常はなかつた．　　一　＿・・C・・分間・燥1街撃電圧’iS°慶‘　導電部分と大地川　；　　　　70kV　　　　　　　I6；1　kV　　　‘　1司　相　極　川　　S・▲kV（1L’O　V，，｝　　　　165　kV　　　　　　Nl　　　　川1　　　　　　‘1gskv山，°li’）．　注水1耐圧試験　　　導電部分とk地問A，C．60　kV／0秒iiiij　遮断試験直後　　　同相極間A．C．34．5　kV　t，　1．5　E）／01♪ili‘1］　ウL温度上昇試験　600A通電して最終川度｝才ll・｛よ気中にて測定［た結果は2表の如くで最高25．5．（）であるから，川中にて実際使用される場合はさらにこれ以ドとなるから」EC．57の限界には充分の余裕がある．　エa短絡電流遮断試験　当所50，000kVA短絡発電機を川いて遮断試験Lた康績は3表に示す4Uくで11図は遮断電流と電弧1i　！i：川をノVットしたものである．すなわち電弧時間は［1〔氾流から大電流に到るまでほとんど1．5c／’S前後である・とくに定格遮断電流25，000A前後においては1c／s以ドであって高速度遮断器並の成績である．印加電圧は約9，000A　　　　　　　　　　　　　　　3表　　動作責務　　　　｛｝　　　　o　　　　　　　‘　　　り　1　　　　（）　　　　ol　co　i　Cり　　　　l　　　　　l．）　　　　0　　　　0　　．・1分・0　　3分一〇　　　　〇　　．1分一〇　　　・3　分一｛，　［　o　　　il分・Cn　　　　　　　i｜8（118）　遮A．c．　　97211．L）6Vil、46t．｝　3．590　6，65（［　6，510　6，75〔）　8，7YO　Y．ilOO　8，U4｛’）　8，550　8，4501i4．7t）0‘］4，2｛｝〔［1ユ4・6°°25，6001　〃♪−CO　　‘23，5nf｝23，50（，断　電　流D．c．　｛s’in　9352．G402、，S80　9川　450　　し）6，73｛｝5，6（X〕1，7（▲〔｝3，4502，60｛｝16，400�d9〔旧］5，S｛〕04，4｛」O　　u9，800No．　1234567892表　温度上昇試験記録　　iLli；　　　　　分ヒ部導・吊：＝！　ン　　7　ク　　ト　，ノ　ノ〉・一耐爆室金只ヒ部コン’1ノ’ト」蓑中間可動・・ン・’7−i1・下部IJ動コンtx　f・　1・コンタ7卜台下1〔；｛；導帯温度上与1・（DC）　　15．5　　10．O　　lL5　　　25．5　　　22．5　　12．5　　19．5　　19．5　　15．5迄は23・Vのj”　i3倍の…Vで・そ杣［・26脚A迄は23kVの対地電圧相当の13．2　kVで遮断試験をLた．過度川復電圧の固オコ振動周波数も設備の摸」係で10Kc前後にな一．，コているので，対地電圧にドげて試験してx！）現場では線路のインヒータ’ンスその他で固有周波数il，低く，また制動作川もあるのでほとんど等価に考えてよい．　12図は遮断試験後の消弧室『9ンタクトおよびソァfパ板の点検写真で消弧弓こ一ノァイ．バ阪は炭化した油が多少」ξ面に附眉し『．：いるがほとんどやせておらず，コンタクトの損耗もkだ試験続行して差支えない程度である．13図はこれら追断試験の代表的オシL’rでA図は20kV9，220AでO、　B図は132　kVで23，500AをCO責務i−．一＿　↓一一一．L∴1で．［　一．．−1　．一一一「．．．t・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　・．t’．　wV∫Lに　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　囁　1　　　　　　　［　　　　x　　　s・／1！・．巳F戸　　一一一一　一’　　　．　一．一←　s．it、．．t．i．　　『　　　　　　　lI司　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　”y−一一一　　�`・．．’￥i・．　　　・a・’　　　　．・　　　　　　　．　　　　一．th　　∫日　　　　　　　・　　　　　　　．．j　　　　　　　　　　　　　　　　這瓢i駈　ili　　；1・11図　2〔トM．・1〔加碍・・j：・型遮断器　遮断電｛允Fl9，　H．　Typ・2〔1−M−1｛lt）1・“，t，，il．c・urem　circuit　break・・　illterruptillg　curreni　、！．　S．　arcing　till］e　eharacteτistic．20M．1ue型碍・了二型遮断・器短絡電流遮断φV験成績（A｝「”lri1，ISO　i3二604、5uo1、6006、6506，51（16，75011．05｛｝　‘1〔［．86UL，　．、ltt　1，s，L）lo9，22｛｝‘S，85｛．｝22，1ぴ．）L4，40〔）121，500　‘26，（）oo23，5｛）（125，500給�j電B三lkv］2｛，20y｝2川202U2013．2］322020201321321iS．2132ユ3．2132川復電圧　〔りL））　97．9　94．8　93．：子　96．．］　88．6　tS6．2　9ユ　9＆5　96　95　　95　　95　　Y5　　95　　95．5　　94　　9．　lt　　Y2遮　断開継3，43」53．553．50：3203．203．Ol｝3．55：／．453．83．Y3，9：｛．83，853．93．953，153．4時　川電弧1．〔151．71．11，05ユ．7Lll．oユ．oo．952．21．：ll．51．：10．75（．1．80．551，↓）0．8（c〆．s）c｝．｛．．154，85・仁654．554．94．34．り｛）4．554．4u6．｛）5．25．45．1・1．64．74．54．4542L　一上’　　　　　　　　　　　　LJ竃弧時間特性固有川復　　　　　　　投人電流　　　周波数　　（A、電圧　　　　KcL6E　　　　　5．5L6El．5E1．4EL：SsEL5E1．57E778．56．5611L47El　ユ1ユ．56EL33E｜．46E‘1．43EI．43EL39E126Ell5．96．1629．18．79．o一：菱電機・Vol．28liS、2↓旧37，000　　1745．0｛〕O　　lNo．2・1954AA；こ、●AAAA．．d．．12図　遮断試験後のコジx　’・トJt−sよびフ．f’fバ　　　　Fig．12．　Contttct　and　fibTe　a「tPI・’　楓康舌考tナ¶＃ト　　ダ　　’　　戸　　‘　　ぢ　”♪　　÷　　9　　＞　　、　　P　　呼　　‘　　タ　　民　　◎　　’　　＼　　べ　　v　　y　　ソ　　〉　reaking　tests．、　　　◆　　　ル　　　イ　　，シ　　　5　　　与　　　鯵　　　噺　　　く　　　、　　　∀　　　■　　　，　　　メ　　　《　　　‘　　　‘　　　■　　　　　　‘　　　，しノこも9）て’：ちる．　オ，充電電流遮断試験　4表は・￥ヤ・・ンテー1ハンクtr　j　Bいて23　kVの対地電川相当の13．3kVで充電違流の遮断試駒ミを行った成績で30A，　GOAおよび／0�JAの各場合とも再点弧なしである．14図はこれら充電電流遮断試験の代・表的オシuでA図は13．3kVで10A，　B図は30Aの場合である．　カ，特　長　・｛〈遮断器の・ヒなろ］寺長を列予すれば．一一aSin。．．．一一一．．．．．．．L．．．lt＝：縞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1tt”t．t’＼�`tt　　　の　　　　ゴ　ぬ　　　　の　　　　　　の　　　へts丙�`�k門汽　に蕊や・，w　　　：．：〆．物．一　　一’　・・．，、．．ジ、州■囲“∵渓濠砿鰐撚、1，．；�_：マ，＞E／1、1・　’　　　A　　20kV　　9，220∠〜　　（，　　　ぴ事噺ヰ〃∠’s　　　．　融・夫’此　∀る’＿∵♪’；’　　　’v’「∨　．　’v　�u　v　v　。　if＼一N∧、∧Aへ．・、IAVV一一一一一一一一一一　ぴ〜�`∵∴∵∴∵∴WV、いゾV〜へ／　　　　　　　　　　　　　　　ヱ　　の　ロ　ぴ　　　　のこ　ロ　ほ　　ロ　　ロコ　　の　　　　　　ltfi　v・トノ＃　　　　　　　　　　　P−一’”て∴二∴三�cひ�`1咋・蒸鰺・慧　B　13．2kV　23、5UO　A　CO　　　　　　　　　｜3図　短絡電流遮断試va　」‘．ンtl　　　Fig．13．　Oscillugram　of　short　circuit　current　illterl一し11）tsen難購叉�k二∵三“いンン≡こ‥’‥‥…ボw　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一「m−＿Pt°＿＿°一．一．．．．■■t，f’，　　．／〜〜〜〜己駝警薄へく・：II∈1、ミ・、　s「�d：‘ft　　　　　，nl　　　　⇒　　　　　　　　　　　　．　，ト　　　　　　　　　　　　　　まv　’v　ざ　くノ　・　vi∧　　⇒　　’　　メ　爵，．」．．一”−i■■トーrWPtv〜∧wβ∴∨　∴∴〜〜ハ∴ペノ〜〜　　　　　　りむノベ　　　　　　　　ゆ　　　　　　の　　　　　エ　　　　　　　　ヰ　　　　　　ー“’n“t　即ヘ　　ィ∩ぬ．−x　　＿’．（．1’）遮断容沽が．尺きい．従来当所で製作しL　きたV型碍子型遮1判1器は遮断容娃23kV　ては500MVAで半分しかない．（2）電弧時間が低電流から大電流に5iる迄　・　様に短いので竜弧エネノしギも少く，riンタ　’sトその他の損耗も少い．C．3）　ド部碍管に変｝‘［器を内蔵すろ事ができる．（4）川弧室の点検が容易である．C．5）共通枠のヒに3柑取付けてあるので運搬　据付がr二1ほに’容易にできる．“D縦型の新｝lil］圧縮空気操臼三機構を用い，小　型動作確実とし．同一・函内に気槽を収容し　て配管による損失および寒冷地におけるパ　ノし．ノの凍結等を内蔵甘E熱器で防ぐことがで　きる．7，む　す　び“’ri−＿“tsama”ptpmwwぷ丞’　「ぴbv4t　　　M　「、　i　；t　A　　13．3kV　　lf［A：：：lueL：：：＿LLYL−　　”▲ふ…’『畷ノVXy‘ts〜〜ぺ討�h∵∨∵f・．　Zf＿へA芦ゾ♂ψ♂瓢ゾv�h〜〜1へ八　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロー’　，一・・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．．”　’tt’−1獅〜〜〜〜∧。ハw〜〜へん∧x，i∧A〜▽W璃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一二　三7B動‘作発弧点弧計（kv川A）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　お　　　　　　　　　　　　エ　　　　　　　づ　　　　　　　　　　　　　　　　　　w”i　　　　　、・　丙　　　　”3−rwv各η13．3kV　30　A　　　　　　14図　充電電流遮断試験4．〆LtFig．14．　Oscillogτam　of　charging　current　interrup1｝011．　4表　2nM−’ユ00型碍子型遮断器充電τ｛了流遮断試験成＄81t再点弧数　　給与　遮断　　遮断時・川（c、S）　　処；1ゴ氾ば　　　一　　　電圧　電流1　．聞睡　　電弧0000〔｝0ouOoOO（｝り0000�JuOOu〔戊13．313．3ユ13．313．313，313．35050303t）1｛｝103．753．83．753，753，753．75｛．｝．40．2〔」．41），」o．20．05全4．154．04、ユ54．153．95：〜．8極川　C側2．〔）OE　1．OUID2．00E　l．00E2．0（）E　ユ．U（）E’．1．t｝〔IE　1」川El．72EO．7yEtt．n6E　工．oeF．‘23kV　1，000　MVA　M型碍子型遮断器．新井．∫川一i，hい・1く川試験（相VJti’tt；1tl　以上に述べた如く23kVで1，�J00MVAという碍」�c型遮1断器としては比較的低圧，大遮1祈容量のものの開発に成功した．なお］ミ遮断器は34．5kVでLsU｛〕MVA，⊥L5　kVて500　MVAに使用できるもので，従来鉄栖型油入遮断？lllの使用さ力ていた分野に代ってi・tl’IFjされ、ることと信ずる．しか！，遮断性能は上述の如く優秀で，鉄槽型汕人遮断器と⊥’ヒ較すれは竃弧時同が短く電弧エネノL　・1・も少いので・tンタクトの損耗もはるかに少い．また1次電弧の発生するガス圧で2次電弧に油を吹きつける自力消弧方式を採用Lたが小電流に．主？いても竃弧時間が長くならないように［lkした．連続閉閉試験の結果は本遮断器の機械系統の信頼性を証明してむり，遮断試験は当所の5U，OOO　kVA短絡発電機で実際に近い状態で全遮断容�gまで試験できたので定格遮断に対して充分安全であることを保証できる．また充電電流遮断，試験の成績から現場においては再点り瓜零を期待L得る．　本遮断器閉発に当り協力を賜った当所工作部の各位とくに，第1L作木村副，i果長ならびに中村検在訳長おLび棚1試験係長に謝意を表する．↓119［　19＿＿＿■＿一＿54−11官同性能工レべ一タについ621．　876てA本社　木　村　武　雄：ユ名占屋製i乍所宮城　晃：i：：i‘　’高村　明：i：：｝：・大野寛孝：i：；itti：・道橋　武：i：：Et：1：Elevators　of　High　E伍ciencyHead　O缶ceTakeo　KIMURANagoya　Works　Akira　MIYAGI・Akira　TAKAMURA・Hirotaka　ONOTakeshi　MICHIHASHI．A　　The　prime　requisit　that　enables　elevators　to　be　called　truely　e伍cient　is　hightransportation　power，　which　predominates　over　many　other　qualifications　deemed　to　be　vitalto　modern　facilities．　To　attain　this　aim　thorough　studies　on　floor　to　floor　time　mustbe　made　rather　than　nominal　investigations　of　operating　speed．　Based　on　thisconception　various　experiments　have　been　conducted　at　our　testing　tower，　especiallyon　the　relation　between　comportable　riding　and　runlling　time　to　find　a　new　ideal　speedcurve，　and　as　a　result　elevators　meeting　the　very　requirement　have　been　completedby　us，　being　worthy　of　repartillg　hereln・一1，ま　え　が　き高層建築物の縦の交通を封）・つ高性能エレベ・一タは総合輸送能率が高く，乗客の待時間が短く．乗・心地が良く・安フご静粛で，意匠が近代的で建物と良く調和し．かつ信頼度高く保守が容易担、のでなければならず，そのRalは建物の価値にkきな影響を与えるものである．　三菱電機では長年の経験とたゆみなき研究に基き，先に新丸ビ・し1印噛期肝ト，人阪第」ヒ命ビ・し3＋治の歯車なしエレベータを納め，わが国の代表的工し・パータとして好評を得たが，最近には専売公社ビ・し3台，丸栄百貨店6台等を納め，さらに引続き多数の高性能エレベータを製作中で，この間に種々の研究・i凋査・改良を行ったので，次に輸送能率と乗心地を中心としてその概要について述べたいと思う．2，輸送能力と床から床までの時間　エレベータの輸送能力を表わすには般にその・rレベータ群が5分間に輸送し得る乗客数で示す．　1台のエレベータの5分間輸送力はZ）（］2m　＊機械技術XISS2・＊＊技術部　＊＊＊．1：｛’1≡部　　　　　　6�Jx5×（1周毎の乗客数）　　　　　　　’ド均1周時間secで示されるから，輸送能力をIlげるためには，まず1周時間をできるだけ短縮しなければならぬ．　一般に公称速度すなわち最高速度の高いエレベータ程表定速度が高く、1周時間が短くなると簡単に考え易いが，実状は必ずしもそうなっていない．　いま容泣1，000　kg，川入「コ有効幅1，000　mm程度のエレベータについて，ある階で戸が閉り始めてから次の停止階で戸が尺部フ♪開きカゴが完全に停止して乗客が乗降できるようになる迄の時間（床から床までの時ifSj）を調査して見ると，1・dじ公称速度でも1表のABC程度の差がある．　1停止毎の平均損失時lllj　tr．は，目的の階問を全速で通過した場合に比べ実際の運転のように起動，全速，停1Lの順序の運転過程を取った場合に余分に掛る時間で乗客の出人時間は含まぬ、　したがって　　　S＝1周運転距離m　　　〃；1周運転停1ヒ階数三菱電機・V《）L28　No・2・】954⌒⌒”’“”一．．．．’AAAA1表　公称速度と床から床まての時川　容昔1．（削｝kg　　　　　　床から床までの時間sec公称速度　‘1］1　mu　n　　　　Al5（）　　lB　　　　C12090ABCABcA二　最t，短い例B：　　やや短い例C：　やや長い例周同∫ef15elae　　　ド皆「IH　3．5111　　　　　　　　　　−一一P’＄11：’f珪　ci）−1｛ク」匂　　　　　　　　　　　　損失時間’L各　階　1階飛12階飛6．58．410．46．58．410．46．58．410．47．8　　　9。29、7　　　　11．311．7　　　　13．38．↓）9．71L79　．811．5】3．58．8　　　11．110，7　　　　13．012．7　　　　15．05794．56．58．54．16．18．1W社の標準値をとった．当祐；大阪第一叱命に納めたものは大体この．値になっている扉は中リミ開きて着日ミ時間中程度のもの，±たは扉が片開きで着床時間の短いもの扉は片開きで着床i日｝問やや長いもの詩讐日　　1図　1周時川Fig．］．　R・und−tr｛P　tiTlle．各運階転‘亭ri止i±へ　　　∫一乗客川入時間（乗客1人当り出ぺ�`Dsec　　　ノ・＝1周運転毎の乗客数　　γ＝公称速度　m／sec　　　　T二　1　J［il］［1寺lill　　secとするとT−　i＋　・1t・，．1・・’t（1）1表に示した各種のエレベータを脚ぴ《10階の建物で種・；の運転加去で使川した場合高杜能⊥しべ一1・i（ついて・木村・宮城・高村魯ノく堅∫・道橋’￥f句も　ξβ．デθi：ijt．／／　　二．／trLニー　s　1；rtt　t．川川46川ラ嘗，Ell當；　　　霞　　　　2図　5分間輸送力Fig．2．　Carrying　capacity　in　5　millutes．　　　定員　13人　　　ノ’　　各階停1ヒの場合18人，その他の場合13人　　　t　　乗客1人に付き川人r闇’2sec　　　階間距離　3．5mと仮定して句式より1周時卜111および5分間輸送力を計算すると，1図，2図の如くなる．　この図より次のことが明かになる．　（．　1　’｝各階停止または／階飛び運転の場r†には，輸送能JJはほとんど床から床までの時間で決り公称速度による差はほとんどない．その極端な例として各階停止の場合には90Aのエレベー’／は1．50Cのエしべ一タの142％の輸送力を持つ．これを判り易くいうと9．　0　m／minのエしべ一タ2台で］50m／minのエしべ一「i　3台に近い輸送力が得られ，設備費はほとんど半分ですみ，さらに据付向横の減少による建物の有効面積の増加等を考えると経済効率がはなはだしく異ることになる．　したがって頻繁に停止するエレベータでは公称速度をむやみic高くせず，床から床までの時間を極力短縮することがはなはだ屯要である．　（2）　1周運転中の停止杏文が減る程公称速度の影響が人き．ミなるが，それにもかかわらず9、10階lj：急行運転においてさえ90Aのエレベータは150　CのエレベーX’とほとんど同じ輸送力を持つ．この例によっても床から床までの時間の短縮が大切なことが判る．　｛3）］．50　m，’minは急行に使用して始めて効果が表われるのであって，　・般川には120　m　’minで充分であt），いずれにして8）床から床までの時間の短いものを選ぶことが重要である．3．床から床まぞの時間床から床までの時間を分析すると3図の如くなる．（IZI｝21ピー−i　sニー　三　　斗吐　　　　3図　床〃・ら床ま∵）時1肺つ分析’Fig．　ll，　Anal｝i（，f　rUm｝illg　time．　（1’IOt｝r　｛（レfloor）　Aは戸が閉り始めてから戸が閉り切一、て外から同けられない状態となり．これを確認するドアー接触が閉じるまでの時間である．　Bは，ドアー接触が閉じてからエしべ一’sが日的与向に動き始めるまでの時間で始動時同と呼ぶことに『1一る．Rは，エレー一タが印炉∫向に動き始めてからr欠の階に完全に停止する迄の時間で走行時II三壮呼ぶことにする．走行時川は己床が川想的減速1目1線に治って行わ加た場合の加速，．’定速，減1到寺問の刊ICと床を合才・一‘i．るた’）に延長する箭床時間一Dにフ♪けられる．　Eは，エレンミータカミ1ヒってカ、らドア…ヵミ∫辻後び）75nlmキ残しほぼ全開し釆三力どん！ん川人十るkうになる主での時間である．　床から床までの時川Fはこれらの和であるからこれを短縮するには，以ヒの各部分につき無駄を省き11．「甲的に1時間を短縮しなければならぬ・　1表に示した15｛〕Aの例では各階停1【この場合　　ノ1＝1．1sec　刀＝：0．75　sec　C＝3．9　sec　L｝，一（）．5　sec　　E＝・0．2secである．4，戸の開閉について　戸の開閉時間は1〕｛から床までの時川の．1〈きな部分を占めるからこの時間をできるだけ短縮しなければならない．戸を閉める速度はく、ちうん乗客に危険感を与えない範川でなければならないが閉めろ途中に急速Pj滑に反ll江して開き得ること、　ならびに運転丁：の不注：意で万一釆客を挾んだ場［にメ、取客に危害を与えないようにできてか力は思ったより速い戸が何勺．の危険なしに実川できることが而誘忍された．　高速度開閉に1よ片開きに比べ川尺1嗣こが種せの点ではなはだしく打刊で、多少出人111隔が狭くたる］刀合で］．かえって輸，玉戊」を川大できるから高性能エレベーヌに｛一吟げlj的にd唆開きをi”jす・L−である．　4図，5図は当汁が最近開発して人阪第”i．，，il．専売公社ビ・し，その他に納人したAA型戸閉装置の動作を示すオシUで，川尺開き，i川入ll幅22〔IZL，）LOOO　mmの場合，閉1．25　sec，開1。13　secである．　行程の中間｝こ」？ける最同速度をむやみと高くすると，戸の運動エネ・Lギが過メ（となって反転が困難となり，万東客を挾んだ場合にも危険であるからこの最高．速度は安全な範囲内に収めり｛｜速および減速を急速円滑に行って弓こ速｝1；1問を延し開「U時間を短縮している．　速1乏制山は糊・］｛llの速度比の変化と直流電動機の多段制御σ）組合せに，kっているから加速減速がはなはだ「q滑でrlやカ．1が動揺することがなく，とくに閉り切る手前の！�g♪て時問がかかったり，逆に停り切らないで大きな音がする仁うな二とがない．　閉’�dる途中∵たり遅れた莱客のために反転して開くことが多く，また人を挾みかけた場合には急速に反転できろことが必要てちる．　AA咽戸閉装置ではとくにこの点を考慮して運動系の慣性ノ∫を極力減少すると共に反転の際機構弓一1で衝突あるいは，’�dテfングが起ることを避けるため全運動系を　WとLて駆動電動機を発冠制動し次の瞬li］1］さらに逆方向の起動ノッチを眉‘Lたヒで開くようにしたので，すご．．、る急’主川滑に反担1し，戸の衝撃音8，ほとんどなくすることができた、　電動機の同転数をとくに低く選んだため電動機の慣性はpfに此べて川題なく小さくなると共に停竃の場合そのま生で軽く戸を聞くことができるようになつた．閉める途中で反転して開い易合には全開せずに1また途川から閉めることが多い．この場合に戸が半分以⊥開いた位置から閉かね川題｛よないが，わずかに開いた位置から閉めるkうな二とが起る．元tcJ　｛閉の後半では看動機1ま制動機として動作しているから行程の終り附1丘で一・旦停められると急速には閉らない傾向がある．これでは高速ドアーと1、・・いにくいのでAA型では位置スイッチと時限装ぱ．．1．．．．　　　．．‘r．．．．1．．．、．‘1．．．．・．．1・・．．，・．、！一．・，．．1・．・．一［．．・．，．1・．・．”li・・一・・‘・．1b　　　　ご「�dし：　」冊‘［　’・日」†　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ：o：；自〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　苦　　　　　　　�ni一　＿　　　　　∠］　　　　　　　　　　　　　　　月・Jti’・ど　f　．　t　　　　　　4図　AA型戸閉装1”亡オシ・v閉F　igr．4．　Type　AA　door　machine　cc　Opeゴ’tested；　Nag‘）ya　　　　　W・1’ks　center　Ol）enin91．000mm・．，1，h、，．．‘，．，　　．，1．　　　．，151励「　　　「「ば　　　ノ．ヒ．t：，Jぴ15（！5ρS；．：こ恒　・1　　　　　　　　　　　　ぼ：ト〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・’励励　　　　　1　Vh＝−Pt21VA“＿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　�`w−L−）Met8f　Pgrminδ｛　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　賦夢パ．γ、　へ　，．．A　　　一い」ナ∬r8‘1ぱ，・愉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／　　　　　　　　　　　　　5抑ひノ�hr一　　　　　　5図　AA型戸閉装世オシ・r・閉Fig，　5．　Typv　AA　door　I1ユachine“Close”tested：　Nagoya　　　　　　W・・rks　center　Olハer血．9　Lnf［n　mn1．：菱電機・VL｝L　28　Nり．2・1954AAA●⌒AA、r＿Aとによって，　この場合にも敏活に1膓ljじらオ1るようにした（特許出願中）．　戸閉時川Aは戸力；閉り始めてからトアー接触が閉るまて・の時間で，戸が閉りWJ−．1てか6⊃錠がかかつて外から開けられない状態になりドアー接触か閉じるまでの時間もできるだけ短くしなけれはなら1」．　なお戸締りにしバー機W！lの死点を利川するだけで錠を使用しないノ∫式は長年の川安了法状態が保てるか不安に思われるので当社では安全確実な錠スイ・・チ方式を採用している．　次にエレベータの浩床運転中に戸を開き始めることは能率的にも感’覚的にメ、優れているが，ユレベータの着床運動とうまく同期させることが頂要である．　安全の見地から種ピだ験してみると戸が約700　mm開くまでにカゴが着床すれば満L」の場ζ†でメ、危険はない．　なオ♪戸が最後の75　mm程度まで開けぱ乗客はどんとん川入するようになるから，これまての時問を極力短縮すれば良い．　首床の低速期間の長いエレベータでは，乗客が床に近づいたと体に感ずるころ戸を開き始めると人が出人できる状態になったときにまだ床がrけっず危険であり，　ヅ∫おそく開き始めるようにすれは乗客はしばらく待たされたような感じを受ける．また戸の速度そのものを低くすれば，．エレベータが停ってから乗客が出入するようになるまでの時聞が長くなって非能・辛的である．Lたがって安全快適で，能率的な戸閉きを実現するにはまずエし’t一クの）1‘二i床時間を短かくかつ安定にしなければなら｝’」．　エレベータが床に近づいて滅速度が小さくなって釆客が床に近づいたと体に感ずるi瞬聞に戸を開き始Mノ，最初の人が足を踏み、目1すll’〔1）ljに市1末を完J”するようにつ．ると感覚的にも非常｛こ快適で，乗客も高速ll情劃「の動きにつられて早く川人するようになる．　当社では川人日11hl　lL，000　mm中央開きの戸でヒ記のようts調整をした結果，エレベータが停止Lてから1iかほぼ‘≧開するまでの時聞（3図E）を約（，．2secにすることができた．5，乗心地と走行時間　乗心地と走行時間とは相反関係にあり，乗心地を良（すると走行時間が七くなり、走行時問を短かくすると乗心地が悪くなる．したがって釆心地よくしかも走行時川τiき琴　　　　　　　　　　　　　　　＿　、1　　　　　　　　　　　　　　琴　　　　　　　．ク　　　　　η「1・三　　／／　　　　　［　　　　　　‘一一　　　　　　　A　　　　　’」l　　　　　I　　6図　従＊三の理想川線Fig．6．　Formerly　i〔kJal　curve．高性能エレベータについて・木村・富城・高村・大野・迫橋　　　7図　増1隔曜加速1戊ξ計Fig．7．　Arnplifyingこ・じceler・meter．の短かい運転をすろには，1川減速時全般にわたって乗心地のとくに良い所，悪い所がなく　・様な良い乗心地を保つよう　こせ一才ユ1ま1ならIU．　乗心地は人間の感覚と心理を対象とするために，個人勘曙Lく同沢でもそ別Sの健康状態，心理状態，姿勢等で非常に変化する．また1司じ不快惑でも浮上感・沈ド感・lli’：圧感・浮游岱・不川滑感等感覚的にゼll質の違う“のを　・括してイく快感と呼ぶために，　一層この傾向は助長される．した、」・って乗心地の定量的な評価ははなはだ面倒な問題であり，従来1川速度計による記録と各人の感じを統計的にユ’ヒぽするノ∫法が取られている．　その結果，推奨されている理想的運転｜‖i線は6図の如くである．　華者ηはこの川想的運1｛レミ川線について検討を加えるために，数種のエしべ一タにつき加速度ld“」？よび一6．シUグフムと釆心地の関係を比較した．まず1川速度計｝．一よる測定粘！畏の忠実性について1吟叫こする．　　・般に使川さ力る重りと発条の組1↑せによる直接｝甲1のりll速度計では振幅感度が自rh振動数に逆比例するため、自川振動放は余り高く取り得ず，7cべ以ヒiこすることは難しい、したが’、てこれに0．7程度の制振を∫∫えた場合．その忠実性が・応川題になる訳であるが鉄道研究所のこ協JJtcより，7図に示すような抵抗線歪計と直話E増幅器の糸｛恰せによる，［：ll順動K20c．s，｛l」1賑0・7の加速度計と比較する1幾会を得た．その結果直接型で‖」［1振器付のものは細かい1戊ll速度の変化は表われない7」X乗心地の余り恕くない範囲ではほぼ充分な性能を有し，　一方制振器なしでは細かい加迷度の変化が顕著に判るから乗心地研究川としては制振器付と｛lllJ振器なしの両者を適当に使い分けると使利てあることが確認てきた．　［〔i：接型加速度川’により6図の運転曲線が画かY，Lるようにエレベータを洞整し老幼婦女J’・を含む広吊芭囲の人について乗心地を検討した結果について述べる．　各イく快感は7図においてト’記の運転過程に才♪いて感ぜらかる．ざ　　⌒　　⌒、　⌒．　　沈ド感または浮ヒ感　ab，　bc，　de，　ey’，　　1巨：圧感または浮游感　b点またはC点の継続　　不llj滑感　述転遣卦［『全般にわた’・て細かい加1速度1123♪23、ノ、一　　　　8図　等乗心地川線川F｝9．8．　Returdatio【l　curves　giving　e（lual　　　　　　uncomfortable　l・ides．線によるtt部分と全＼これに対称なt，部分と，　・定加速度のち部分で加速i♪よびi威速部を構IJ支する．このIH1線の運転特性は次の如く簡苗な式に整理さd，Lる．　　O　t　ti　においては　　　加速度　（Y　一・rl’II、・，，　sin　ct　ただしC．一π2ち　　　加加速度　力・P＿COS・ct　　　最ノ＼加加速度　♪，tL．i、−r（，U，，．　1．K　C　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2　　　’ド均加加速度　♪11、。‘。＝（1’lll、．ち　ρ1。。、×・　　　　π　　　速度　γ『＝Vit（］一一COS　ct）ただしVi）＝rYv±、ぺc　　　経過距離sv，（t−．1、i。，ハ　　　　　　　　　　　　　cの凹凸のある場合　このうち最も強く不快感を訴えるのは沈ド感，浮上感である．しかも加速過程よりは滅速過Kを嫌い，減速叩では加速度の漸減するe，fの過程より漸増するdeの過程を嫌い，ζ1ρ中では加速度の絶対値の高いβ点の附近を嫌う傾向がある．すなわち従来乗心地は加；虫度OJ［1速度の変化率）で決るといわれていた考えりは，加速度の絶対1直を杉慮に人れ加速度が高くなる程加加速度をiit“i’少させねばならぬと訂rllされる必1要がある．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　この考えノ∫を裏づけるために調整しやすいdeの問について種々調整状態を変え，　一様な乗心地を∫∫える加速度山線を求め，8図に示す曲線群を得た．ただし各人の等乗心地川線はde問ではほぼ1司じ形を取るが、　e点附近およびe点丈り先はこれに比べ個人差がli’LだLく，図示のようにde問では人体1本にlli：なり，ρ点より先が開いた範囲を持つllll線群de，　de”，　de”　となる．またC点より先では一般に’定加速度の線より外側になるようであるから．理想運転川線を得るための等襲心地川線としては図示の点線の如く選び1卜弦山線とufl：線部で非常によく近’似できる，　筆者等は以Eの実験から正弦曲線を基礎とした9図に示すような理想的運転曲線を提唱すろ．すなわちIll弦曲　したがって一定速度レ・・まで速度1昇するに要する距離をStとすると　　　　　s，−v・い膓）ただ・ち一ち・す　ふたたび9図に戻って3本の等1荘心地曲線について説川する．（leは全部の人が非常によい乗心地と認め百貨店川とLて推奨される．derは多少速度感があり事務膨「iuに好適である．（i（7’sはわが国σ）現状では速度感があり24〔1z4）ノルカゴノ11　　　　　　　　　よ　＝　　　　　　　　！　占　ぺ　rl」逢1さ｛1を！均cs／mex　　　　ltl　l一’ピコIJ　　　　　　　9図　改正せる川想曲線　　　　　　Fig．9．　Innproved　ideal　cし1rve．過ぎるようてある．したがってこの実験結果を戊1�d礎として百貨店川，事務所1｛］の則想運転曲線を整理すると2表に示す如くなる．　一ノJ’円滑感については実験の結果0．05秒程度の短時間内の加速度の急変は不川滑な感じを与えるのみで生理的不挟感を招くに至らない．もちろん余りに極端な変化すなわち4m，　sec・撒程度のjJLI加速度に達すると・1ヨッケ感にまで近付くから直接型（副振器なし）で測定して21恥ec似ドに押えれば申分ない．このため幽�d1に当一ノてはノッイ数を増1川して’ド均的に見た運転軌跡を理想川線に近づけると同時に，ノッチア・ゾゾの際の短時問のJJ［］速度変fヒを極力少（して乗心地よく円滑な迎転ができるように努りせねばならぬ．　次に150　mi’minのJJ．しべt−7を百貨店用として調整した結果の運転才シt’tゲラムと加速度計（直接』i‖，制振0．7）の記録を10図に示す．　この図は負荷変動の影饗がはっきり判るように全負荷ヒ昇とド降を選んだから，各階運転，1階飛運転，2階飛以上の迎転に当り90m，120m．150mの待理想運転曲線が1上働的に選択封Lる状況ならびに負声∫の変化にか　　　　　　　　　2表　理想運転表　れ・Ll・．川（Tl）rsec：《）　　ノ，川・i、　（　　ソ　）　・互・m・1、（msec2）ts　　tsec　1　　il‘　　lmmill）‘1パF（mmin）i　　　　　−−1−　　　　　　tl　sect“　tl　　9u総　　「1　　　　　　　Sr　11’1111　　　　　　　71sec　　　　　　　t2　’ノ】201501t3　et、s．t　111　1n／lsec／2　”ノ・タ　”百貨店用　　事・務所用ユ、2］．73LlI4210．1211，578105511．YI．891．32］．155，5o．9．　60（）．961，440LlO．111．12，550−illS・111111　　　3，7252，3101．10．51．13，375三菱電機・Vol．28　No．2・195イAA二Ay白A�bc　ワ　　じ　　・・　　‘4　　弓　　16　　ワ　　・δ　　！　　　　　　　　　　　　加・ご◎C）、「卿「Lピll｜ll‘｜‘‘…“1“llli川”‘……1）｜“｜Ill］川111“｜“‘1川““‘“…1‘Illlll“1“11…“1川｝”IlllllWI川；1…Ill｝；II’ll’！；51‘1‘”W“II14帥．∫．2iG　　NmD1ρ4、じ1、日50．悦15日」’’a二、へ　　　　　　r　A　＼　　　’　，°　　　　　　　月r　月鷺　、　　�迂b’CI1ρ．5tト」5．、ト　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　停止一一、v（．llノし　　　　　＼，fi1、±こ・　　　　　　　．三・−　1階　　　　，、！し1∩〜’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’、　　　　　　tl　、　　　　　’”sN　　　、　　　　　　　　　　　”　　e、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’∪ノへt／　噛｛�@仇　　・’1川・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．「　．rL．一；∵∵II−i・…1・1川‘‘…叩…‘“！∴…川…11‘｝1…‘‘’‥…1’び……1！……ll！…叩…ll［！：II｝…｛り“1…！びll…；；ギ11　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1；設�h　1l　l↑日6’　　　ρ、＝一幽�n一＼��／◎c1「「へ　．　　　　　　　　　　　　　　，　　「　1一．’’い．、．F　　　rb“「三．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・毛　L一tt／1’、＼”’　　　　　　1，L．．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／：．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［一，、：亘貢巨丁丁・「1旙　ア旧一　：il皆　（こ｜」，710m耐AA一・1一川一1川1…川1‘・…°∴：lll‘∵…II！1…川llL‘…lll1瓦……1‘坪「綱　、　　・　　・　　8t　　　　　　，1めノ魍　　　v．；1．lb5∠；．）　　　　　　　　　　　　　　　停止碧。’．砦．！5，”　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　み．ノ5’ワ、、．、＼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　�援@　　　　　　＼．　　4グエ盲荷下降順一5階川珊m1）三亘后二．F　．．階一．・階　∫，一、ラ∩叩−UA　　加速度曲線A1　．理想的加速度　　　曲線（百貨店　　　用）1t’；r　発電機界磁電　　　流ム∫F　電動機界磁電　　　流みf．｜　．電動機電流s，　．速度　10図　容最1，200kg　歯車なしエしべ一ク速度150msec2：1　｜」一ピング　Fig．10．　Gearlesselevator，　capacity1，20｛）kg，　speed　15（rmmln，2：1　roplngA1　　　　　　　　　‘　　　　　　　　　よ　　　　　　　　　1，；　　　　ムmp．llu口‥、口1‥日‥�Jllい1�J口口‥rllい1口‘‘「日日口日日�J「日川1‘ll‘ll口川llδ1万　　　　　15　　　　　16’’v　，’1〔”．：　．　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　○己…ぎ連◎◎ノ’／LZ［．i＼、、　　　＼　　　　　　　　　　　　　’弓．〕　　　　、・　　　　　　　　　　　　　、一ぽ一風（｛“「：w肋、川r「巾．−4j　　　　　　　　　　　一‘：　　　　　　　　停止　1　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　、‘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1、1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，”、　　　　ψ　　　　　　　　　　　　　　　　　”・一一一一一一／三頁筒　卜降　5階一乙喧ぽ650mm）　　　　コ　コ　　　ロ　エ　コ　ロ　ロ　　17（125♪25／rL〈かわらず全般を通じて乗心地が良くしかも走行時間が短いことが判っていただけると思う．　次に，この図について少し討付を加えて見よう．　まず始動部分を見ると全負荷上昇の場合には制動機が緩んで電動機電流が流れ始めても電動機回転力が負荷回転力に打勝つまでは上昇できず，条件によっては逆にわずかに下降してから上昇に移るからそれまでに若干の時間がかかりこれが始動時間である．10図では最大始動時問約0．8秒で，この時間を短縮するために電流増加速度を早くすると逆に全負荷下降あるいは平衡負荷近くで始動瞬間の加速度が過大となりいわゆる始動ショックを生ずるおそれがある．　また始動後の加速の前半を見ると全負荷上昇ではほぼ理想曲線にしたがって加速しているが，全負荷F降ではブレーキが緩むと同時に負荷回転力により下降を始めるためその後の加速はむしろ理想曲線より低く目になる．これは現在の制御方式では簡単のために負荷変動を発電機の直巻巻線だけで補償しているために避け難い傾向である．　筆者はこの問題の根本対策として出発前に負荷を計量してあらかじめ負荷の不平衡回転力に相当する電流を流しておき，負荷のいかんにかかわらず始動時間がほとんどなしで理想曲線にしたがって加速する方法を考案し実現の見通しを得た．（特許出願中）　加速の後半は一般に加速曲線が緩かになり勝であるが無理に理想曲線に近づけようとすると行過ぎ現象を起し一定速度に落着く前va　1度過速するおそれがあるから程度問題である．　次に減速部分はほぼ理想曲線にしたがって減速しており，低速で一定速になる部分はほとんどなく，したがって着床時間は非常に短く最大の場合でも約1秒に過ぎず，しかも電源電圧温度の変化にもかかわらず±10mmの着床誤差範囲に確実に入っている．　低速rc　一定速部分を設ければ着床誤差を±5mm程度にすることもできるが，それよりは時間短縮の力が重要であると思われる．6．総合輸送計画と新丸ビルにおける交通実態調　　査（1）　建物における1日の交通状態はたとえば11図に示すように時々刻々に変動する．また2台以上並設のエレベータを各箇バラバラに運転したのでは，いわゆるだんご運転となつて，乗客の待時間の変動が大きくなり輸送能率が低一ドする．したがって設備台数の多い大きな建物では，朝のピーク，昼間，夕方のピーク，閑散時，夜間等の各交通状態にそれぞれ適合するような総合的な管理運転を行って輸送能率を向上すると共に経済運転を計る必要がある．　東洋一の大事務所ビルとして東京駅前にその近代的な偉容を誇っている新丸ビルのエレベータ設備は，本格的26（126）．・．，・’e　Io　3ff璽〃篇　fl　IZ夜謬同　b妥同2デク同　夜散時　　同5　　6　　7　　δ　　9　　〃　　〃　正午　ノ　　2　3　　4　　5　　5　　　　8　　　　　　　　　晴　　　刻9　　　　11図　代表的事務所ビルにおける交通状態　Fig．11．　Tτaf丘c　of　the　representative　of五ce　building．な総合管理運転方式をわが国で初めて採用した画期的なものであって，そのうち三菱電機が納入した正面玄関Aバンク4台，Bバンク4台，合計8台の歯車なし，スーパシグナル操作エレベータに実施したMD−4型電子管自動出発信号装置による管理運転については先に発表（2）したとおりであるが，今回これらのエレベータについて総合的な交通実態調査を行ったのでその概要について述べる．　この実測に当っては調査のための特別な条件を与えることなく，全く通常の状態で綿密な計画と周到な準備のもとに測定員数十人を動員して行った．　ア，朝のピーク　わが国の一般の事務所ビルでは朝の出勤時のピークがエレベータの輸送能力計画上の主な決定要素になることが多い．11図でも判るように夕方の退勤時等のピークは朝に比べ必ずしも小さくはないが，退勤時には人々は出勤時ほど急いでいないし，また待客が各階に分布しているので乗場に混乱が起るおそれもない．そのうえ降であるから階段を利用しても大して苦にならない．これに比べ出勤時間問ぎわには人々は一刻を争っており，輸送力が足りないと1階の乗場に人がたまって混乱が起るおそ茜玄間一宮減語亨蕎胃1●‘ン丸ピピηル▼ノ五間、」区図6∫じη■4tCl．o8爪ノワレ■＼　　　　　，〈航胡蜘　　1仁寮玄岡　↑票京駅噂喪口‘IJ軍京縣阜口Kり’t　コ　よ　リ　12図　交通の流れFig．12．　Tra伍c且ow．斐阿三菱電機・Vo1．28　No．2・1954AA＿s，，，KA”’AAA、当�d／／5rl911i行　先階　数soθレ’t・：’1加x，05．，．　　　　　総実測時川　　　　　館蒔分cg．45ヘー8，5｛［8．50〜8．558．55〜y．．り09．00〜9．｛｝59．05〜9．109．1〔．）〜9．153表朝のビーケ時の入館者ならびにエしべ一’9利川者人！衷玄関　者　　人館．者　名　　　名494　　　　333726　　　5227り2　　　49j44Y　　　261258　　　ユ8］229　　　145南玄関人館者　　名　」戊92t）2202　17お　70　68酉玄別　北玄関入館者　人館者　　名　　　名　7　　　　512306工i7｛10・Y一「．’，17i、．1うしi1∴ξ　　　　　　　　　．「　　　　’；’‘113図　δ時・30分〜9時3｛．）分間のt・’tしべ一7乗客数　　　Flg．13．　N■，　uf　Passengers　between　tim（・S．　　　　　　drom　A．　M、8．3りt（．）9．3「）、　4表5分間ピ．一：ノ時し・）乗客と出勤者数とのユ七率　　　　　　　　　　　　　　　S．55−vg．↓｝0在fy籍数7〜8　p皆　　1，319、名4・〜｛ミ　　”　　IA94　〃出勤者数　A2．〜3　り約80〔1コ2（、名1∴t70　．ソ．：〔　レ　’こ　一　：t利川者を出・瞥・□・；螢麟艮・1…鱈：・；？｝271・‘・卿　　　　　‘　　　　　　　　　1の一部Bl・−B＃C1〜Ciの二部1昌｝・79〃2・・1〃Aパンツ　　Bノぐンク1：4青）　　　〈3台）7〜8　ド皆fi’　　　4〜6　ド皆イf　　　名　　　　　名　　　川7　　　　　　93　　　189　　　　　　　　1｛［8　　220　　　　　115　　140　　　　　　ユ1）5　　25　　　　　　96　　33　　　　　　69Cバンツ（4台）4：〜8階行　　　名　　81　　97　　工15　　68　　22　　31Gバン’コ（2台）2・〜3階イ．i’　　　名　　ユ5　　26　　45　　26　　212　エレベータは各バンク毎に急行あるいは途中階反転をf」’って’P均停止数をil・姻・させることによって輸送力の向ヒを計っている．3表は朝の1…一ク時の人館者tg　C、びにエレベータ利川rK’数の実測値で，3・・ンク毎のエレ⊂ヌ剛j者を図，lk一したのが13図である．　13図から台数決定の基礎となる5分間ピークを8．55〜9・00に選び当liの出勤者数との⊥・ヒ率を求めたのが4表である．なお川勤者数は在籍者の85％と仮定した．　朝のピーク時のAノ｛ンク4台の乗客数を図示したのが14図である．　次に（1）式により1周時間を；汁算し実測f直と比i鮫すると5表の如くなった．この表から判るとおりこの∫、しべt−tの床から床までの時間は1表の150Bにほぼ該当し、扉が片開のものとしては相当いい．　実測結果から5分間輸送力を検討すると6表に示す如　　　　　　　5表　1周時間　朝のピーク’霊£1，「2G1−・・8〔｝o×ユ21　×085＝340：45　〃　　　13．2　〃れかあるため，朝の5分間ピークの輸送ノ」が主として川題とされるのである．　新丸ピノしの朝の交通の流れとエしベータの位i置の関係は12図の如くで，ピ．／し内を通り抜ける人も多少あるものと推定さ7しる．高w能エレベータについ．r・木村・宮城・高村・．題f・道橋パンt／別要・素S＝1周運転距離ノ’　＝　1　　戊吉j運‖il：停．rl二数！＝乗客出人時聞．人グ＝1周運転毎の乗客数�h＝公称速度tl．＝］停［T：毎損失時川計算1周時川s‘v一ヤーntL・1−−Pt7’実測平均］川時問　　　　　　　6表　．1　　　　　ノ・ンー・別1実測平均1｝吉］時川T　　　　　　　　　T王均出発川隔／＝融　定員　C　5分間輸送力　　　60×5×（元×台数　P＝Aパン〃　　　B／1ンク7，8階急行　　　4〜6階反転運転　51．4m　　　　　37．3m　3　　　　　　　　　41　　　2sec　　　　　　　　　　　2．8　sec　11　　　　　　　　1ユ　2．5m：ec　　　　2，5　m　scc　7sec　　　　　　7sec　63．4SCc　　　　　　　　　73．9　sec　62．6Scc　　　　　　　　　7．l　sec5分川輸送力と乗客数　　　　T5分間ピークの釆客数A・リク　　Bパンケ　14台運転　　4台の内3台速転162．6sec　　　　　　　　　74　g．　ec15．6．sec　　　　　　　　24．6　secll名　　　　11名　　1211名　　　　　　　1Lt8　名　　　　1ZL）0名ILr）名　日27）27●脇2莞　Fig．14．く，Aバンクでは8．50〜9．00の問は乗場に約定員数の乗吝がエレベータを（！i　一、ている状態であるが’ド均出発川隔が15．6秒であるから差芝えなく，Bハンクでは最繁時でも乗場に行列して待つようなことはない．な方Bバンノが3台でも余裕があるのは新らしく4〜6階が比較的すいているためと思われ，エしべ一7の台数選定は良好であることが知られる，　イ，昼間　昼間には昇り降りSL：に相当の交通靖があるが，その昌：は時々刻t“　tこ変動するため，エし・・z一ヌの1周運転中の停止数したがって各工しべ一？の1周時川は広い範囲に変動する．輸送力から考えれば各バン’i｛fE）11こ急ll二運転ま芦b弓撒L　．　　　　　　　　　　　袈］　　　t．　　14図A’ンク各機の釆客朝のヒー’17，8階行急行Passengers　for　A　bank　elevatorg．　．　morning　peak、　express　for　7＆8tleorFig．　15．15図　U、’iJ時川の分布Distributi《m　of　r〔）und−tl’ip　timc．＿＿＿＿＿i昇桟一・一一E号1≒一Jf号t�`．　　一’一＾’『4　号lf＼L8差旦　　　　　　　　　　　たは途中階反転を行った方が　良いのは明かであるが，新丸　ビノしでは乗客の乗り易さなら　びに中聞階間の交通を杉慮し　て輸送余力のある現状では　A，B両バンク共各階行とし　て使用している．　　15図は10時8分から10　時22分までの間のAハン　　ク4台の1周時間（1階の停　　止時間を除く）の分イ1∫図であ　　る．　　　　　　　　　　　　このように時々刻マに変動　　　　　　　　　　　する交通状態rこ適応してカゴ　　　　　　　　　　　　を適当に分布するために当社　　　　　　　　　　　のMD．．4型冠j�d管川発イ計｝装置ではカ．・Fが1階から川発する間隔を1階にあるカコの台数と後続のカゴが1階に到着する時期により日動的に調整するよるにしている．すなわち平均停1ヒ数がikae少して1周時間が短かくなりカ”1が1階に口く展ってくるFig．17．　　16図A’ンク迎行図　4台各階、1＿｛二�c　　　　　t10　‖ひ　25　フ♪ヵ・ら　1｛｝　ll寺　30　フ♪まで）Fig．16．　Revolution　diagram《）f　A　bank　elevators．　　　　4　elevators　several　floor　service、　froni　　　　　　A、M．10．25　to　1｛戊．30．28（］28）　　　17図　上梁の振動測定Mea凱lrement　of　vibrution　of　theωp　l｝eam．　　　18図　カゴ室内の騒音の測定Fig．　i8．　Measurement（，f　noise　in　the　crab・一三菱電機・VoL　28　No．2・1954一Aご⌒一AAようになると出発間1粕はド1動的に短縮し、逆に・ド均停111数が増加して1周時間が長くなると出発聞隔は白動的に延長するから，カコは時々刻ぐの交通状況に適当して配置され乗容の待時間は知縮L一り・一ビスが向ヒする．　16図は10時25分から10時30分までの5分111」におけるAパンク4台の運〔」：図で1周時間（1階の停止時間を除く）は35秒から87秒に変化しているが1唱発川隔はこ才／に応じ16秒から29秒に自動調忠叱されており．5分川の中で1階にカコのいない時問は3秒，14秒の合計17秒たけて，1階にきた乗客はほとんと噛1】つことなくカ・’に乗ることかできる．また1階に2台のカゴがいる時間国☆細三ij；三三享富tL　：ひm周波数　1ぴ　　20図　工しt−一ンリゴ主内騒音の見j波数分析図い†ニログソ∴よ川�d；写［Flg．20．　Anaiysis　of　frequ目1cy　of　noise　in　the　cab，　trElcillg　from　o．scil］ograni，は全体の21％で，3台いるli！lil」は斜本の0．3％に過ぎず，1周時間の相遥｛こよって相続いて1階に到着したカゴもほぼ合理的な間隔で出発しているのが判るであろう．　ウ、夕方のピーク　タノiの退勤時にはビ・しのヒ層部ですべてのエレベータは満員となり，中層以ドの人はヒ層が空になるまでエレベータの利用がほとんどできなくなるおそれがあるが，これは急1」：運転と途中階反1｝広の2組に分けることによって避けられる．エ，夜間　夜間で変通が非常にl！（1散で間歓的な場で�eには1台のエレーk一タを最端呼自動反転万エCにより呼があった場合の1／｝f凛iiif．　　　19図　ηゴ宇内の騒音の録音Fig．19．　Rec⊂」rding　of　noise　iηthe　cab．高性能エレベータ｝こついて・木村・宮城・�g村・大野・道橋み最小限に運転するのが経済的である．また運転丁・なしで乗客が運転するようにすることもできる、7．振動と騒音　エレベータに乗っている際に感ずる振動と騒音を根本的に減少するにはまず実際のエレベータについて各部の振動および騒音を測定分析し，振動源と騒音源ならびにその伝達と共鳴の機構を究明する必要がある．　筆者等は鉄道研究所のこ協ノ」にょりテレパイハT　，（一タ・騒音計・テープ式磁気録音機等を使用して振動・騒音を測定し，これを川波数分析器で分析して研究の結果，積極的には1曽源ならびに振動源を極力減すようにすると共に消極的にはその伝達を防止するために，カゴ室とカゴ枠を防振コムで絶縁し，さらにカゴ室の構造を改良しカゴ室が共鳴しないようにした都果、従来に比べてはるかに静粛なエしべ一タを製作できるようになった．　17図はヒ喫振動の測定状況，18，19図はカ：∫室内の騒音を測定ならびに録音している状況で，20図は騒音の周波数分析図σ）・例である．8，む　す　び　以ヒ高性能ユレベーヌの満すべき諸尖件につき検討を加え，三菱工しご一タがいかにしてこれらの条件をより良く満すべく設計製作されているかということについて述べた、　終りに，加速度・振動・騒音のillij定に当りご協力を頂いた鉄道技術研究所の戸原・西村・塚本・井ir可・鳥村の諸氏　新丸ビ・しに才」ける交通実態調査に際しご協ノ」を得た1菱地所会社・三菱電機本社施設1η；・人阪営業所施設課の！j々に対して深く感謝する、　　　　　　　　　参考丈献，b木村　剰ll・エしベータの1；kL備台数の，i1’画三菱電機27−Hl2｝河合・宮城　最近の三菱工しべ一タとその標準について　　　三参≡電機　27−11↓12Y）2954　12化学工業用直流600V10，000A621．316．57．〔｝64，Zl1HP　100A型逆性高速度遮断器A小神戸製作所路誠春i’Type　HP−100A　D．C．600　Volt　10，000　Amp．Reverse　Current　High　Speed　Cir皿it　　　Breaker　for　Chemical　Industry⌒Masaharu　KOH　j　IKobe　Works　　Their　extreme　short　period　for　breaking　fault　cしu−rent　enables　high　speed　cll’cult．b，eak。，s　t。、arry　the　lau・el・a・ap・・tecti・e・1・・ice・・D．　C・・i・c・it・・Mit・・bi・hi　TypeHP．100　A　IU，OOO。mpe，e・eve・se　cu・・e・t　high・peed・il…it　break・・s　f・・ch・mica｜i。dust，y　are　am・ng　th・・e・t，　bei・9・f　th・1・t・・t　p・・d・・ti・n　ba・ed・n　th・・ame　pri・・iple。，that。mpl・y・d　f・・el・・t・i…ilway・・b・t・ti・・eq・ipme・t，　i・…th・yのmp・i・e　a　h・ldi・9magnet，。backi・g　ba・，　and　an　a・c　quench・・．　Th…　ly・diffe・ence　i・w・t・・c・・li・9・・dgas　con・osion　proof　design　in　this　new　product・A1，まえがき　化“］t：に業は電解槽の混流容い：を久第に増加する傾向にある．したがってその直流電源たとえばイグナイトT・ン整流器等も単器人lti流容la：となりつっあるが・このような回路に使われる1自j速度遮断器もまた人電i充容量を要求されるわけである．　当社は最近題記の1．0，000　A逆性li’ll速度遮断器を製作した．これはΨ化成株式会引：ならびに三菱令属鉱業↑1こ式会社に納人した相1；の記録II】11である．従斗（は6，000　Aの電流容旦のものを最人としていたが，！川川その一ll回星各を水冷式とすることによって，とくに形体を増大することなく　一躍10　，000　Aの電流容量を持たせることに成功したものである．　化学仁業旧として注意すべき点は，　（1）通電電流は長期1“？jその電i榔1：に」＼lil1’；の変動なく30（130｝　＊上支術i“t・1；　　　　連続であって、電気鉄道負荷の1：うにつねに変　　　　動し，また短期間に休止することのないこと．　（2）その据付場所によ一ノては塩素ガス，匝硫酸ガス　　　　ηの腐食性ガスにさらされる機会のあること．などで1ある．　この高速度遮断器は、これらの恕条件に対処し，またその保護機能寸なわち遮断器容ぽ．遮断速度はとt，に人でありきわ．ソて信頼1皇の高いものである．2、動作原理と動作特性　1図は動作五流であるところの逆電流による保持電磁信内部の磁東関1系を示している．保持電流によって生ずる保持磁東は保持］じ磁石の接触面において接極」�cを吸着している．常時負荷電流はこの磁束に加わる磁束を生じ，この電流がいかに増加すると！、開放動作は行わない．「｝藪故電流すなわち逆電流が流オ［ると，1図のi：うに保持三菱屯機・V〔，L　28　N《．，・2・1！154AA直Aft〜A　　1図　動作原理説明図Fig．1．　Principle　of　operation．磁束を打消すところの開放磁束が生じ，次第にその値を増すとき，保持磁束と開放磁束との差が一・定値になれば，開放ばねにより遮断動作を行うのである．　この動作原理による動作特性曲線の一例を2図に示す曲線Aは保持電流対動作電流の動作特性曲線曲線βは試験電流対動作電流の特性曲線である．曲線Aについて横軸は保持電流，縦軸は逆電流であって，たとえば設定動f乍電流を1，300Aとすれば，それに対する保持電流は1Aとなる．電源電圧等の変動によって保持電流が変動するときの動作電流の変化は，この曲線によって直ちに知ることができる．　・般に保持電流の増加に伴う動作電流1直の上昇を懸念するものであるが，本器の場合は設定保持電流が150％すなわち1．5Aに増加したとき，動作電流は1，950Aとなるが，この程度の動作電流の増加では全遮断時間にほとんど影響を与えない．　なお短絡電流のような突進電流のときは保持線輪の作川によって設定動作電流値は瞬時的に降下するものである．これは事故電流の遮断には好ましい特性といえる．　特性曲線と横軸の交点Mは最小保持電流を示す．これは主回路電流が零であるとき，接極子を保持し得る最小保持電流であって，吸着されている接極子は保持電流が次第に減少して，この点を通過してさらに減少しようとする瞬間に開離するのである．　特性曲線の狂いを検査する方法の一助として最小保持電流を利用することができる．すなわち主回路電流を零としておき，接極子が離れるときの保持電流の値をみれば，その変移によって動作特性の狂いを知ることができるのである．　とくに特性曲線をチェックする装置として試験線輸がある．これは1図に示すように，パッキングパーのなかにある鉄心にまかれた線輪であって，これに電流を流すことは，パッキングバーに電流を流すと同様の効果を保持電磁石に与えるものである．パッキングバーの巻数は1回であるが試験線輪のそれは数百回であるから，パッキングバー電流よりはるかに少い電流でよいことになる，　本器の実例は10〜20A程度の電流であるから，電池その他の直流電源で軽便に測定をすることができる．　試験電流の曲線Bによれば，試験線輪に］2A流したとき遮断器が動作したとすれば，パッキングバーに1，300Aの逆電流が流れて動作したことと等価であるからその動作は工場試験の結果と一致していることが確められたことになる．　試験線輪の端子は，つねに開放されているため，大電流を遮断したとき，保持電磁石の磁束の急激な変化によって試験線輪に高電圧を誘起するのではないかと，心配することがあるが，実際は百数トボルトで全く問題にならない．3，主要部分の構造とその特長　3図はHP−100A型逆性高速度遮断器の構造図である・　ア，主回路　主回路をたどると，下部端子・パッキングバー可動接触子・固定接触子・吹消線輪および上部端子の直列回路となる．この主回路は可動接触子を除くほか，すなわちパッキングパー回路と吹消線輪は銅管で製作されそのなかを冷却水が流通する．パッキングバーと吹消線輪はいずれも各2箇あり，電気的には並列接続であるが，冷却水は直列に流れるようになっている．　イ，冷却水回路　冷却水は給水口から流量計を経て，上部端子に至り一方の吹消線輪に入り，固定接触子のなかを通過し，他方の吹消線輪を経て上部端子に返り，上ド端子を接続するゴム管を流ドして下部端子に入る．　下部端子から一方のパッキングパーを流れ，可擁銅帯の締付台のなかを通過し，他方のパッキングバーを経て下部端子へ返る．下部端子から流水継電器を通過して排水される．　ウ，消弧電磁石　消弧電磁石には漏洩磁束抑圧線輪を装置して，回路電重回＿路逆雪電2e　　Is　　田　　　s　　　ij　　e5　　fi．fi　　　　　9．8　　　　　　19　　　　　　1．2　　　　　　14　　　　　　1fi　　　　　l6試察電流A司←一十一一一保梼電流A化学工業用直流600V　10，000A　HP−100A型逆｛生高速度遮断Ua　t小路　　2図　動作特性曲線Fig，2．　Characteristic　curves．（131）31涜量F．†！”・ミ　・）ll，亨，tt　ff‘」弓・φ　、　：已后＿　3図　HP　1（lo　A別逆］．’1三高速度遮断�g有左造”｝LT明図Fig．3．　Struuture　of　fype　llP−・1（，O　A　rcver・tL　cUrl・em　　　　　　lligh　Speed　cirCuit　b1・etikti1’．吹iR線s上　都　端　子ゴ　tS　管下部蒜ヱ油入試鰻隔三学日呈〜’同　籏　it？へ1手動哩葦入ロ　ヨ動等触子　「「1　二　唄　輪＼〜一禰訪［細ヌ・18庁1　三、　‘：t　〒雀／　．二　　．　　　　　三G匡吉董　　1ご’x’〔：　　　　　　　　　整凧春　　�_証ハ電漂4図　1−IP　1｛）o・A　zLt　D・C．6川VI（），“o｛）A元“・｝縞途度遮断ZlgFig．」．　TyPe　HP　I（）O．y　I）．C．6〔IO　V　Io川｝Arevers．　e　CLIrrem　　　　　　　l［iul，・n七七d　ClrCし1it　bl・ectkel・．流が急激に上昇するとき，吹川磁東が無効磁束とな一，て外部に漏洩するのを抑1上し．し力吋，これを，“’効磁束に転換せしめている．これは、｝三接姐げのll洞1：の初期に密度の高い磁束を主按触1　J’・の川湘点に’τえ、五弧電IEを一一9一みやかにヒげることを日的としたものてある．この消弧電磁石の両腕ぱ5図に’］い1−〕：うに，・ド・しト11＼を抜取り，（点となるべき軸σ）ナゾトをゆるめることに1；り簡汕こ川転し，主接触i’を露出旦しめる構造である、これはヒ接1独J’一の点検・丁；人・調整お」1び取換えのために非常に便利である．消弧室が川転して｛Jijくのは従来と変りけないが，磁極が1掲くのは新規なものとい；i−kう．　エ，主接触部32d32♪　主接触部は電流を遮断することに，わずかではあるが溶損して、その接触面の位置はZff（第に正蝿位置と異ったW置を占めるようになる．実際には浮動桿の閉合位置は固定接触1�c側に移動することになる．こび）とき次の］：うなことが杉えられる．　1．11　開放はねか延び，閉合はねがちじむから．1三　　　　接姐げの接触圧力が減少する．これは程度　　　　か大きくなれば異状発熱の原【昌となる．　（2｝　接極丁をり1離す力か減少するので，設定動　　　　作電流値が上昇する力向に変化する．　S．二い　動作桿かス1・ッパに当ろようになれば1三接　　　　　触．J’一の手妾触じ｛犬∫藍はイ〈安’定となる．　浮動桿の移動は以上の現象を招来するが，本器の主接触．jtは，容易にこれを調整し浮動桿を正規位置にもどし得る構造である（出願中）．　6図にこの調整式の1吋定接触r・を示す．すなわち固定接触J’・の先端を分割し，分割部を摺動面にiAoて移動さすことにより接触川を実線の位置から鎖線の位il’〔へ平行移動さすことができる．またこのような構造は銀接触片の寿命の尽きたとき，この分割部を容易に取換えることがてきる利点がある。さらにこの接触∫の押川し法の壮ぶは前加こ出すと1・　・“lffに上方に移動するから．押出すごとに溶損した川は1，与に移動し，固定接触」”は新しい面を1［1すことになる．摺動面に近接して冷却水の通る螺旋管が鋳込まオ1一こいるから，この接触面による牡別な発熱はない．　浮動桿の側［lljには，閉合状態と開放状態にhlrる正規位置をぷす2　ftgiの刻印がある．閉1’tと開放のいずれのときにも，この刻印が指針と　・致していれはill規の逃動をLていることになる．浮動桿は非磁性ぞ手／5図　HPll）uA型逆］“i三高速度遮断器（｛滋極と消弧室は　　　　　　　�cミ易1こi坦くことIJ　1一できる）Fig．5．　Typ《・HP−100　A　reverse　current　high　speed　CirCuit　bl’eaker．　I　HInged　irOn　pole−pieCeS　and　　　　al・C−chute　call　be・pened　C・a　s．　ily　）．三菱電機・Vul．　Z8　N，，．2・1954AAご一‘AA二．−K足壌触了陪触面1，r月‘1ア〒に出5と同時［：」肯に駕動Ctk／yネノ　　　6図　凋整式固定接角虫一子Fl9．6．　Adju・table　stl・ti・T・aU−Y　c・ntacし銅板を使ってk接触部附近の磁束をみださぬことに意を旧いてある．　オ，保持電磁石　保持電磁石の接極一j接1独面は亟：要な面である．この部分における磁気抵抗の変1ヒはただちに動作特性に影響するものであるから，この面はつねに清浄に保たれなければならない．　保持線輪を取はずしたときも，再び取付けるときには鉄心の接触血の状態に注意しなけれはならない．　試験線輪の端子における短絡は遮断動作に悪影響をIJIえるから，絶体に避けねばならない．その端rは油壷に人れてあるから腐食または振動等にkって短絡することはない．　カ，閉合線輪　閉合線愉は普通のソレノイトでありて，その上部にii∫動鉄心の電文（的緩衝装iFflとして厚い銅の座金を挿入してある．　キ，補助開閉器　補助開閉器は2極と7極とが同・べ一スに取付けら］1そσ）コンタクトと電線接続部は全部共通の汕槽内に人り絶縁汕に浸漬されている．腐食性ガスに対して安全な構造である．川槽を取除（と’tンタクト全部の点検ができる．補助開閉器全体は密1羽型であるから塵埃の人る心配がない．2極部分は閉合電磁壬iの日∫動鉄心のllド運動に伴って動作L，7極部分は主接触．j”の開閉に伴りて開閉するもぴ）である．　ク，安定装置　接極1’・のドカに装置された変流器のような構造のTt、のか安定装置である．閉川路の鉄心と1次線輪と2次線輪按定線輪）によって構成されている．1次線輪はLUI1iliXが鉄心の窓をじ随Lた形，2次線輪は保持線輪と1周係のある巻数を持t，ている．安定線輪は保持線輪と直列に接続され，II川路の屯流の変動によって保持線輪と安定線輪に誘起さかる庵圧のノ元向はfJlに反対になるkうにしてある．　−1三回路のIE方向竃流｛負荷電流）が急激に減少するとき逆性高速度遮断器は遮断動作を行うことがある．わずかな変動に対してもこのような誤動作を行うことは運転を煩雑にするはかりである．この安定装置はゴ三回路の電流変動に対して，保持電磁石内部の無用なる磁束の動揺を抑圧L誤動作を防llf　［gJるメ、のである．安定線輪に誘起する電圧を適当にすれば誤動作を充分に防止することができる．4，操作7図について動作を説明すると，ア，閉合動作（1）状態1において閉合線輪を附勢すると閉合電磁　状　態　Il給線愉と保持線柳ま励磁三1日螂　Tlトパさ矛L・（し・ない．接極子および注左触綱保肯瞬：♀吊■世‘　長極寸．　状　態　2閉合線輸と保持線iliK，jは励磁膓�fで一一随＿　状　態　3閉合線輪の電流をUJる・保持線輪励磁・接極子おk（．’：主接触1川》‘j　　　二［亘叛fヒ学｛：・kilti直流600V　I（）、〔［OOA日P　lOOA｝『1樋性高速度遮断21S．小路トtソlk°「司隙ノ7日一　　　　　7図　動作説明図F｜9．　7．　　r）iagraln　sho、ving　OpeTatlr19　（・ycle　〈）l　　　　lligh　speed　circuit　breaker．　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛133｝33　　　J（iの可動鉄心は下方に吸引されて動作桿はA軸　　　を中心として時計式に回転し閉合ばねは引伸ば　　　される．（2）　浮動桿は開放ばねによってストッパβに引付け　　　られているため動作桿のIT！iWiは浮動桿をB点を　　　支点として時計式にまわす．（3）浮動桿の回転は連結桿を左方へ移動せしめ，接　　　極子は保持電磁石面に押付けられる．（4）保持電磁石は保持電流によって励磁されている　　　から接極子は吸着される．（状態2）（5）閉合電磁石のrl∫動鉄心によ・．て開閉する2極補　　　助開閉器と電磁接触器により閉合線輪回路は切　　　られ，緊張位置にあった閉合ばねは動作桿を原　　　位置に復せしめる．（6）同時に浮動桿は連糸，！i桿のC軸を中心として反時　　　計式に回転し開放ばねを弓川｜ばし，接触部を閉　　　じて閉合動作を終る．（状態3）イt開放動作　　　保持線輪回路を断つと保持電磁石は無励磁とな　　　り，接極子は離れ，閉合ばねは動作桿をストッ　　　バに当るまで，ご‘短かい距離を回転せしめ浮　　　動桿はD軸を中心として開放ばねの力により時　　　計式に回転し開放動作を行う．　（状態1）次に操作方式の一例を8図について説明すると（1）54Xは電源の生きている限りそのコンタクト　　　を閉じており，したがって保持線輪54Hはそ　　　の直列抵抗R，，R2，加減抵抗器RH，および　　　安定線輪54　Sを通じて励磁されている．（2）MY回路のCS、を入れるとき54｝Yは動作し　　　てそのコンタクトによって閉合線輪54Cが励　　　磁され，可動鉄心は吸引されて7図の状態2と　　　なる．2．　　N　5レ　FttilSVLI．17L・可溶子付電源開閉器R」Ld・……シグナルランプ赤GL・・……・シグナルランプ緑CSi，　CSi…制御開閉器54X・P…il〔流電磁接触器54y　……　　　　〃54Z…・…　　　　〃34（134）DA……直流電流計r）4　H…高速度遮断器保持線輪54S　…安定線輪54C−・・一“’1三速度遮断2苦1＃’1合線輪RH…・・電流調整抵抗器κ…・一金属整流器69LV　…　量充ノfく継電2器　　　8図　制御回路結線図Fig．8．　Schematic　wi亘ng　diagram．9図　HP−100　A型　逆性高速度遮断器　の吊手Fig．9．　Lifting　ironsof　type　HP−10（）A　　　ソむオ　　　　ロ　オ　　セhigh　speed　circuit　　　breaker．　54C緩和して投入操作を確実にする作用を持っている．　投入動作は前述のように可動鉄心が吸引され，つぎに閉合線輪が無励磁となり，可動鉄心が復帰することによって完成されるのであるが，復帰速度が不当に速いときは主接触子が閉合した衝撃によって，接極子がはずれる（3）動作桿に連結されている2極補助開閉器54　a　　　が回転して54　Zの回路を作る．（4）54　Zは動作して，その3っのコンタクトのうち　　　1つは54　Yの線輪を短絡し，残り2つはそれ　　　ぞれ54Zの自己保持と54　H回路の抵抗を短　　　絡し54Hの強励磁を行う．（5）54　Yが無励磁となれば54C回路は切れて可　　　動鉄心は復帰し，また54　aも復帰してコンタ　　　クトを開く．しかしながら54Zは自己保持を　　　しているため54γの短絡と54Hの強励磁は　　　そのまま継続している．　　　接極子は保持電磁石に吸着されているから，可　　　動鉄心の復帰すなわち動作桿の復帰は主接触子　　　を閉合することになる．同時に主接触子に直結　　　された7極補助開閉器54は回転して，そのコ　　　ンタクトは54】Yの回路を開きCSrを開けば　　　54Zも開放して閉合動作を終る．　　　なお閉合状態で動作状態を継続しているものは　　　54　X，54　Hおよび信号灯（RL，　GL，）回路の　　　みである．（6）CS2を入れて54　Xを短絡すると，54　H回路　　　は開路されて遮断器は開放する．（7）　投入時，制御開閉器を閉の位置に保っていると　　　き投入に失敗しても54Zが54yの線輪を短　　　絡しているから反覆開閉をすることはない．　　　回路にある金属整流器は可動鉄心の復帰速度を三菱電機・Vol．28　No．2・1954⌒＿．，，−h・・含’’A‥AA三．ことがある．この不安定な動1乍は可動鉄心の復帰速度すなわち，主接触子の投人速度を適当に緩和することによって防止できる．　整流器の作用は次のとおりである．すなわち54　Yが閉路すれぱ，投人電流は54Cに流れ，；i∫動鉄心は吸引される．つぎに54　Yが開路すれは，可動鉄心は復掃しようとするが，54　Yを流れる電流は断たれても54CとKの閉回路には図示の循環電流がある時間流れるため，【1∫動鉄心は急速に復帰することなく，ゆるやかに復帰するのである．なお可動鉄心の復帰時間中接極子のn及着を確実ならしめるために，保持線輪は54Zのコンタクトによって強励磁されている．5，遮断性能　10図は遮断特性曲線を示す．逆流目盛を　1，300Aとして1，500〜20，000A位の電流を遮断したものである・4，000Aを25！1，000秒，10，000Aを18i’1，000秒，最後に20，200Aを13．8／1，000秒で遮断してなおこれ以上の遮断電流に対して遮断時間は，減少の傾向にある．　11図は最後の遮断試験のオシi・グラムを示す．6．流水継電器　流水継電器は水冷式高速度遮断器｝こは保護上欠くべからざる4、のである．運転中冷却水がltfr　ilくしたとき，本管は数分川で危険な温度｛こ達する．この継但潟ま減水あるいは断水に対して，警報しまたときには遮断をする，　腐食性ガスに対処して，その’rンタクトは水銀スtッチを使い，機構部分とともに油中に浸漬してある．12図は外観を示し13図は内剖；の機｛：IIIpを示す．7，制御配電盤　腐食性ガスの発生する場所に設i；’llするものであるから密閉型として，内部の器只を保護寸一る構造となって／一＿iるこの場缶問題は発熱1」⊆である抵抗器が，’7まれていることであろ．箱の内部の混度を現定1直以内に保つた・i　〉に，　　11図　HP．−100A型逆性高速度遮断器し「）　　　　　遮断試験のオシログラム川路電圧　　　　　D．C．−6〔i（）V電流上5｛率　　　4×1（、）GA　stコc短絡電流抑制値　20、2（］（）A全遵≡、匿野時二i‖1　　　　　13．81、000sec；武験J［j電｝原　　　　　1，500k、V　イ　グナイ　ト　u　ン望庄i充器Fig．1］．　Oscillogram　c）f　interruption　on　type　　HP−100　A　high−speed　circuit　breaker・Cireuit　voltage　　　　　　　D．C．（う｛｝O　VRai・．　in9・at・・f・urre・・t　・1×10弓A　secSuPpressed　peak　value　of　short−cireuit　cuτrent　2｛，，200AInterτupti《）n　tilv　Ci　　　　　　　　　13．8　1，0〔〕O　secLine　caPacity　　　　　　　　　1，50〔｝k、V　Ignitroi1　；、E「了1‘：丁、TF　　　・1〕1三ノト7一コ　　12図　　流・ltir・1　1・’竜�gFig，　12．　　“rater　fl’”、v　re1：｜y・A匠．、�l．三○．L一1一一L口1，．，・r∫「1　　　　　　ド’LltV’・三1・看・1，　’t1　」＿［L：．．’，，if　　　∴　10図HP　IOO　A　If，i．1逆性il’1｝速遮断器の遮1］；『特性Fig．　lo．　Timc−currem　illieτ1’Ul）tillST　chaTacteτig・　uc　　　・ftype　HP・−10〔｝A1’・’vel’sぐcurr・llt　　　　　　h｛9h　speed　circuit｜）Tcaker・fヒ学工XEijlj直流600V　lo，eooA　HP−／00A四逆性「腿度遮断器・小路パ設ノイ・り・　　　　13図　流水紺電器の内ll］：Fig．」3．　Interior　view（」f　w《1〔er　now　relav・（135）35◎回口［i’100‘i　　　　＼；1　　　　　　　　　　　1LL＝一一＿＿一一一＿」「｝‘‘T．るノ穿　＝　．11＝工、＝○1‘／1」・＝一〆sる；，711’・石〕nllへ、丑』　　　　‘旨’○、｝一i！　　　14図密閉F胆制御配電tik構造説明図Fig．14、　StrLlctllre　of　eIlch）sed　colltrol　I）aneL懸峯�k←ぷ吠毎　轟　ぎ竃�f慶⇔　　　　　　　15図　密防川・ll御配フε顧　　　　　刊g・15．　Enclc〕〜ed　c《川（：・〔〕l　I）anctl．14図に示すように，計器ならびに混磁接触器群と抵］氏器群とを，耐，．側1隔監でフ♪割し，と1に栢のドう、に2ドの枝状放熱管（兼補強腕）を設けてある．　抵抵蕎群によって生ずろ気流は，弓映通f／＄を通って上昇し，ついて両側遍酪を経てカ・一を通して放弍しながら下降し，枝状放熱膓iΣ］：に人り、ここでさらに夕糊；の低温空気に放熱い【1：び中央与之熱管を経てL｝映通スを1二昇する一連の整然たる！「卍イ、江動を形成して発熱体を冷却する．36（136）　外気は腐食性ガスを含むから，これを直接箱内に導入することのできないとき，この構造は効果的である（出願中）．　15図はこの制御配電聾窪の外観を示す．8．む　す　び　HP−100A型逆性元’｝1速度遮断器のおもな特長を要約してみると，　構造ヒの1’isご　（1）　1三回路は目∫動部分を除くほか全部冷却水を通ず　　　　るたぬ非常に小｝レである．　（2）主接触部は銀対銀の線接触であり固定接触子は　　　　調整式である．なかすべての電路の接続部分は　　　　銀接触”「’あるため，長期間接触抵抗に変化がな　　　　い．　（3）消弧室と消弧電磁石は各その支持軸を叩心とし　　　　て回転し，左右に開く構造（5図参照）である　　　　から，｛1接触子の点検・f：入・∂1サ整および取換　　　　えが容易である．　（4）　引外白由機構である．　（5）閉rこばねと聞放ば才ユは各1箇で，独立している　　　　から調整しやすい．　（6）　補助開閉器は油入として腐食性ガスによる被害　　　　を完全に防止している．　（7）　’IGr，；：にヒ電路）の接続1固処にはべッキンを使っ　　　　て、�aから水も7「はな1、・．またパッキンは通竃　　　　になんらの（障を’∫えない構造である（出願　　　　r国．　（8）　電気操作のほかに手動投入を軽快に行うことがxRシtl　　　　＿さ勺．　性能上の特バ　1）　自己保持をしないから，保持線輪の逆励磁方式　　　　は必要なく単に保持電流を断てば遮断する．　（2）安定装置の作用でLE可路の急減電流に対しても誤　　　　動1乍をしない．　（3）　遮断容1パ遠断速反はともに」〈である．　この10，000A容i“J．のものは，その電流容一1：において目下］ミ邦の記録ll1占であ乙が、さらに大電流容厄の高速反癌断沙の製作要求｝こ備えて，�bSNt研究の歩を進　てし・る次幻である．　おわりにこの高速度遮断器の、，Ul卜製作にうたりご指導とご協力を賜った関係各位に対して深甚な謝意を表して筆をおく．参　考　文　献ぷリコノコ　コドへ　　　　　　　　1巨流尚・二�j、⊆［研，の、，t，！．lj　ltS　　三痴口機　昭和27年写藪　26　巻　　葺5　5　1ジ三菱昆機・Vol．28　No．2・1954AAANA．A4L．⌒、AA参：11．、∫◆．1．嗣べ参ここ蒙こ1ミ這二特　許　紹　介文煮壌∴鋤三ミ裏菱二二二遷二薫這　　　　　　　　　　　　　　　最近登録された当社の特許およひ実用新案区　別特許tStt／t／f”．7「’／t’t！1「ノ　”tSl　　”ItSt　i「新案ttTttt．ソtl／i叉rFtttttttワ．ソPl’s．リnFl’ノll”t3　　　　名　矩形導波管川∬長哀器　　’力端了・の金属発熱1仁の製造法　螢光物K　螢・光物質　超硬質f�_こll｝電角〕こ｛ll磨法　［L’L：流電鉄1哨！ミの保，渡装�g　無遊隙キー1鉄洞用電解研磨：液‘鉄心白動掠援械　介成樹脂裏張布・il一こし寝造法・・一一『／〈　「・・♪　　賦∴　昇降機制御、し幽式1各匝炭素i：i；肋1化−5仰斜去　絞り装性　真空管製造方法　真空作陽担製造か法　ぷ層型ナ．．“Xン岳電甜≒　熱動鰭↓｝月1電ノ」口’　川口子の平衡検lll装i陛1昇降機制御方式　真空管陰相帥｜三斉【1吹付装�g　　「11じ」　1上装』亡　線愉巻枠称ノrト組織の低沢糸�g化学研密封．型金属管ノ1く釘と整流｝1；圭の冷却装irlt衝撃電流L；己録器川残指針f・j・電気，1’1・器1、1｝残指jl附’電気ll1器電動機起動制御Rl錠．［ヒ装置二縫機の川∵ジノ．1ニージ，ン機構放電灯の点灯安定装｝；〆ll電気弁ぴ功功弧自動点弧装置ぼ子｛奪じ油人迫断k，1き螢．光灼器具気体加熱装推ミシン川上糸緊張装ド11積’lltL無効電力計陰蔽「ヒンジ」マ．f．ソロホンのfiU仰角調蝕装置�u気車非常制動装置昇降機呼押釦装置電気車制御装置衝繋電流記録器螢．光放電灯lll電極福気扇朔造羽根．・1⊆特許または登　　録　　［．1　：三S　8　4　2S　811ft　　　　　ソ2S　827！ナ：！8　9］8t♪　　　　〃二」8　10　9tl2810二9　　　　”　　　　　．り　　　　’t　　　　　tt　　　　．ゾ28　10　2・ttT　　　　’t2S　8　5十t「，tttトtf　　　　．’ノ28　8ユ1　　　　”Jt「口tr　　　　　．’t2ti　828　　　　　tf　　　　　St「T　　　　　．”　　　　　tノll　　　　　　tt　　　　．．tt1；特lj］：または登録番．り一20｛｝7102008322り〔．）8332U〔［8342↓）｛｝835：IOIIOI2UllO22川483201484201519201S，ll二tOI842202ユ632（121642｛〕216520216620217820217と｝L？（｝209（，202091202〔．）9240∠！67440、．：6754046761｛｝ご6774046784（1・｛67t）4047｛〕0！｛．）47014048474048484048・，94〔．）48504｛）48514t」48594052854〔｝52864052874〔｝5288405289・工052904052914（工5292405307405308　発明，・考案者　　　所　東野義’夫‘研日11村弘治郎　　　　　　　　名1．高橋悠　・‘〔繋川健三‘研‘u卜f一平．：郎　．：ノ（凛津1�i　研1パト手平三郎1．た　　　　　　ド・1斎　｝1．．、長　男1真鍋　明1∫小流喜久：1木村久in　ド1川　欽　．也　斎藤長リ｝‘川．ド精　・；翻裏量　！！」場文六　斎藤長児　宮城　晃　斎藤長男　若［li高根∫大野才三し八iぷ川f1Li治1叢：蕪　洲崎晃，．il〔渡辺静二三郎1加藤義明篠村益堆’rl｛　城　　　晃「大野．．丁’三｛荊　原　　智　森川　洋∫稲垣義男1岡本Yf：治〔：．∫く野才．三1竹内宏一1森　直次1岡川昌治　佐　藤　．貞　雄1横田正弘1平岡忠博　浅井国行い1：岡　1i　1昭｛室賀　淳　金　：f・　　勇　小堀富次雄　阿部久康　青木正二　前川良雄　柴川　’郎金　子　　iハ｝　川　県　　穆　千　川　実　牟川克已｛松川新市1　イ5三　　，P）　　　　．日三1∫li一木和男1鷲津　勝　北川和人1森直　次‘1同川ハ次∫野n元吉郎し　　　II　【　　　イILk　　　文　　　　f∴r團懸天11｜川三郎｜酉岡　勝研神本長研伊研名研伊梱福名研f｝ヤ神研伊福神長．伊名：尺．研ov研伊名．福神“y伊名伊1た名属究r｛「究究fl究究究ff【1「究ttlllt占究究lli．究究Ilf古「rIlf所屋所船所船所戸引：崎1り．ll’1・所屋所日・川1［［屋．所月・｝．：所日・川1−．i崎丹・屋船所丹所呼屋川H丹1’1・屋丹船屋（137）371区　別新　案yllttftStl「「tlttノtr’dTtt”tl！1SlSltlIr‘1’t1’「t「tSttttrtttrflttttlt／rJ名電気扇朔造・羽根．｝｝・1称刷・子．牝．支持1　t”itt単陽極水銀熱流器複でヤ’・ソシ，、ン電気完の並列運il’｛i調整装ii’．1’、f｛童二《t・・｜‘ホij麺］｜装i�g司・llil｝｝眼lxsi薯壬21；真空管格子製作装｝1’∫’：真ツ｝｛：跨；．Z型隆／日じ糸｜トじ’最了歩ミil生可「動翼型u一タ1」一圧紬機可動翼型・‥川一圧詣｝濃電気扇頑造羽根・．｝・二電気扇朔造・羽根車電．気扇朔造羽根車竪型高速度電壬．｝：機電気」．i・c制御装置密封型金属・？’i；ノk銀整流｝1｝き、り［ニミ睡・lt冷装．ぽ電気扇朔造羽根車ガ．・なが眞．装i党空冷型拡散．トン．ソ避’lli器直列川�g［装置放川刑避〆制1．（集電装i邑1放電間隙密封型fk属管ノド銀整流21《、り冷jtl）装置†宣・1．嘘動機の界磁極鉄心取付装i［ll二縫kkJl］　ト．　ノ　f　パ「一電気機関．輌つHjij．御器把手布押え圧指示器真空管封着装置屋外月1も獅日器ソ1．1・：，＋・一切短絡当ミ置川転心機刷子揚装．置｝i・降機階床扉錠1ヒ装．置抽1川幣制盤制動壷付電磁装�g制御酬9．1器液位jl，．i・測装ii．”il1−S：旙乍　　ま　　式こ　｛ま．く．災　録　　ll28　828282828「’’r9−4ソtlぴ’1tl．”’｛．りtltt916ttittf1；9−19「t　　　　．ソ2810−12　　　　’tv，ff　　　　　tl｛12810−EG28　1｛〕−30tt　　　　．’t281．1−21特許または．登録．番号4U53り94（1531｛．）4（15311」｛）55174〔）5518川55194055204（戊552工．4〔后5221（）55234｛155241｛．155・．1り！り1〜5．ll4‘U5424C55434｛．158281り5S54｜｛：5S：ス54い58564（ヒS8571〔；60394u6川o・1（．6川1lo6｛．）424il6u（：；〔．｝目．16c．r611〔’662（．〜4佃6274川6二s411山．｝29il｝66．．18・4日｛；6．lg・IU7｛巳・64｛♪71S54r｝7199107Lt｛JU・！P7228発明，考案者嶋誌　　山　川　一三　　西　岡1朝枝四1高橋良1浜川q阿部久　　．仁IU苗己斐健　　1．1：’鳥　　　　　イくf、言　　ノ’＼1トた野．．y−1川中ぱ　　新谷保　　　イi　　∫1｜　　lt．tti’rヒ居誠t久郎勝郎作賢uξ．．「こ1郎正郎務次孝：　　ナ曽　　；’｝　　」ぐ　　・久　　同一71．い：c彦・、松川新’　　待鳥　正　　竹内宏　・　　士曽　　ぞト　　Vk　　久1菅野正雄［弘川実弥田∫川正治τ，∫こイこ正路（（河た竹浅」ξ．全山」〈八加養外菅河立尾tt合武．イく」1三川内　宏．越．泰島四．子川川沢武野卜藤父野合．fiじT『r「り川ILi，j　Tn才義li屯信武俊学彦路賢1、11）郎勇児た1ム明雌llll輝彦大1名長研伊名川：紳研名名9t研名研伊名伊研伊名伊・名研福長名⊥ミ名神研所古究lt　ItTlf究卜日ftりL・．ノLlt！・【F仁［r）ξ：【�`’究ワl・lI究占’tlf究IIF’｜il’究属．屋崎所丹屋）Yl’戸．屋所屋屋1’｝所屋所1’1・屋丹所．1」・屋♪｝屋所川崎屋1］ll）；1．：ll｝1所t．A、．．t，，，一一N（4．A’A．38　↓138）三菱屯機・Vol．28　NTu，2・1954わが国最初の11・5　kV　5001『VA磁気遮断器完成三菱10−DH・50型磁気遮断器油無し）　　　定格電圧11．5kV定格電流600〜2，000　A遮断容量500M　VA　　　納人先　電源開発（猿ケ石）中1！1淀力（湯原第二）関西電力（坂上）　　　　　　　　　　　九州電力（大内原）その他　　　　　　　　　　　、，川rr　　　　l‘1＼［｛川　　　　　　　　　　口し≡、，隠一・一霧l＼・�k一　　　＼　�g�`一一一一　・ニー・一　　　　　　　　　　、，　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，へ　構造ならびに動作原理　　　本遮断器は磁気［りく消による冷却消イtン作ltlと，溝中にアークを電磁効果でjw＿Kんでアークの占有面積をせばめ，かつその　　　隔離板端て；｛�e却消イオンさせてアーク抵抗を増す方法とアークを延ばすことと併用しております・従）KのOCBと違つて印　　　　加電圧の最高値よD　〕i∫で遮断しますので回復電圧は高くなりません．また異常電圧を発生して系統の絶縁をおびやかすこと　　　　は絶刈にありません．A　　　　　　　　　　　　　　　　　10−DH−−50型磁気遮断器短絡電流遮断試験成績（28−11−13）　　　　　　　　　　　　‘　　　給与電圧川復電圧　一遮　断　電　流　　遮　断　時　間　遮断容量　　　　　　　　　　　　　酬乍責務一kV・・u・」l　lA段〒W−・雷聴烈1、6，　IMVA・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘　　　　　　　　　‘　23，3．　00　1　19，50�J　‘　30，350　　　2．25　　　　�J．65　　　　2．90　　　　　　　　　　　　　　　　0　　　　　　　11．5　　　　　　86．5　　　　22，800　　　2，200　　22，900　　　2．25　　　　0．55　　　　2．80　　　　　　570　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　23・20022・00032・00〔）　2・25　0・6512・901　　　　　　　　　　　　　　　　　　充電電流遮断試験は遮断電流10A．20　A・40　A，いずれも1�k点弧なし　　　　　　　　　　　　　　　　昭和29年2月25U印刷　　　昭和29年2月28日発fi　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「禁無断転載」　　定価1部金60円（送料別）A　「三菱電機1編集委員会委員長　岸本久雄委　員　浅井徳次郎　荒戊卜　潔　石橋英樹　石黒克己　　　市吉‘｜fi．浩　伊東〔｜ψ義　tl∫村フお明　大久保夙郎　　　　｜；∫・j屋着II．：　　ft　l勺・？1：　三Pl；　　戊1｜｜日　「勝禾1」　　’」、林i台一一良1；　　　進藤貞和渋谷進．’川宮利彦松川新巾　　　毎熊秀雄　前川幸夫　松尾米太郎　松岡　治　　　宗村　平森　　範馬場文夫幹　事　☆郷侃二　成富公一　　　似．ヒ50音脚編集兼発行人　ac京都球田区丸の内2T目3as地　吾　　郷　　侃　　二印　刷　所　東京η噺宿区市谷加賀田∫1丁目　大日本印刷株式会社印　刷　者　東京祖漸宿区，1浴加賀町1・」・目　長　久　保　慶　一一発　行　所三菱電機株式会社内「三菱電機」編集部　　　　　　　　　　　　　　　　　電話和田倉｛20）1631　　　　　　　　日本出版焔会会員番号213013，t鯵s5日本テレビ塔の三菱エレベータ　ー一IEt．t　l♪　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　“ぶ　　　　露�`　ぞ　讃・　　’’”　　　　　’導’．饅翠　／…／／　きう　　　　　　ニロ4『・騒鱒塑、　　　1；li　　R　　　，s’1’　／9’Ut．託≧一，・1・i［∫Y■�`Ax�dt“，Aぷ冷’蕩驚可・一本、Ak一領．，s8ei，ttu“．．．ts、．t、一頑1N　　　�n　〆〆　Pt一’日本一高い鉄塔に大束京を一・眺におさめる展望台があり晴天時ここえエしべ一タにより昇る客で満員の盛況を呈Lております．　　　エゾ・一タ仕様概要ギご　　　　　一lil：　　700kg速　　　度　30m，min運転制御　交流1段速度　　　　　カコスイッチ制御昇降路全高　85．6　mナ1，F条　そ・了　孝16　　78．4　nlカ　ゴ　tfli不1‘i　　l．491n．K　1．261n1、　　撰二　1P・・乱螂．，・　　　芦　　　　za　　ノ　　　　＄　　　　　　　sv　　　孝　　　f；　　　　言◆1、、　　／�d　’　／ms／　　　ちも　べ‘r　1／　　・f野露嘔Lズノt’Tノ’・　　　　　A’　　　　　　　　　　　　ぜ‘響一［もミピ1、t　　　　融〆　　酎．w・“　　　1／　　　グ繰へき讃’：’響A」、
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